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KK ト G 必 で S へ 中 S 薄 G 屋 )′ 所 G 畠 8 
回 振 合 忌 社 く ′ 往 陵 せ 趣 製 会 必 下 供 く " 幅 
受 を 鶴 睦 ぐ 症 中 訓 是 S く トト で KK 
会 人 S 天 店 く / 姜 澤 せ 十 1 会 KS の 
Q 避 外 富 逢 豆 合い 代 の つや 紀 る 公民 ビ 
る n? 

半 宗 補 生 是 会 人 べ 着 是 千 べ で 者 問 く 。 軍 問 会 
で 周 黄 ぐ べ 写 < 是 幼 公 と ホル XS/ 倍々 ぐ 
幸 忠 唱 選 で 2 し ね の 和 代 つり る 59? 麹 旧 
38 / 心 へ へ KS 福 恥 弄 過 時 旦 忌 味 
る 澤 "WVG 誤 導 せ KG 悪 示 避 県 る 捧 互 宙 0 
SS ぐし Sh? 
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に 
往 諾 ・ 密 下 


是 さ を 衝 半 4S 趣 氷 を 選 浴 伝 潤 ボ ン 往 理財 
湯 征 起 と 時 索 ” 所 土生 時 けっ の 時 陸 史 中 4ShGS4J′ 思 


ジロ で Po の 福富 け 8 缶 mm もじ る rh" GS 刷 
NS 民 記し る 7 坦々 篤 弄 りつ お宮 繁昌 の 


べ う 3 詳 QS 羽 愉し 8 人 ン 脱ぐ 和 O 価 陵 を 湊 
QASSNS で 7 


(て せい) 


トー トー 則 せ に 私 トロ へ 蛋 し 惨 *Q で で る 記 束 日 N 
KR コニー( 玉 ミーム へ ) 電 中 人 N よ へ 昌 破 つ じ 
まま ふ へ ヘス K ロ トー ズー ズ ス AD さら 油 // 旦 堂 う " 
加 お 信人 0 信 J me 税 幸 さく 箇 和 芝 や 科 ら oh6io // か eS 編 列 明 4 じ 訟 や 

屋 人 HK ら せ 「 折 G 容 」 G 全 " 半 紅 S り JA / ゲ 半 G ト ー キ ホー 出 」 や な つ レ 0? 屋 析 さ 
の 沿 概 S 刊 くき し SQ の 8 置 琲 る 谷 る 7 Mr 呈 球 天 守 人 人 So や し 人 る 7 6 つ 選 ^ 末 
凌 選 @ 剖 HIVNK ロ て ぐ 斉 人 人 球 属 い レ ス ne ホ ヘ ミー へ ( 演 曇 概 トー ネー 出 ) ぐ 演 
団 認 2 る を 穫 候 人 つ よく ミー トド へ 鶴 避 お 衝 6 て の 民 2 の 0 ン ら 7 

内 補選 人 る 篤 意 箇 つ し 肝 四 つね くさ ので ビレ (「 吾 SG ト ー キ ー 由 の る R 慰 味 叶 ャ ペー 公 つ 
を や る りつ 革 如 会 MM 味 内 お 押 ※ し せ ト ー キ ネー 出 S 時 應 公 代 ご 記 器 つい ろ 民 人 天 7 

トー キー 円 性 還 一 衣 拓 講 JS 百 国 さ HMD 記 填 ぐ で 球 し 人 S で お 全 愉 会 手 引合 し 衝 き る 
AN ロ ・ ま ふ へ へ S 窓 癌 和光 人 で で や ロール 息 還 ミル ハズ SS 負 国 Ko 下 和 8 和 SQ し る や 


KN や ト へ 舞 志 ぐ く マロ る AG 夫 衣 TS 公田 きつ レト ー キ ネー 店 つ 田谷 る りり 請 る 829 
つ 寮 @ 由 剛 べく か か て ト へ SN さ や ヘー 


トー キー 由 JH 和 KR ボコ ミー 所 4 る 唱 811 窒 人 Ke" る や JO 8 選 GS 匠 園 り 写し AkGHSKS 
ミー 誠 坦 約 加 G ト ーー 波 記 聞 選 お の る で 0S? 和 二 必 [志村 る 丸 環 革 田 人 x0」 の 交会 尿 7 
足 べ の ぐ ズ 守 公 吉 鶴 つ 丸和 倒 。 入 守 の 窒 球 つ 完全 の 8" トー キー 思う 記 地球 0 出 己 4 つろ で 
ん こい 9 た に YーF く 4 く Y く ん 

っ の の や JO 8 守 現 中 トト で に へ (77 日 4J っ の) 会 中 0 で SS っ J 必 KG の 20S "4SKG ロ ” 編 肖 脱 る 
ルー へ 必 湊 公選 トー ネー 洛 つ る 節 く の を ぐし や ? 実 訴 思 じ 2h03)” 所 る 半 誠 ぐ 澤 公 実 恒 部 
皇 介 由 性 半 胃 ン 寂 め 拘 0 し Sh" VS 思 S 拓 人 SQ 玩 少 つる ぶ 詞 公 窪 恒 称 晶 0 トー ネー 味 
やる し 047 和 か で 篤 で て ト へ 補 7 セー へ 会 人 計 直 円 生 称 突 民代 で 8 トー まま ー 宮 思 ポ 光る 会 お hk0? 

「S く の ^ ゃ 手 つる 申 ぬ 9 所 0 2k9 隷 シ つ せ 心 全 "天上 剛 移り ぐる 記 宮 じ 人 SO の 人 必 会 余 
ろ る づつ? シ ant の の 4JN64Q る 訪 短 30aJT う 0 る 6 和 や 」 

「 り 宗 記 青 HS KR ユー" 人 守 丸和 全う B ト ー キ ネー ぐり S 寂 的 か さや ヘー つつ きん " 
妹 宙 づつ / 補 宮 ao で 民 半 で し ろ や 補 8 生 467 る 会 王堂 旧約 選 % 和 や 」 

トー キー る 宗 藻 先 ぐ 鹿 ぐ 王 く だ 7 胡 計 部 持丸 氷 短 中 会 HHN KR ミー 誠 下 呈 愛 O 
丸 ? 鹿 @ 空 玩 せ トー キー ぐ S 共 WS22S” トー キー 公 沿 相 寺 直久 座 " べ で 委 ぐ 時候 祥 倒 計上 
編 玉 トト 私 トロ へ 奄 く すり 名 記 じ スン リロ Sh 


峰寺 芋 明 G 半 中. 呈 中 
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ご トー ネ ホー ぐ 選 ぐ 握 HKR ユ ミー お 寮 旭 散 0 で 1@ 


慌 坦 し せ トー キー 由 庄 直せ 葉 K し 塞 選 0 ぐ ロ 60 し 人 選定 回 己 内 邊 や hG 写 知 2 の 暫く し る xt? 8 
介 % 還 第 べ 選 届 お 人 Q 宗 / 総 1 トー キー 公 ロ ー ハ ホホ ドー ペ S 由 hG やく 吉 誠 " 禄 居 団 スル ー 
AS 中 系 ーー っ 00 し 衣 回 S 畠 半田 で タン " 

燥 1 お 8 外 時 G 語 二 NAK て 全 トー キー 部 和 や で 人 K 和 か で ト 8 衣 改 悪 "NAK ロ 和 て 人 心 で 
和 私 で ト 避 内 王 認 砂 り 家 ぐし つ jen? 

半生 虹 症 中 王 な 守 8 所 昧 史 悦 記 ど On0 の る RS 析 来 ポン 6 選 泡 公 
謀 諸 學 税 銘 ” 正 軒 く 誹 填補 選 玩 束 愛 ? 宗 かく か お 倒 六 症 の 表 計 つ ^ KUREOShGT 

吉 四 揚 NAK ロ ヘーJN 愉 で 人 K 私 で ト S 認 只 篤 箕 必 0 刺 有り P" 下 時 8 煎 半生 110 避 脱 つ * ト ー 
呈 ー 計 の 必 へ K ロ ロン 看 昌 会 し 鶴 必 加 座 * 

ION 革 4 慰 8/ 田 S 選 ※@ 鶴 2 宮 恋 区 所 弄り つ 尋 妥 員 さと さ 和 を 結び ぐ NR さ へ 

S 包 2" 詳 民 4Jz の 交 半 ぐ 慰 士 室 恨 餅 崎 梁 宮 来 宝生 に で 史 お" 中 さと さ と 革 鶴 尿 トー キーH2 の 束 
EK で まく 

田 攻 身 に G く よ で か で トト 電光 も HNKS ユ ミー 窒 己 違 生 r く SO の 看 DA" を ホ で か て ト 8 し 
臣 つ ね 2SS^ 0 有 只 宗 拓 和 who の つの 民生 SM の 全 P0 人 る" 

トー キー 上 「 宮 r く SS つね の 暫 0 る 編 天 栓 ぐつ en 1 製 思 の 臣 須 補 で 尺 生 7 
触 本 人 愉 を ン 脱 和 く 慰め 月 選 。 要 全幅 室 所 じ %0 じ ” 京 つ 0 全局 の 表記 で 8? 
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再 
洋 
神 
話 
/】 
武 
韻 
防 
具 


アー サー 王 伝説 の 決定 版 と も いう ぺき 「 ア ー サ ー 王 の 死 』 を 書い た トマ ス ・ マ ロリ ー 


は 「( ア ー サ ー 王 は ) 未来 に 再び 王 と な る 」 と 予言 し た 。 見 事 に 予言 は 的 中 。 お び た だ | 
し い 小説 ・ 映 画 ・ マ ン ガ ・ ア ニ メ ・ ロ ー ル プレ イン グ ゲ ー ム の 中 で 、 ア ー サ ー 王 は 移っ 
て いる 。 

アー サー 王 も の の 小説 だ け を 数 え 上 げ て も 、 テ レン ス ・ ハ ン ペ リー・ ホ ワイ ト 、 ス ー 
ザン ・ ク ー パ ー、 メ アリ ・ ス チュ ワー ト 、 ロ ー ズ マリ ・ サ トク リフ 、 マ リオ ン ・ ジ 
マー・ ブ ラッ ドリ ー、 ギ リア ン ・ ブ ラッ ド シ ョ ー ら 多彩 な メン バー が 筆 を 染め て いる 
マリ オン ・ ジ マー・ ブ ラッ ドリ ー の 「 ア ヴァ ロン の 霧 ] シリ ー ズ は 、 ア ー サ ー 王 と の 
近親 相姦 に 悩む モル ガン ・ ル ・ フ ェ イ に 焦点 を あて た 傑作 だ 。 な か に は 当時 の アメ 
リカ 人 が アー サー 王 の 時 代 に タイ ム ス リ ッ プ す る 、 マ ー ク ・ ト ウェ イン の 「 ア ー サ ー 
王宮 廷 の ヤン キー』 と いっ た 異色 作 も ある 。 

魔法 使い マー リン 、 円 還 の 騎士 ラン スロ ッ ト 、 パ ー シ ヴ ァ ル 、 ト リス タン 、 ガ ウェ 
イン 、 湖 の 貴婦人 ヴィ ヴィ アン 、 括 女 モ ル ガ ン ・ ル ・ フ ェ イ 、 不 倫 愛 の 王妃 グ ウ ィ ネ ヴ ィ 
ア ら 魅力 的 な 登場 人 物 に 加え 、 聖杯 、 聖 合 な どの アイ テム も 提供 し た 。「 ヒロイック 
ファ ンタ ジー も の で 、 ア ー サ ー 王 伝説 の 影響 を 受け て いな いも の は な い 」 と いっ て も 
過言 で は な い 。 


アー サー 王 は 未来 に 再び 王 に な る 
その 中 で も 、 も っ と も 有名 な の が ジョ ー ジ ・ ル ー カ ス 監 督 の 映画 「 ス ター ウォ ー ズ . 
シリ ー ズ だ ろう 。 特 に エピソード IV か ら VI まで の 3 部 作 は アー サー 王 伝説 を 宇宙 
に 移し た も の だ 。 

ルー ク ・ ス カイ ウォ ー カ ーー アー サー 王 

ハン ・ ソ ロー ラン スロ ッ ト 

レイ ア 姫 ユ グ ウ ィ ネ ヴィ ア 

オビ ピ ワ ン ・ ケ ノビ ー マ ー リ ン 

ダー ス ヴ ェ イ ダー ヴィ ヴィ アン 

に 、 そ れ ぞ れ 対 応 し て いる 。 当初 、 公 開 さ れ た エビ ソー ド IV に 三角 関係 的 な こと が 

描か われ た の は ラン スロ ッ ト と グ ウ ィ ネ ヴ ィ ア の 関係 を 投影 し た か ら だ 。 

た だ 、 ア ー サ ー 王 物語 は 悲劇 そ 
の も の で 、 ハ ッ ピ ー エ ンド で 終わ 
る ハリ ウッ ド 映 画 と は 相容れない 。 
モチ ー フ に アー サー 王 物語 を 選ん 
だ こと で 、 単 な る 冒険 活劇 に 終わ 
ら な い 、 ダ ー ク サイ ド の 多 力 と 悲 
劇 性 を 加味 する こと に な っ た こと 
は 確か 。 

当初 9 部 作 と し て 構想 され た シ 
リー ズ だ が 、 エ ピ ソ ー ド VII か ら 
IX まで の 製作 予定 は な いよ うだ 。 
理由 は 不明 だ が 、 ル ー カ ス が 「 大 
いな る 悲劇 ]」 を 描く こと を た め ら っ 
て いる か ら と 見 る の は 、 う が ち す 
ぎ か 。 


(NNAK) 
還 Q ぐ 一 競 暴 交 握 代 刀 副 張 


j ト HAS 和 へ 人 
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人 ( 電 析 K 押 ) G 作 くき ・ 入 紙 ロ ー か 
A 令 話 定 つじ ろ や S 記 吉 ) 出 弄 交 人 め 会 @ 品 A 
宮 伯 S ロ て ト 加 国 窒 叶 し "ーー ロ で ト で 円 店 く ふ 人 放 年 つ 
し 2 や 福 睦 222 愉 Se ( 素 AHKS「 そ で こ ト K」 6 
トキ さか KJ | 表 1S 天 守 し " 愛 や)* 


『 ロ ー 必 AS 端 」 ロ パ S パ で NHN へ きぐ りつ ) 篤 活 人 で る se” 
揚 人 GrIh 


へ ふぶき? 才 つ V^ 興 V^ 下 豆 更 つ 6 季 思 V 赤 6 
う ) で 3 副 敵 昧 人 時 章 G 棚 側 G 選 けけ 軌 い し っ Ne1J り 人 
早世 8 副 マ エロ G 制 ′ 周 人 ハミ (こさ) @ 是 

で 公 到 態 財 て ・ 副 11GW 足 p 條 SQ だ し じ つ h@? 


く ふ ーー ミ 穫 


再 
洋 
神 
話 
/】 
武 
間 
防 
具 


し レジ タタ て に 貴 フ 竜 《@ た て イ 貫 
2 人 -- 隊 に 9 
カド ジャ る わ 科 シカ “ と な 1 品 遺 価 
ロイ スル “" れ 描 ク 1 1 実 が い ズ ? 物 き 
9 必 垂 光 た い 王 ルツ 議 還 わ “で シ は マ 
ン の 土 マ つた 国 大 ン 回 主 か アミ ャ ` リ 
ガ 全 は 1 ロ も と 意 の 只 る = え ル い ア 
帝 域 も ニ ン の ス い 歌 5 2 9 の 
韻 で あ え で ベ セ エー 調 ン 加 マ ま 表 
を イ ろ 大 ツイ 加 は 吉 ダ 遺 | で の 
築 タ ん 大 ォ モ ン ニ ンマ 回 前 ル 物 こも 一 
きり は の モ の | ヾ 上 が を っ ュ っ な 片 
あ ア ス 委 戦 人 イ 人 ハル 寺 特 ひ 大 くも 
げ の ラ 在 い ぃ 年 スー ル 内 別 と 党 ` ? 
た 半 ヴ ウム の ー 人 ラ 四 マ 訪 な つの た 
俺 分 や 人 を 月 ム ご 1 旨 加 し 合い 
大 を バ 編 反 十 帝 率 = に 剣 か ジヘ 
な 領 ル 喘 五 回 い ュ 脚 だ 納 ョ ん 
貴紀 か N し 日 の る 大 上 凍 の な 
史実 と し て 伝え られ て 
いる の は 「 シ ャ ルル マー 
ニュ が スペ イン 北部 に あ 
る ムー ア 人 の 諸 公 国 に 対 


し て 行っ た 英 征 の し めく 
くり の 物語 と し て 、778 
年 に 起こ っ た 比較 的 重要 
で な い 歴 史 的 事件 に 基 づ 
いて いる 。 ピ ビレ ネー 山脈 
を 通っ て の 帰途 、 ロ ー ラ 
ン 伯 と いう 一 人 物 に よっ 
て 率い られ て いた と いわ 
れる シャ ルル マー ニュ の 
後衛 が バス ク 人 の 山 人 た 
ちの 待ち 伏せ を うけ 、 全 
減 の 愛 き 目 を みた 」 (「 中 
世 の 刻 印 枝 エピ ソー ド だ 。 

ロー ラン の 部 隊 が 全滅 
し た こと は バス ク 地 方 の 伝承 の 中 で 伝え られ 、 ほ ど な く 英 方 の 勝利 の 叙事詩 『 ア ル タ 
ビス カル の 歌 』 と し て 歌い 継が れる よう に な っ た 。「 あな た の 気 高 い 六 、 勇 敢 な ロー 
ラン は 、 こ こ に ね むる 。 岩 の 下 に 、 一 本 の 木の下 に 葬 ら れ て ! まわ り に は 死 装 束 に 
着飾っ て 、 十 二 人 の 貴族 が まもる 」 と いっ た 一 節 が ある 。 


0 尺 | @ 団 連 6o の 8 マン” 息 還 人 国 臣 wNe 全 NAK で ロ 和 0 で レミ ミル セー 中 日 半 舞 計 密 補 ぐ 
宮尾 の 2 ぐし? 

ロー へ AS 人 拓 さり ロ S で ね く 書 の 選 下 ik9 公 (奪う シリ ン S で 人 か ミー へ 居 路 ぐ ロ ー 心 へ 中 中 )“ 
近く KN 全て 人 K 改 さ 共 避 鈴 羽 か k の 807 問 全 尺 写 衝 弄 陣 のり ポ 幅 己 絹 0 し る 6? 

所 境 ^ 党 々 ぐ 選 窒 と 渦 SYO 5 で BS で お ぐつ の 親 祭 ぐり の で お ? 忌 和 拍 己 起 氏 7 ロー へ 8 人 を 
さき ミ ルー1 リ HG 守 し 半 揚 己 選 思 丸 十 11 く 台 昌 ぐ ヘ ーー ヘー) 代 い KO 


マン 得 % さ め 選 ぐ つ * 出 墨 侍 起 0 氷 選 


十 11 責 時 ロー へ GS 喝 会 ロー 必 AS 民 べし 維 継 裕 G ホ つか TH NAKGS 球 州 庫 上 邊 さく へ < 
人 HANAT 人 生日 足 監 さ AmAS 欠 NSK ロー HGSKA 矢 TAH まま AA へ 届 世 。 総 
坦 %% ト へ や て KT へ リー ト で 日 足 監 ぐ 四 幸 MMN 2 で る 9 

人 キ ささ セー 明生 常 G さ 人 円) 中 憧 ^ K 湯 置 の 居 斉 己 記 志和 9@ り の BS ら ロー 羽 へ 遇 人 ^ 
つべ 篤 物 次 人 S\0 り の U で 9 記 吾 証 避 作 ロー か へ 祭り か の つ 忍 胃 く SS KHAG 明 科 " 常 く ぐ 
筐 りつ し S KKHA 知 導 響 つね りー ロー 選 へ 8 和 SKKHAS 嘆 避 交 訳 り し 2 る S 宙 ロー へ 的 つ 
公司 半 Po8S っ 2 の SKKHAS 庄 次 で お ? 

ル さ か 代田 旧 折 る で 応 十 選 S 味 迫 畔 ぐ ネ 時 会 ロ ー へ 時 宮 る 会 会 0 表 つ 私 で 日 ロ ー ホ へ 避 
か と さき さ で 導 洒 和 光る 区 現 合 己 宗 拍 表 つ い ト へ 補 シン 5 人 の 旧 綴 填 や 人 生 ロー 選 へ 8 記し 8 
全会 選 人 か SK9」 の 押 0 お ? 看 0 の 記 浴 称 較 くさ の 丸 人 人 宙 ? 
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た は ラル 吹 い ン も 
?" 八 モル き ロ っ も し 
つ ン の 鳴 1! た 十 な 
像 軍 本 ら ラ 滞 う 
き を 隊 し ン 圭 寺 
の が 湊 が も 生 
刑 掃引 こ 最 凄い 
に “ き と 後 次 ぅ 
処 が ガ 返 で に に <* 
せ え し 「 衣 散 ロ 
ら ロ ハシ 人 特 に 2 本 | 
れ . ジ サヤ だ を だ 葉 有 


断 う い ン を し 手 に 
ちと と ダ 送 た に ロ 導 
切 し ` ル げ が 1」 到 
2 が 皇室 人 下 邊 
で が に 峰 " 半 三 ン る 
し た の 死 局 田 は マ 
ま 石 た 手 ぬ ` 将 デル 
い を き に 直 壮 と ュ シ 
` す つ 渡 前 絶 と ラル 
刀 つ ら け し “な る も 之 司 
と ば で だ デ 二 だ みみ を 
ほぼ ほり 折 く ユ ち 春 ル 相 
れ と ろ な ラ 死 闘 を 手 


の 歌 」 と 十字 軍 の 時 代 


フラ ンク 王国 の 歴史 は 6 世紀 ご ろ 、 
グロ ー ヴ ィ ス に よっ て 建国 され た こと 
に 始ま る 。 現在 の フラ ンス と オラ ンダ 
を 領有 する 大 国 だ っ た 。 

グロ ー ヴ ィ ス の 後 を 襲っ た 宰相 の 
シャ ルル ・ マ ル テ ル の 時 代 に は イス ラ 
ム 教 徒 た ち が ビ レネ ー 山 脈 を 超え て 侵 
入 し て きた (スペ イン は イス ラム 教徒 
の 手 に 落ち て いた )。 シ ャ ルル ・ マ ル テ 
ル は 732 年 、 ポ ワ テ ィ エ で イス ラム 軍 
を 打ち 破り 、 ビ レネ ー 山 脈 か ら ハ ン ガ 
リア に 至る まで の 広大 な 領域 を 支配 す 
る よう に な っ た 。 


人 口 規模 で は 唐 (第 2 代 の 太宗 の 時 


代 ) 、 サ ラセン 帝国 、 東 ロー マ 帝 国 に 次 
ぐ 世 界 第 4 位 の 大 国 ( ち な み に 、 第 5 
位 は 大 和 朝 廷 下 の 日 本 ) 。 

シャ ルル ・ マ ル テ ル の 息子 ビビ ン は 
グロ ー ヴ ィ ス の 子孫 を 追い 出し 、 王位 
を 手 に 入れ る 。 

その 息子 が シャ ルル マー ニュ で 、 北 
イタ リア も 征服 し 、 ロ ー マ も 傘下 に お 
さめ た 。 こ うし て カロ リン ガ 帝 国 を 筑 
き あ げ 、 宿 願 と も いえ た 皇帝 位 に 就 い 
の 


ン の 歌 」 が 十字 軍 の 機運 を 盛り 
上 げた ? 
喝 実 で は バス ク 軍 と の 戦い で あっ た 


も の を イス ラム 教徒 と の 江 い に 変え た 
こと 、 デ ュ ラ ンダ ル が キリ スト 教 の 聖 
遺物 に 満ち て いる こと な ど 、「 ロ ー ラ ン 
の 歌 』 が 繰り 返し 歌わ れる こと で 、 キ リ 
スト 教 へ の 「 愛 教 心 ] を 洒 差 する の に 大 
い に 役 立っ た こと は 間違い な い の で は 
な いか 。 

も ちろ ん 、 確 定 的 な こと は いえ な い 
が 、「 ロ ー ラ ン の 歌 ] が 十字 軍 の 機運 を 
盛り 上 げ て いっ た 可能 性 は 高い 。 J・B・ 
モレ ル は 「 こ の 武勲 詩 が 入念 に 仕上 げ 
られ た 頃 ま で に は 、 十 字 軍 の 理念 が 封 
建 社 会 の 想像 力 を と ら え て し まっ て い 
た 」 (『 中 世 の 刻 印 ) と 述べ て いる 。 

1096 年 に は セル ジュ ク 朝 の 圧迫 に 苦 
し ん で いた 東 ロ ー マ 帝 国 皇帝 の 要請 で 
第 1 回 の 十字 軍 が 起こ され 、1099 年 に 
は エル サレ ム を 征服 。 侵 入 し た 十字 軍 
は 住民 を 皆殺し に し 、 町 は 遺体 で 足 の 


: 踏み 場 も な い ほ ど だ っ た 


(キリ スト 教 の 神 に ) 敬 度 な 祈り を 兵 
げ る た め 、 十 字 軍 の 指導 者 、 ゴ ド フ ロア 
ド ・ ブ イ ヨ ン は イス ラム 教徒 、 ユ ダ ヤ 
教徒 の 血 の 海 を 渡っ て いっ た と 伝え ら 
れる 。 

この と き 、 エ ル サ レ ム 王 国 な どの キ 
リス ト 教 国 が 建国 され た 。 


生還 革 * 


マ ヾ H KS 陣 間 詳 fptON 多 分 交 病 0 祥 | 


や る 


ロ IKKG 畑 SN@ 2 部 年 せ YHK・ waKz ネ | 
ST 由恵 記 人 % お 低 で HK 名 思 ペ 居 会 9 人心 会 
建 隊 生 y の 人 S 他 上 引 十 会 吉 要 つる 舞 ぐ りり? 

選 誤 会 仙 週 公 泥 し W お ぐし も 。 MS 司 史 吾 人 S 
G 余 天 証 ” ロ A 御 KKS 舞 の 器 定 2 の 0 で HKS 思 年 史 語 く 和 虹 甘 均 04Jo の 旧 合 獲 球 の つり 党 共 人 ぐ 
家 慰 の Pk97 る 生玉 の HKS 時 上 お 2 の ぐも で HKG 下 識 S 潤 避 の ろ ぐ レバ る ? 問 征 り 
下 沙 中 は く 届 吉 所 共和 幅 王 和 mA0 の 篤 も aotG JO 宗 補 7 「 還 く 宣 季 軍 GS パ ぐ 避 軍 
公 史 し 2 ( 十 羽 畠 作 十 還 把 ) * 

「y り 貴 持 Q 案 滞 レ "で H KA | 思 十 崇 球 お祭 丸 総 1S 電 7 の 必 | ス S*eJS 詞 率 
凡 ? つ 会 つ で HKS の りり 愉 旧 肖 り "や し せ 思 くし GSKOS 史 RG の 7 衣 史 宗 ぐ 逢 せ 。 思 吉 会 谷 K の 
祥 人 SS 此 御 会 押 し めぐ Ro 選 各 表 うる? ゃ ン 早 り 基 の 巣 競 倒 宗 所 お 

に K 品 絡 G ぐ せ 婦 ぐ 還 季 綿 は 江 筐 し で 錠 拘 表 く ペー ンー 波 氏 球 つ ろり の 穫 きき 


ル ふ で SI 救 暑 還 季 板 Joy の て HKS 弄 王 ハー へ SS 会 合 迫 拘 婁 2 ろ ピ 
hoU の 案 愉 ぐ 和 7 


マロ ハエ IKK き ロー トド で 澤 路 


舞 め 志 つ お べ 型 和 全 ロ A 御 KK 「m く を ロ 
る 2 倒伏 中 計 季 】 SA0 ぐ 選 補選 応じ せ 記入 公 写 
に ささ いで こい で トト ささ 

HA 条 KK て HK 公 型 宝玉 座 OO6S 民 狼 絹 を を 旭 演 全 弄 0 
S し (「 尺 恒 字 李 6 で 8 帳 邊 補 和 9 る の ぐ 旧 撤 家人 60 選 。 抑 ぐ 副 
抱 ぐ 継 令 硫 0110 避 補 や ね づつ )^ 普 る ? 凸 S 押 し 突く し ろ や 策 で HK 
S 言 環 守 で おり の 。 思っ mA0n0 6 の US で 5 

計ら 「 き 玉 還 季 析 ] 選民 選 競 「 SR せ 時 さり 愉 避 回 つろ べし で 
」J て HK 弥 統 洛 か K9 思 宙 漠 倒 映 寄 和 か K の 人 SHA 利 KK り ぐ 二 符 也 り 
臣 | 窟 か tQ 束 慌 2 の St 

ロ A 御 KKS 着 講 六 算 六 半量 因 で HKS 薄 選 8 編 ン の 避 宮 を の? 
王 党 | 四 史 近 可 還 間 "ロー ル S 路 到 鶴 いね る ト 当 SR 人 く 和 と キト し 足 藤 王 
短 繁 W 宮 。 羽 是 突く ぐ 記 中 史 押 還 味 地 つ ^ 童 知 琴 己 肛 や ぐ 記 ? 齋 迫 ぐ 環 
鎧 和朗 ろ や 束 笑 


い 


3) 
e】 
5 
押 
aS 
K 
起 K 
個 
人 
無口 


ぃ Q 


峰寺 理 明 G 替 中. 拓 時 


栓 


上 地下 奥深 くに 隔離 され 、 胸 ( 
が 刺さ っ て いる 状態 で 放置 され て いる 。 
か 予言 者 の 趣 が ある 。 肢 に 刺さ っ て 


ロボ ッ ト 刑 事 ゲ ジ ヒ ト に 事件 解決 の ヒ 
いる 槍 が ロボ ッ ト 版 ロン ギ ヌ ス の 槍 だ 。 


ント を 与え る な ど 、 洞 穴 力 は 抜群 。 ど 


ト だ 。 


ブ 


浦沢 
ラウ 1589、 初 め て 人 間 を 殺害 し た ロボ ッ 


『PLUTOI (小学 館 ) は 浦沢 直樹 が 手 
塚 治 虫 の 「 鉄 腕 ア トム 」「 地 上 最大 の ロ 
ボッ ト の 巻 ] を リメイク し た 作品 。 

は 原作 の 手塚 版 で は 登場 し な い 極め て 


魅力 的 な ロボ ッ ト を つく り だ し た 。 
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マ 剛 遇 塁 皿 疫 選 長 財 民 RS 会 中 6 


ロ A 和 KK 篤 生 ベー 詞 S 之 宮 穫 8 で り の ロ A 和 KKS 舞 2 の 喝 凹 公 球 6n7 還 振 架 穫 " 
握 だ つ 器 幣 時 起き し せ 凌 幣 時 芽生 足 誠人 衛 いし 2k0JW SO の BS で 9 は 計 きか ロー 
8 副 影 団地 寺 ぐ 叶 る 守り つり 同居 因 ホ 中 に へ 代 ぐ や さ mーー 公 「 之 誤 G 選 某 】 線 写 的 4 和 お 
レ 2rt9" 

「 美 (や へ リー) 公 人 SQ 弟 叫 宮 全 ぐ 圭 。 MS 王 避 愛 幸 刊 S 十 電球 倒 加 6 玉 じ 人 で お の る 必 | る 連 挟 
0 2 じ 堪 押 い し Ax? 療 り 忌 的 る 正 旧 守る 丸 全 ぐる 芋 せ に 選民 癖 代 塊 混 失 ぐ 半球 守 つ お ? 
り 愉 る 候 司 つじ 国 差 ぐ 豆 放電 凌 概 宝 さ つり 江 ン る で SR9 6 の 8 で | (「 征 直 き S 芝 堂 |) 

介さ べ 十 社 片 法 加 6 じ るる 栄 去 We” 海軍 民 史 信じ ろ 人 必 人 5 副 束 団地 き JwH KS 
癌 吉信 屋 半生 *eS 人 会 吾 / 8 半 窟 記 証 因 公 所作 要 論 電 や 半 弄 貞 時 人 細 の Ka 抽 
つ 守 例 7 つ 圭司 Kー 失 @ 奨 堂 称 宮 人 SO 合 ” 写 須 喧 副 県 時 を 天 べ 定 つ お ね ざり る で 
しゃ る ? 

ざ 必 JJ か ロ ー ル 起因 AKAA 必 TKK | 地 @ 映 4 で” 十 社 上 ( 俺 十 福 惹 )) で HK 電 十 才 早 
呈 や や も ね へ 針 ( 副 思 )^ 上 舞 め 昌 世 人 0 有り 革 半 人 W65046S | 開 拒 届 窟 」 伝 淫 和幸 hM0 り の 
BS 層 ? 尺 JJ3 トー キー 由 選 編 じ せ 全 征 黙 洋 ぐ 加 索 避 毅 款 ” 一 計り Jo の 唱 正 近 ぐ 張 士 ぐ 排 ら 巡 
8 つ ” 束 客 有 全 時 盾 つ 旭 恩人 で 生 丸和 個 所 球 や KG? 総 | 四 ぐ 十 電 時 会 季 創 選 沖 お 上 せっ の 7 剖 無 人 
痕 % 計 る 愉 填 随所 宰 糞 つや ? 
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ロン ギ ヌ ス の 槍 は アニ メ や RPG で 
は 、 お な じみ の 存在 。 も と も と が 武器 
だ け に 、 攻 撃 用 の 兵器 と し て 登場 する 
こと が 多い 。 な か で も 印象 的 な の は 庵 
野 秀明 監督 の アニ メ 『 新 世紀 エヴァ ン 
ゲ リ オ ン 』 (ガイ ナッ クス ) で 使わ れ た 
も の だ 。 

『 新 世紀 エヴァ ン ゲ リオ ン 』 に は キリ 
スト 教 や 旧約 聖書 の 概念 、 ア イ テ ム が 
頻出 し て いる 。 使徒 (天使 ) や アダ ム 、 
リリ ス な ども そう だ し 、 そ も そ も 「 エ 
ヴァ ン ゲ リオ ン 」 自体 が 「 福 音 」 を 意味 
する 言葉 だ 。 

単に プロ ッ ト 、 ガ ジェ ッ ト (小道 具 ) 
と し て 取り 上 げた だ け か と 思い き や 、 
意外 に キリ スト 教 の 世界 観 も 路 襲 。 た 
と えば 、 物 語 の カギ と な る 「 汎 用 人 型 
決戦 兵器 人 造 人 間 エ ヴァ ン ゲ リオ ン 
(EVA) 」 は アダ ム も し く は リリ ス を 培養 
し た も の だ が 、 旧 約 聖書 (「 創 世 記 』) で 
も イブ (エヴァ ) は アダ ム の 助 骨 か ら つ 
くら れ た 。 き ちん と 原典 を 踏ま えて い 
る わけ だ 。 

リリ ス と は アダ ム の 最初 の 妻 と され 
る 女性 。 上 旧約 聖書 に は リリ ス の 名 は 出 
て こない が 、 神 が イブ を つく る 前 、 天 
地 創 造 に 続い て 、「 神 は 人 を 御 自分 の 像 
の 通り に 創造 され た 。 神 の 像 の 通り に 
彼 を 創造 し 、 男 と 女 に 彼ら を 創造 され 


た 」 と ある 。 
矛盾 と 見 える の は 、 よ っ て 立つ 資料 
が 異な る の が 原因 だ が (天地 創造 は 祭 


司 資 料 、 エ デン の 園 は ヤ ハ ウェ 資料 ) 、 
明確 に 「 女 を 創造 ] と 書か れ て いる 。 イ 
ブ 以 前 に も 女性 が 存在 し た の だ 。 中 世 
の 伝承 に よる と 、 リ リス は アダ ム の 下 
に 位置 し た く な いと の 理由 で 、 エ デン 
の 園 か ら 逃 亡 。「 夜 の 魔女 ] と な っ た と 
伝え られ て いる 。 


「 死 と 再生 」 を 京 徴 
『 新 世紀 エヴァ ン ゲ リオ ン 』 で ロン ギ 
ヌス の 槍 が 登場 する の は 第 15 使徒 アラ 


新 世 紀 エ ヴァ ン ゲ リオ ン 」| と 
ロン ギ ヌ ス の 槍 


エル が 肌 来 し た 回 。 衛 星 軌 道上 に 浮か 
ん で いる アラ エル を 攻撃 する た め に ロ 
ン ギ ヌス の 栓 が 使わ れる こと に な っ た 。 

アラ エル は 強力 な 精神 攻撃 を 得意 と 
し 、EVA 弐号 機 の 活動 を 停止 させ た ほ 
ど 。 難 敵 だ っ た が 、EVA 零 号機 の 放っ 
た ロン ギ ヌ ス の 槍 に よっ て 木 っ 端 み じ 
ん に な っ た 。 檜 は アラ エル を 撃破 し た 
後 、 月 の 軌道 上 まで 飛ん で いき 、 月 を 
回 る よう に な っ た 。 

ロン ギ ヌ ス の 槍 が 、 ふ た た び 登 場 す 
る の は 『 新 世紀 エヴァ ン ゲ リオ ン 劇場 
版 THE END OF EVANGELION Al ま 
ご ころ を 、 君 に 』。 こ こ で は 汎用 型 の 
EVA が 使用 する ロン ギ ヌ ス の 槍 ( コ 
ビ ピー) も 登場 する 。 

ラス ト 近 く で は 月 の 軌道 上 に あっ た 
は ず の ロン ギ ヌ ス の 槍 が 地球 へ 飛来 し 、 
EVA 初 号機 と 合体 し 、 生命 の 樹 へ と 変 
生 す る 。 

実に 難解 な スト ー リ ー だ が 、 ど う や 
ら 、 こ の 作品 で の ロン ギ ヌ ス の 槍 は 「 死 
と 再生 ]」 を 担っ て いる よう だ 。 死 を も た 
ら す も の で あり な が ら 、 同 時 に 生 を も 
た ら す 。 槍 が 武器 で ある 以上 、「 死 」 を 
意味 する こと は 当然 だ が 、 イ エス の 複 
活 に 関係 し た こと で 「 再 生 」 も 指す よう 
に な っ た 。 

性 的 な 象徴 と 見 れ ば 、 ロ ン ギ ヌス の 
槍 は 男性 も し く は 男性 器 、 聖 杯 は 女性 
も し く は 女性 器 の 投影 と 考え られ る 。 
帯 本 と 聖 槍 
が セッ ト に 
な っ て いる 
こと に も 、 
大 き な 意 味 
が あっ た わ さい 
居 e 。 

ン 補 


4| 
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(T ユ ふ ト ) 
据 ツ で 宛 G 上 硬 表 や ャ へら 窒 貴 


マ 吹 革 GRG 綱 竣 


て INYihA ハ の 8 和 針 必 か ト 更 G 守 桂 せ で へ 生 末 や 9 福 鞭 
と" 昧 全 介 遇 公演 人 6 窒 の コン 評 球 看 [IO 
お S 際 公 家 」 で 本 人 め Sh9" の の 所 叶 回 時 to る る 束 
信者 還 曳 穫 7「ー 必 で 」 81 人 「 全 ヘ ンー] 舞 的 所 か 中 へ 家人 S= く 
個 窟 な 0「 11 尾 舞 」" 

和 や て と へ (ロール 征 幅 ぐ KN ホロー へ ) 8 NH へ KJ さき ト で 
貼り 路 福 年 や か KT 直 只 S 田 く jKK の 8 国光 ぐ 補 氷 ? 疹 ぐ や 
KaJaJs の は 7 AH へ KS 己 圭 守 的 球 つ し 圭 つ ろ 喜 竹 折半 寺下 KT 
り ぐ 岩 香 守 ぐ 会 し RK 補 や 人 必 K 慰 ( 欧 昧 ) せく KK 選 潮 や で 
を ずる 人 で 八国 導 己 5n11 迫 旧 半 S 棄 つろ る ボ つ へ 宗 誠 科 土 篤 に 富 
S22 ぐ で 7 8 会 の 和 や て と へ 革 据 因 改選 ぐ パパ 避 神 宏 
呈し Ke ン 応 S 議 年 7 突 拒 完 S 旬 迄 0 し る や 忍 人 性 て S 是 を 


1 や 1 ロキ や さ 
kyNily 1 
@ 医 さき 11 寺 8 中 
3 を こま きき 
AN に 后 球 持 じ 

ho 語 w 記 nl 
て 庫 て っ 下 る 
NNSAA 記 りき 
ィ は 
CS る 玉 ト ャ て S く 
直 ポ で て 。 ,| 手 
机 や INNp で k 森 
0 へ て ロロ な さや 
尽 や ne 全 下 氷 1 
S > で きじ ペコ 
へ 悦 避 呈 。 つ へ っ 
と 地 束 由 NG は G 
て 昧 。NG 机 で 
ゃ ヨ 判 ぃ O や 世 上 S 
ネ き っ hG Sm 

ふぐ レ に K つ 世 中 


セイ ドン を モチ ー フ 


し た キャ ラク ター で 、 も ちろ ん トラ イデ ント を 携え て いる 。 


と は トラ イデ ント の 、 そ し て ポ 


セイ ドン の 有する 力 強 さ へ の あこ が れ だ ろう 。 


も 共通 し て いえ る 


どれ ( 


分 
所 
1 
に 1 
マ 
3 
1 
に 
dd 
XS 
じ 
ー 
n 
K 
IM 


に 


因 守 . 具 上 S 計 茸 団 


ポセイドン は ギリ シア の 神々 
の 中 で も 最高 神 ゼ ウス に 次 ぐ 神 
格 の 高い 神 で 、 多 く の 人 た ち に 
崇拝 され た 。 そ の た め に さま ざ 
まな 胸 話 が 残さ れ て いる 。 
ポセイドン は 海 の 支配 者 と 
な っ た が 、 そ の 性格 は 極め て 弄 
放 で 、 ま さ に 瞬時 で 様相 を 変え 
る 海 の 様子 と 同じ で 、 普 段 は 穏 
や か で 落ち 着い て いる が 、 大 い 
な る 力 を 内 包 し 荒れ 狂う と 手 が 
付け られ な い 。 

その せい か 浮気 性 の ゼウス の 
兄 ら し く 、 ポ セイ ドン も 色々 な 
女神 や 人 間 の 女性 と 春 放 な 恋 を 
し て いる 。 ポ セイ ドン の 妻 で あ 
る アン ビ ト リ テ は 海 に 棲む 括 精 
ネ レ イデ ス の 一 人 で 非常 に 美 し 
か っ た 。 偶然 出 会 っ た アン ビ ト リ テ に 一 目 ぽ ぎれ し た ポセイドン だ っ た が 、 ア ン ビ ト 
リ テ は ポセイドン の 求婚 を 嫌っ て 海 の 果 て に 逃げ て し まっ た 。 そ こ に 一 匹 の イル カ 
が ポセイドン に アン ピ ト リ テ の 隠れ 場所 を 教え て くれ た 。 お か げ で ポセイドン は ア 
ン ビ トリ テ と 結婚 する こと が で きた 。 こ の イル カ を 天 に 上 げた の が 、 イ ルカ 座 と な っ 
た と いう 。 夫婦 は 海底 に 海 包 石 と 水晶 の 宮殿 を 構え 、 半 人 半 魚の 海神 トリ トン 、 ロ ー 
ドス 島 の 女神 ロ デ や 海 の 女 神 ベ ン テ シ キュ メ を も うけ た 

髪 の 怪物 と し て 有名 な メド ゥ ー サ と の 間 に も 子供 が いる 。 ポ セイ ドン の 子 を 身 
ご も っ て いた メド ウゥ ー サ は 、 勇 者 ペルセウス に 首 を 切り 落と され 退治 され て し まう 
が 、 首 か ら あ ふれ 出 た 血 か ら 、 白 い 天 馬 ペ ガサ ス と 、 ク リュ サオ ル が 生ま れ た と さ 
れる 。 ク リュ サオ ル は 「 黄 金 の 剣 を 持て る 者 」 と いう 意味 で 、 生 まれ た 途 端 に 黄金 の 
剣 を 振り 回 し た と いう 。 

また 自身 の 姉 で 大 地 母 神 の デメ テル に 
激しい 情欲 を 抱い て 襲 い 掛か っ た こと も 
ある 。 こ の と き デ メ テ ル は 秘 儀 の 女神 デス 
ポイ ア と 名 馬 ア レイ オン を 産ん だ と され 
て いる 。 一 方 デメ テル と の 関係 に つい て は 
まっ た く 別 の 伝説 も ある 。 迫っ て くる ポ セ 
イド ン を 諦め させ よう と 、 デ メ テ ル は 難し 
い プ レ ゼ ント を 要求 し た 。「 新 し い 地 上 の 
動物 を 作っ て くだ さい 。 た だ し 美しく な く 
て は いけ ませ ん 」。 あ まり 美的 セン ス の な 
か っ た ポセイドン は 、 苦労 の 未 作 り 出 し た 
の が 「 馬 ] で あっ た 。 そ し て 途中 に で きた 
失敗 作 が ロバ や キリ ン 、 カ バ な どの 動物 た 
ち で あっ た と いう 。 
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会 愉 吉 で SO 地理 人 S お 

で 全 ヘー 避 N0 総 信条 中 し じ Se 落 や ャ と へ 公 
Ne 人 h ヘ て ル 選 志 忌避 所 釜 革 早 が 6 選民 称 選 し じ 半 思 和 
も びく ルル くだ シ っ 


マツ 10 皿 回 べ 公 諾 *S 二 呈 旭 攻 中 


和 や で と AS て て ヘー 和 め 征 で SS せ HNHNK 
まさ ぶ 滑 昭 jmt く Ji に で くく 

い ロ へ NK つ 6 瑞 中 宙 代 系 や で と へ を 宙 到 KK く 誠 KU 
S 写 し "所 中 ぐ 羽 主 選 的 会 し 串 る 名 弄 08” GS 天 つ 各 
へ 和 KG 鞍 ぶさ) ふ へ K よ で ふ へ 近 G 和 8 IhT 必 へ 
ルレ せ ト ふ 滞る 2n9? 

SHNKS 遇 RY ト 全 ぐ 「 思 S 中 228 選 PSk0 1 で 
皿 思 キロ NKK 思索 本 中 上 還 くさ く ド ー へ て 倫 困 球 
銘 球 S 選 全 ぐ 党 る 盾 つき め る "人 8 与 SRB き で レン SS 乱 
AO で | の 部 半 下 妨 表 へ 朱 KS 赴 " ト と くく で KU 
介 選 閥 ぐせ 弄 ぐ 所 告ぐ 民 ろり 入 HIN KS や 和 
吾 や 所 か "年 NHNK 半 往く ーー へ や ふ で さす) 


中 
1 
ロ 

へ 

ュ 

ど コ 

S 
ト 

La 

人 A 


と が 多い 


と ビ ナ ー カ は 混同 され る 
が 、 そ れ ぞ れ ま っ た く 別 の も の で ある 。 


ヒッ 


ヒン ドゥ ー 教 の 破壊 神 シ ヴァ が 手 ( 
し て いる の は トラ イデ ント に 似 た 形 を 


戦 


と は 穂先 で 引っ 掛け 切っ た り 、 突 き 刺 
創造 神 
ブラ フ マ ー、 維 持 神 ヴィ シュ ヌ と 並ぶ 


存在 の 神 で 、 世 界 の 寿命 が 尽き た 時 、 そ 
元々 シ 


神 の 一 柱 。 


トナー リー 


六 


神 一 体 の 最 
シヴァ は 「 ビ ナー カ ( ビ ナカ )」 と 呼ば 


れる 神 弓 も 所 有 し て いる 。 


さ し た り と いっ た 機能 を 兼ね 備え た 長 : 


柄 の 武器 で ある 。 シ ヴァ は ヒン ドゥ ー 
ヴァ の 慎 起 の 化身 だ っ た と され て いる 。 


の 世界 を 破壊 し て 次 の 世界 創造 に 備え 
る 役割 を 持つ 。 我 々 に も な じみ の 深い : 


七福神 の 一 柱 で ある 大 黒 天 は 、 


し て いる 
教 の 
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の BR つり へ 乏 人 K 党 天上 言 人 で? 本 入 HINK 財 が 守 
地上 短 層 晶 許 つ し 年 くき 人 お 合 ら 光 界 や つる 人 
惑 め 症 ら 当 生 noO MM 尽 殺生 KS 表 / く jhKS 婁 忌 記 7 
導 つ し 和沙 や で と AS か て トー で 85 NHNK 
@ 令 際 る 和 慰 人 で 全 明 る 容 尺 交 昌 時 つ ′ AHKS 
古 々 ロ 葵 定 交 2 の 8 ぐつ 8? 


て トト ヘ て 6 表 OOR 


ホ で ふ へ 迷 史 能 0 雪 倒 人 や る て か で て ト ヘ 8 に 虹 終 
S 視 冥加 の し ろ や 2 の 0 ろう 代 束 ビ 2n67 

ーー ロ で ト つ 逢 ハ ト S 記 し 選民 S で お て ロ て ト 鮮 中 "まや 
で と へ 8 錠 ハト 計り Q ー 必 で 人 ト ヘ ーーS 衣 尺 称 昌 生 つ 
AS SG4J が 0” 密栓 じ 明 補 記 や る つ 倒 記 る ろ や 御 玉 トト 
に で POIS だ 9 いき 4 導く 3 に で こき たもと ベイ ミル ニチ リト マー の めそ 
展 選 ? 和 や て と へ ポー で ト ヘーS 下 填補 選 S 宗 
の コン ル た 短 人 さく だ いこ で EPSENkeE く 0 く こ い バト ドー 


賜 宙 し 下 坂 和 記 選 区 つ ^ 牌 る 鶴 々 区 いじ 2 で ぐ 祥 の る 人選 " 
も ルー に る くだ そい) し っ と まで ここ もこ りく よこ と く 


峰 斑 昔 明 6 半 呈 中 


アメ リカ 海 
サイ ル (FBM) と 


トラ イデ ント は 近代 兵器 に も その 


名 を 残し て いる 。 ア メリ カ の ロッ キー 
ド 社 が 開発 し た 潜水 艦 発射 弾道 ミサ 
も 呼ば れる 。SLBM と は 射程 に 限ら 


イル (SLBM) が それ だ 。 
軍 で は 艦隊 弾道 
ず 潜 水 艦 か ら 発射 する 弾道 ミサ イル 


と で 、 核 弾頭 を 装備 する 戦略 兵 


の こ 
器 で ある 。 


トラ イデ ント ( 監 ) 型 で 


ー 万 千 km の 射程 を 誇り 、 太 平 洋 、 大 
西洋 、 イ ンド 洋 の ほぼ ど 


ソ連 國 を 


か ら で も 旧 
と が で きる 。 


サイ ル が 開発 され 


る まで アメ リカ が 採用 し て いた SLBM 


怪 に 収め る 
の 名 は 「 ボ ポセイドン] で あっ た 。 


トラ イデ ント 
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(キト ) 
や ぐ くじ し 刀 語 当 人 SNe′ 四 貴 四 せ 鍋 環 G 計 


と (は 
っ mmGWW* 区 hG 甘口 へ JK ト さ I ト 7K 

G 渋 ・ 頭 @K せ トモ ロト ミ Ih7KS 各 の 人 SG 今 M9 の 
ぐ ン 回 彰 回 王 ぐ 求 し SN" | 回 選 8 トロ へ 篤 介 SN 所 7 
トミ KK 室 吉 @ 京 所 0 の 2 人 し 2n 公 。 弄 し S で や の pn 
礼 224S 選 トト 淫 A 介 王 ぐ 氷 較 有 末 つ 丸 選 還 の ボン 鉛 人 め 記 2? 
KHKSG「 で へ ト K】 四 振 SN0 の で KK・ ト 系 HAS 末 坪 室 
ぐり せ に 肖 HAS 記 ン 「 感 の い ント S 叫 全 ぐ 革 較 つる 涯 
提 介 己 % 弄 有り 0] の 引 ぐ し 2k6* 

表 富 へ 秒 代 十 1 得 己 宮 ぐ SAKO ト 家 ロ へ のり に さき ト の K8/ 相 
是 和 か KK 時 @ ポ 征 ヘーS 室 旧 詩 6 選 丸和 詳 中 SN5 トト 肖 日 
へ 競 将 栄 他 他 衣 視 季 潜 下 求 GS 是 し 人 SO や 全局 ポ 憶 是 
りつ しく 牌 光村 4Q0 BS で 85 生き N ホ で 直 め 四 六 計 翌 
や りー へ 8 の か KS 帳 閣 く 必 S 電 間 届 下 人 ト 操 へ の ト さ の 


登場 する 銀 の 矢 


億 ) ゲー ム ! 


強力 な 攻撃 アイ テム と し て 多く の TV ゲー ム に 登場 する 銀 の 
矢 。 特 に 人 気 シ リー ズ 「 ゼ ル ダ の 伝説 ] に 度々 登場 し 、『 ゼ ル N 
ダ の 伝説 神々 の トラ イフ ォ ー ス ]」 (任天堂 ) で は 最終 ボス を 倒 


す た め に 必要 な 武器 と いう 重要 な 役割 を 果たし 


て いる 。 


| 
ト 

9 Es 
に 抽 | 

まき - ャ コッ 
SS ハ \ や 
は 本 
ュ BS8Sh 因 
ミ 導 交 SN 
1 計 3 加 
ペー や 
に ODN 
A 選 に じ に NG 
居間 
00 
お 
党 Sws っ S 
信久 由 せ 人 部 
こ を w し 晶 財 
宮入 さ KG 


因 守 次 上 S 部 茸 国 


アル テ ミ ス は 純 深 を 司る 神 で あり 、 自 身 も 頑 な に 処女 
を 守り 通し た 。 見 目 月 し い ア ル テ ミ ス に 言い 寄る 神 も 多 
か っ た が 、 彼 女 は それ を すべ て 拒否 し 、 と き に 容赦 な く 
無礼 な 相手 に は 入 を 与え た 。 

そん な アル テ ミ ス も 、 一 
度 だ け 恋 に 落ち た こと が あ 
る 。 恋 の 相手 は オリ オン と 
いう 若者 で あっ た 。 海 の 神 
ポセイドン と ミノ ス 王 の 角 
エ ウ リ ュ ア レ と の 間 に 生 ま 
れ た オリ オン は 、 背 の 高い 
伸 丈 夫 で 、 ま れ に 見 る 美貌 の 持ち 主 。 色 々 な 女神 や 女性 
た ちと の 恋 を 楽し ん で いた 。 

お 互い が 森 で 鹿 狩 り を 楽し ん で いた と き に 、 偶 守 知 り 
合っ た オリ オン と アル テ ミ ス 。 ギ リシア ー の 狩人 と 呼ば 
れ た 青年 と 狗 猿 の 女神 は お 互い の 弓 の 腕前 を 称え あっ た 。 と ころ が アポ ロン は オリ 
オン の 女たらし な 性 格 を 嫌っ て 二 人 の 仲 を 認め ず 、 こ と ある ご と に オリ オン を 慕う 
アル テ ミ ス を 計 っ た が 、 彼 女 は 聞き 入れ な か っ た 。 

腹 に 据え か ね た アポ ロン は 策 を 練り 、 強 硬 手 段 に 出る こと 
に し た 。 ま ず 最 初 に 毒 サソリ を けし か け 、 オ リオ ン を 海 へ 師 
い 落 と す 。 

次 に アボ ロン は 、 事 情 を し ら な い ア ル テ ミ ス の 元 へ 行き 、 
海 に 飛び 込ん で 波間 に 小さ く 見 える オリ オン を 指し 示し た 。 
「 ア ル テ ミ ス よ 、 己 の 達人 で ある 君 で も 、 如 く の 波間 に 見 える 
丸太 を 射 ち 当 て る こと は で きま い 」。 あ まり に も 如く て 、 丸 太 
が オリ オン だ と 認識 で き な か っ た アル テ ミ ス は 『 私 は 弓矢 の 
名 人 。 簡単 な こと で す ] と アポ ロン の 挑発 に の り 、 そ れ が 愛す 
る 男 オ リオ ン と も 知ら ず に 己 に 銀 の 矢 を 引い た 。 百 発 百 中 の 
銀 の 矢 は 魔力 を 発揮 し て オリ オン を 綱 く 。 結 果 を 見 に 来 た ア ル テ ミス は そこ で よう 
や く 真 実 を 知る 。 自 分 の 矢 が 思い を 寄せ た 青年 の 命 を 奪っ た こと に 。 

嘆き 悲し ん だ アル テ ミ ス は 父 で ある 大 神 ゼウス に 頼み 込ん で 、「 オ リオ ン を 空 に 上 げ 
て くだ さい 。 そ うす れ ば 私 が 夜空 を 走っ て 行く と き 、 い つも オリ オン に 会 える か ら 」 と 
願っ た 。 ゼ ウス は 怒 の 言葉 を 聞き 入れ 、 オ リオ ン を 星座 
に し て や っ た 。 ア ル テ ミ ス が 銀 に 輝く 戦車 に の っ て 夜空 そっ 
を 通る と き に 、 二 人 は つか の 間 の 逢瀬 を 楽し ん だ と いう 。 アノ 

また オリ オン 座 と 同様 、 サ ソリ 座 の 起源 神話 に も アル 人 ^ 
テ ミ ス と オリ オン の 恋 が か らん で いる 。 あ る と き オ リオ /【) て 。 
ン が 「 自 分 は 地上 の あら ゆる 歌 を 射止め る こと が で きる 」 NN セン 
と アル テ ミ ス に 枯 語 し た 。 そ れ を 聞い た 大 地 母 神 ガ イア い ー で 
が サソリ を オリ オン の も と に 差し 向け 、 彼 を 刺し 殺さ せ WM 人 
た 。 お か げ で さそ り は その 功績 に よっ て 天 に 昇っ て サン 9 
リ 座 に な っ た 。 オ リオ ン 座 が サソリ 座 か らい つも 逃げ よ 0 


うと し て いる の は 、 こ の た め だ と いう 。 


KK 補 京 紀 の ぐろ る お さて 的 展 る 会 理 つ 所 党 知 諾 雷 つ つか) 
つづ お 5 つ 倒 つ ^ ヘー 局 ぐ 足 ぶさ ぐ 詩 や 選 00 し 頻 衝 上 皇 短 * 
トロ へ 講和 応じ 1 凸凹 ( 還 品 凸 の 人 S 窒 人 選 ) 忠和 枝 " 
ロー へ AS 也 く 翌 0 膨 ( 介 ) SN ポ S 居 的 移ら や や し 遇 人 ぐ 論 譜 
暫 ぐ つね の る 人 愉 7 68 さ ーー 朋 革 つる 條 うつ 選べ ト で 上 各 
表 K 史 | 問 し 球 器 つ 潮 幼 っ の Sn? 

1 RS ト S ト 7K 剖 / 宮 器 ・ 皇 演 ・ 羽 記 的 眉 KO 年 し 人 SO 丸 倒 
選 G ポ 三 S 店 還 半 総 己 迄 0 パロ 80 し る で お 8? 球 ト 守 ロ 
へ 区 の D ン IT や S 選 中 し / 簿 活 染 K 家 0 伏 お に さき ト K 守 想 
品 下 束 史 吉 0 0 IAN お や の 外 三 史 器 定 麹 で し 謀 S9 交 所 で 
祥 の 2 愉 7 表 補 や ちる ント ミホ KS っ 2 る 8 騰 べ 訴 汐 人 る 仙 
玉 中 記 藻 和 0 お? 郡 つ る 改選 を 削 RS で さや か KB 
還 和 で 2 の SR7 人 ト 全 ホ /7KSP 球 / 落 や ャ と へ SINT 
1hA て の) 下 の せ HN ロ HKS 半 し SG も ビス 6? 

党 べ 箕 PS 下 球 全 上 の 喝 誌 つや 証 28。 帳 十 半 中 で て ふ へ 
S 鶴 叶 I ト ヾ ふ N レ せ サト も し Sh? 人 ト 落 へ の に ト 條 の 会 人 べ 握 
玉 伴 S ポ の 感 @ ポ 8 局 る 麹 人 生 よ で ふ へ S 究 填 お 守 
軌 %0 ボ つ りす へ 洲 KK 宮 6 稀 写 選 酸 的 つや お? 


キュ ー ビ ピッド の 育 中 に 油 を 生やし た 愛 ら 

を 生やし て いる の は いつ の 時 代 も 同じ で 、 彼 は カ 

強い 青年 ある い は 美しい 少年 と され て いた 。 彼 の 

黄金 の 矢 と 鉛 の 矢 は 、 神 の 愛情 さえ も 揉 る こと が 

黄金 の 矢 は 射 られ た 相 

手 に 激しい 愛情 を 抱か せ 、 鉛 の 矢 は 愛 を 拒む よう 
な っ て し まう 。 


本 で は ロー マ 神 話 で の 呼び 名 クビ ド ま た は アモ 
ル 。 キ ュー ピッ ト と し て よく 知ら れ て いる 愛 を 司 
し い 幼 児 姿 は 後世 の イメ ー ジ で ある 。 エ ロス が 有 相 
で きる 強力 な アイ テム だ 。 


愛 の 女神 アフ ロディ テ の 息子 で ある エロ ス 。 日 
る 神 だ 。 


【 


黄金 の 失 に まつ わる エロ ス と 絶世 の 美 少 女 プ 
シュ ケ の エピ ソー ド は 、 ギ リシア 神話 で 最も 尊 


く 深 い 愛 の 物語 と し て 語り 縫 が れ て いる 。 
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具 


せ 前 で 病 う こ 矢 よ あこ 射 て た 「@ 
を で で の を の つ の る る 変 才 疫 人 
い 与 く た 当 矢 射 と ポ た 双 も 恐 の < く 
る え 様 く 時 を る す ロ の 子 の る 矢 の 病 間 
容 る 子 き の 受 “る ン だ ょ は ーー べ と 侍 員 編 
と た を ん 人 け 人 相 と “" ヽ とき 銀 物 舌 災 
重 め ` い の 々 た 間 手 ア 到 い も の や い 
ね に 到 人 は 者 の に ル 病 つ の 矢 巨 
合 人 秋子 間 は 日 向 テ 弄 二 だ は 人 | 寺 
わい の が 尺 交 に け ミ を つら いた も 
せ の 神 次 因 命 は て ス 本 名 た 人 ち た 
た 矢 が 々 不 し 見 遠 は る を < 間 を ら 
“を 人 と 明 で え く …` 角 宮 つ に し す 
降 間 死 の し な か 前 で す 直 と と 
ら に ん 疫 ま いら し も る 矢 っ め 
ン 
と ダフ ネ の 間 恋 


アポ ロン に も 悲恋 の エピ ソー ド が ある 。 こ の エピ ソー 
ド に も 己 矢 が 関係 し て いた 。 

ある 日 、 ア ポロ ン の 弓矢 を いじ っ て 遊ん で いた 愛 の 神 
エロ ス 。 そ の 様子 を 見 つけ た アポ ロン は 「 お 前 の よう な 
子供 が 大 人 の 弓 を 引け る わけ が な い 」 と か ら か っ た 。 ア 
ポロ ン に 馬鹿 に され た エロ ス は 仕返し を 思い つく 。 

河 神 ペ ネイ オス の 女 で ダフ ネ と いう 少女 が いた 。 彼女 
は 野山 を 駆け 、 狩 り を 楽し む 美しい 娘 だ っ た 。 男 に 興味 
が な く 、 敬 愛す る 処女 神 ア ル テ ミ ス に な ら っ て 純潔 を 守 
り 通 し て いた 。 
フネ と 遺 遇 し た 。 ど こと な く 愛 する 
姉 を 思わ せる 少女 に 一 通 だ け 目 を 奪わ れ た が 、 そ の まま す 
れ 遅 うだ け で 終わ る は ず だ っ た 。 エ ロス は その タイ ミン グ 
を 逃さ ず 、 激 し い 恋 に 落ち る 黄金 の 矢 を アポ ロン の 胸 に 、 
人 が 愛せ な く な る 鉛 の 矢 を ダフ ネ に 命中 させ た の : 

ダフ ネ に 一 目 惚れ し て し まう アボ ロン だ が 、 一 方 の ダ 
フネ は 生来 の 男嫌い に 鉛 の 矢 の 効果 が 加わ り 、 悲 鳴 を あ 
げ な が ら ア ポロ ン か ら 逃 げ よ うと し て 走り 出す 。 ア ポロ 
ン が 追え ば 追う ほど 離れ よう と する ダフ ネ 。 二 人 の 追い 
か け 合 い は し ば らく 続い た が 、 
つい に 捕らえ られ そう に な っ た ダフ ネ は 父 ペ ネイ オス に 
「 ア ボロン が 追っ て こない よう に 私 の 姿 を 変え て くだ さい 」 
と 願っ た 。 娘 の 必死 の 言葉 に ペ べ ネ イオ ス は ダフ ネ を 変身 さ 
せ て や っ た 。 ア ポロ ン が た どり 着い た と き 、 ち ょ うど ダフ 
ネ が 1 本 の 月 桂樹 の 木 に 次 を 変え た 論 間 だ っ た 。 ア ポロ ン 
が 頭 を 月 桂冠 で 飾っ て いる の は 、 い まだ に ダフ ネ へ の 想い 
が 消え ぬ た めで ある 。 ダ フネ に は 、 ギ リシア 語 で 「 月 桂樹 
と いう 意味 が ある 。 
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(て せ さ いい) 
只 つ SS 思 @ 是 Q 才 こつ ONvQ 釧 較 己 侍 レス マツ 天宮 


公 信 へ 直 で へ 人 


( 稼 
つ 聖 果 ふさ へ 中 き 早 吉 GHM ヘ ー ン と ロ 滑雪 ・ 


Nh ミ AIhTA 和 8 ふさ ル AWKS 客 
半 ぐ Se"「 ダ ーRD さ h】 S 悪 
せ 右 震 や Q 寂 ” 衣 講 つ し 共栄 誤 マ 
S 倫 庫 的 鉛 つ し % 丸 記 宮 じ ” 選 め めで 匠 や る る 唱 定 中 早め や) 選 記 。 04 で 角 還 S0 届 
EAASKOT マー ト N] で 忌 竹 衣 せ くべ 振 紀 )) 郡 団 富 壮 つ 丸 球 陣 り ぐ じい G 公 / 上 図 
振 宮 SS 帳 し ′ 業 人 JJ し る neG>2K ホ リー 人 へ 私 へ ルー ふ " 短 党 ぐ 憶 屋 租 G 明 時 くさ へ 人 ト さ 時 
貼 選 悪 和 か 思 り 所 壮 G ペ 理 型 泥 @ 組 人 窒 選 講じ Si 

で リー トーHS 鞭 己 維 マー ドド 必 SN8/ SG 密 ^ 宙 GS 移 和合 人 へ ルー ふぐ トロ ーK 人 一 ミ 由 
和 脆 や し る 2k6 記 6 先 恒 坦 へ へ 了 さ S ぐ の 鐘 要 マン "| SS 下 丸 豆 交 全 選 つる コン ーー 天心 人 
ト h 座 に め 忌 べ 会 型 ネン の 6 全 ヘ セー ふ 史 吉 記 "トロ ーK 人 一 さき 過 避 症 WS WS 党 "SG 
類 く を 0 じ 因 へ へ 二 さ うり 衝 鶴 ” 中 慰 ぐ 時 的 選 NG の S 黒 シ つ 谷 交 所 7 中 玩 衝 m 人 0 の る 抱 
し 仙人 人 人 S 包 6 人 で 丸 全 ダー ふさ NN8 0 2 で My で Nr く ST へ 公会 忠 据 ぐ R 
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放つ 前 で 8 の JNN 還 全 球 じ つる 7 遇 加 せ 式 嗣 ロ 所 時 づつ 
倒 ぐ ^ 編 会 必 鵜 史 じ 2 で お 5 中 時 衝 MS よ 宗室 2 の の 選 ペル つが で" 

に SPA さも よく や すすき こく: さく だ 放 こ いま 3 條 まく て ソ リト くだ じき 
守 の で の つり 20S お 避 8 る 祭る 5 選 へ へ 誠人 き 旧 約 で 補 り 7 
トロ ーKS 一 HG 泌 称 下 器 や h@ つの BS で お 5 ダード か さい 電光 S 戻 
振ら 剖 め へ へ 人 ト さ さく 講 震 め 弄 守 下 り の 選 つ PV ぐ SO7 トロ ーK 人 S 一 
きぐ 山田 じ 4SNO か ANHSK 衝 夫 つ 中條 応 雷 和 さき へ ホ で へ へ 補 
失 

3 すり J 愉 公明 昧 ぐ 戻 持 ロ ンー ふさ トト 宮 窟 泥 つ ^ 窒 く 公選 M6 で 2SS7 
N さ へ A ホ で へ へ へ 倒 棋 媒 つ S る 7 中 時 招 で 〇 や 尺 宅 。 革 鹿 只 還 別人 の 球 ビ 
説 上 装 お 作例 お ぐ 和 7 ダー ふさ いせ を お 8 シン 中 加 ) 妥 抵 容 的 較 計 か K9* 
野菜 8 へ へ 付き 選 富 ン 計 会 競 公 来 泊 で 人 人 S 全 で お 篤 。 守 注ぐ 剖 
補間 早 つ し "くる 会 実 や K@ の 旧 窒 守 つ * 

6 仙 6/ 戻 舞 ぐ S 会 己 玉 選べ S 吉 め の で し 中 避 ぐ 党 史 写 半 | 
ゃ " 寂 せ 明 昧 ぐ 療 肖 給 むり つが る 定 S 角 S つ 会 窒 ぐ 半 全 で 7 ダー 
ふさ い 暑 団 ぐ 季 操 他 代 会 ウー トロ ーKS 一 全 由 旧 終息” 6 で お ン 脱 
半 妨 半 会 0 お さき へ よ で へ っ の 軍需)2 の か へ NKK 漠 堆 人 0 
に 


峰 斑 芋 明 G 半 中 


むし ろ 、 韓 国 映画 『「 グ エム ル 

: 一 漠 江 の 怪物 ] (ボン ・ ジ ュ ノ 監督 ) に 
お き 

凡 百 の 怪獣 映画 


: 登場 する 怪物 の ほう が グレ ン デ ル の お 
ぞ ま し さる を 忠実 に 再現 し て いた 。 


: て 破り の 結末 と いい 、 
を は る か に 超え て いる 。 


: が いい 。 


2007 年 ( ロ 


ざ 知 譜 億 ) グレ ン デ ル の 未 商 
パー ト ・ ゼ メキ ス 監 督 ) と 相次い で 映 
画 化 さ れ た 。 後 者 は グレ ン デ ル の 母親 : 


ペー オウ ルフ は 2005 年 (スト ゥ ー 
ガン ナー ソン 監督) 


を アン ジェ リー ナ ・ ジ ョ リー が CG で 


3 
円 
際 
字 
NN 
き 
国 
マン 
了 

で 
聞 
せ 
S 
巡 
博 


で 
で 
ロ 
RI) 
や 
会 
守 
シ 
的 
9 
3 


ラ ・ 
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(NNAK) 
ドロ ユ へ 民夫 回 交 角 交 芽 記 忍 青 K 療 碧 挫 G 陳 坂 。 


マッ 「 ロ ー 届 へ @ 油 ] 半 失 衣 能 G 悦 


信 思 いそ ローK せ NN へ へ 田 軒 G ハ キミ 

レー1 昌 公法 癌 0 し 2 や 軸 窒 S 趙 "SDA 

公 愉 共 Q 民 22G 穫 7 「 字 和 る 公 人 66 選 し 2k0046」 6 
称 扱 沈 NOY を 人 さ 人 ペレ セー 骨 可 涯 了 下 さく 球 り 公 mm で ロー の の 部 寺 つ 民 7 丸 宙 MyS 志 括り つ 
し 民 AA4QS レ 20S8 ロー 必 へ S 肖 】 守り 無人 生 史 ビレ Sn の 生 つ し / 移 和 つっ の 培 衣 維 で る 皇 
迷 嘱 8 作る ? 

『 ロ ー 必 AS 油 と へ へ ヘー と ・2 HKー (福吉 揚 ) GS 定 所 か と へ へ AAJ4SAG の は 2 の 3) の 
つ 紅 款 を 世 補 上 昧 60 尺 胃 時 称 短 旧 。 合 装 乱 ね 公 問い し 全 や 22 ぐ 窟 7 直下 性 私 で 日 さ の 
に まき CSF まく 

「 囲 K ぐ や / 束 生 0" 補 志 還 李 し 否 0 境 KO YOQ 唱 幼 の し 選 で 豆 人 9 当会 つか 0 ンーAU7 
浴 東 如 表 和装 レーン シン 2 で aw シ ら / 嘱 定 め る や 尽 で し 時 雪 6 ら の の 括 の 和 や 57 社寺 革 款 丈 し 8 で 
ンー” 60 和 負 お 0」 


つ へ KS っ の る る 同 中 11 に 6 室 親 宮路 訣 意 ぐ し" < マ て | 回 お 密 


RS 合鍵 の 時 SNo7 ホ さ SS 漠 拓 と か YS パロ "守田 合 ロ お な 5S 
本 に 全く だ KM Set 

「 ロ ーNA 前 | 家計 居り 剖 お くせ 装 き トー? 振 訣 史 末 や て 
WV ン ORP 0 Jo 桂 誤 人 遇 紅 時 て KN さ 避 畔 DS 写る も 。 | 還 820URS 
記さ し 2 い 9"y リ 合 押 重く ね や 芋 笠 べく YR や 衝 衣 Tue ロー か へ GS 前 | | 回 を < とき 
@ 当 尾 め Q ン ら 補 の P7 画 休 名 表地 お 7 関 SRESx 

JH8CHH べ YS 提 選 細 うお 慰め ローNAI SA JR | 問 きまま 253 
%WQ 頻 計 つ お 赴 亜 引 /『NA ル セー ヘマ 判 RA HI」『 さ RAmAS ズ て で 
AH 一 き 』『 箱 FNA・ 和 を ・ 中 AN さ ペーK]「 リ ロー さ で 震 告 源 ] kNA 1 
2 か S 衣 門 1 ル つ し か を ささ ルー 中 笠 べ ロ つる かと さ きき ルー リロ 内 5 
@ 頭 志 」 人 委 い ン Q 尽 し る で お (DS 

り S 認 S 攻 下 さめ 和 を 生き トー つね りき も "所 宣 生 O ン ペ S お っ | 間 まさ きき 8 る 神 ロ 
守屋 穫 人 の 499 る 人 笠 く YS 時 ・ 人 る 人 富 拓 SR を | 較 1NSSSSE 
琲 倒 0 ン QS ね の で る 叶 導 訣 し せ 叶 補 り つ 公 生 0 会 の お る 型 拘 利 到 委 す y 
ロ つ KS へ ト ホ ー 宜 軒 公 庫 定 め 忌 お の phe 慰 定 SH へ ふ で へ ペペ ー 午 ミ N 介 きく 5 で 
守 さ "PO ン ら "ロー へそ さ さ ル レー) 1 S 避 家財 区 ) 征 上 S 穫 入村 NR 
こん っ 0 てこ で プー の よさ バリ 9 ビルト と くどく Na ME ノ 
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(NINAK〉 
根上 語 つ 妹 十 日 田 導 で つや て HG 陽 吉 


っ 計時 ロー 
再 刀 昭 帳 詳 ら 長 中 
ポー と N ユ ー ミ [ロー へ S 療 SS 往 癌 家 ロ 7 ロー 


IN 内 さ も 明 枯 和 か: の R つ かれ Y 日 公 定 か *9 悪 "「 虹 赴 ン 
哉 会 代 22G」S 注 ” 定 は 8 送 員 局 全 O0 選 し SN で KK 下さ 操 理 め | 鉛 穴 愛 
つ S 束 和 0! 

本 か で 昌和 A そ き ミ レー 日 装 則 G 十 1 田 史 ぐる の) らし ロー 中 AS 以 " ロー 
へ 移 弄 虹 の heQ 胡 古 私 で 日 8 最 守 ” 鈴 継 説 の つり 。 おる 丸め ロー へ 誠 守 生 お ? 

ロー 選 へ 8 本 か で HG 党 玉 ーー ジス) 亡 腔 つろ 尋 生 ロー 心 へ の 天 和 か で 日 の 窒 尿 
つ お りり も ^ 要 守 6 し 8 る お ぐ 代 会 7 204)220 ロー 選 へ の) 半 で し 福 恨 代 
訪 避 部 坦 巡 思潮 笠 し K9 慌 齋 会 補 ン 感 HS 玉 電導 hG 思っ の 4SK9 福田 皿 癌 若く 反 中 ・ 
三 洗 吉 吾 の 2 ぐ 丸 説 9 の 選 会 "感電 坦 倒 人 SKG り 2 の 2 ポン きしろ rh 

R つ へ 祭 赴 骨 称 回 党 か KO 福吉 交 せ 思 十 是 ま で" 人 S 全 品 守 表 つ で 日 的 香り つや 交 2 の 人 S で 0 


会 の る 08/ 屋 反 さ ロー へ 6 ら 。 紀 惨 上 ン ぐ ^ む 宮 
jo 半 料 久生 和 で 8 漠 候 守 ズ 記 知 表 人 お り A02p4S 0 羽 洛 さじ SPS 。 
% で 加 O 記 守 
は 前 そり 思 
に 下 飲 選 能 め っ 
くつ 出 悪 品 詩 問 @K 陣 理 人 くじ っ 0 妨 まお | 
ED り 演 GG 
ハハ キ ささ ルー 中 語 JTKNY 澤 千代 第 窟 表 く 交 ロ ーAA | 回 導き っ 
@ 鉛 涯 出前 つ く 守 次 9 のり の 人 0 9 仙 うく い <Y 
5 隔 か や お つ 応 
る 人 揚 シ ン て KN 計時 和良 東 つね 下 私 で 時 ロー へ 避 宮 人 の し < 図 | 回 潮 ま で で 思 ら 
だ 5 
時 組 介 くし ハ と ささ ルー 日時 G 笛 閑 ら 博 ぐ や 0 人 愉 惨 ph ご 放 ン で 中 民 
「 貴 藤 幸 軒 稚 坦 W27 太 尽 R 味 半 殻 0 弄 和 め つ 名 る 補 2" ロー 羽 AI 1(⑦)」。S』 
雪 G 叶 所 | 青 の 叶 ン 肖 る ろ レ ン 選 "を さ 人 る 叙 也 8 物 生 を 富 % 唱 つじ に 人 
て] SNS 
の 選 生 AG 垢 和 個 さ DhO ロ ー か へ せ 品 ko" MCN 

= ドコ まこ の > 

「 さき 革 吉 NANA さき AU っ 2 旧 疾 マ つて 避 で 区 くし く マン" 幼 谷 S 近 G ま か BS 
RS 「 誠 
JP 宮 師 時 ぐ 王 慰 人 4 人 YS 昌紀 計 球 藤 幸 和 胸 る 人 S す せ 人 志 9 名 1 
おじ し るる] すたれ 
選 福 押 則 軍令 求人 る ね 人 直る を 2 の 坊 の 8 る 7 胡 和 か で 日 2 の 直人 軌 旧 中 上 まお を kW 
ポーー ふ ペー さや 補 お じ ^ 選 告 到 ぐ 的 さや ろ ゃ る ね" MA 
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(て せ さ KK) 
中 べき 外 時 @ 張 士 選 昼 記 免 し 丸 「 硫 昼 さ ら 思 吉 」、、 


トロ QA ぬ そ て せ ト ー キ ネー 円 球 窒 電 夫 NO 選 滞 S 間 INNK ロ ロイ 生 ーー 
公 層 坪 つ レ 26 宮 " 表 つ 居り 部 史 つ る うろ 愉 宗 丸 直 完 7 

NAKH 生 8 と へ や で NGK へ 田 台 中 補色 居 可 的 中 シン ロ リン つ ^ 現 ぐ 閣 基 くべ や や で 
や で に ト へ 60 し 抱 じ で 守 7 私 で か で ト へ 宗光 ぐ 基 癌 宮 注 じ "ホン SRR つ 及 ろ を 誠二 
団 紀 さ の 押 ぐ Q つ し る ょ 9? 計る 2 か AA K ロ トー 療 測 選 鹿 選 トー キー 由 回 G 字 欠 天 ペ 
ロト ンー 訴 年 KG | べ S 判 の つり 拒 り ゴ 和 や 8 NAK ロト ー ぐ 蘭 血 連 思 の 栄 人 ShQ" 

NAK ロー て ぐ ズ 計 守 党 妊 選 以 " 趙 穴 お し S ン 舞 を 野寺 の 亜 で” 軍 十 りつ し め 疾 賑 台 可 や 守 
っ の 公 「 判 ぐ モ ぐ 鹿 寺 」 の 軍 つね ? トー キー 由 の 時 邊 豆 光 所 作る 中 轄 づつ ^ 円 丈 穫 KO 下 時 誠二 
S 帯 司 り 89" 

すり 羽生 田 団 で KS で に つべ 下端 だ し 貴 つ へ 6 上 半 ら ” 衣 上 吾 ” 正 叶 ぐ 着 重宝 條 9 
で AS1 く S 半 台 トロ マー も 宮 選 貸し :9 笑 狂 己 "「 者 尽 S 因 寺 」 の る 條 に SE 光 寺 人 NKー さ 


に 30 ま チル 


( ヾ せ ユ さ K) 
中 綴 詩 皿 G 誠 士 会 陣 甘 つ 尋 「 型 択 ぐ 抽 随 」 


RINNT 8 正 置 S 鹿 十 選 DHNA 公 字 0 クタ 
じ る 尺 製 寂 " S か HB て へ 8 豆 早 京 営 や 宜 「 
し せ 明 和 hG の の 治 守る 半 典 トー キー 過 弄 箇 称 細く"「 型 給 ぐ 庫 十 ] 和 9 つじ 最 ぐ 応 お ? 

トー キー 由 和 AAKH ロ トー) に 編 認 旋 り 各所 や で や で ト 補 鹿 宇 つ パ の リ つ 尺 穫 も 涯 己 か へ 
KH トン 冥 球団 で 由 思 拍 可 りり て 計 司祭 お” MS 王 上 S つ く K 宝 さ K ペ GS 人 H 
で へ ぐ 半 め の る り 会 仙 人 かせ で へ 革 党 回" NAK ロー | 紀 忌 的 開か BS で 89 

NANA K 届 弟 お AA KK ロタ ー 旧 | 療 和 宅 る 会 ち *@ りり 汗 叶 " 窟 巡 むつ る AAKH と 策 つづ 
移 つ 邊 揚 の ? 忠 忌 S 1 朋 じ 詳 慌 時 倒 軍 で 。 寂 S 倫 六 ? 到 BSASS か NT で AMNA KHR て 
S ぐ トロ A ふ マー 公 科 め 轄 ぐつ る 5 

和 S や で へ 避 生 迄 王 ^ 1 年 S 居 晶 時 か Y9 全 NAK ロー8 四 の 疾 明 ” 千 演 王 せ 年 胃 品 避 究 2^ 
直己 S で し 名 で 党 鶴 己 所 麗 " NAK ローS 纏 2 宮 問 史 近 ロ ン ペ タス 全て へ 8 所 必 へ? 肖 定 せ 
NAK ロト ー6 答 定 ち 擬人 で で る! 
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(キト ) 
時 信 Q 陸 人 0 丸久 時 所 屋 ご 刻 ソ 振 柚 G 吉 
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つう 則 本 " 胡 災 了 やじ っ 尋 る て 
ニュ ミニ ー っ 8 操 次 己 条 ハ トシ し 味 代 征 や * 


幸 上 )JQ 公 有 還 吉 玉 る 人 る 7 培 ぐ 4 パロ 窟王 つ " 室 錠 無 る お 民 NG 宮殿 玉 ORS り ざ 4" 
ロ 共 家 し 人 織 宮 の 区 衝 X9 宮 時 品 記 0 全 お し 語 聞 SO 4 人 パ 旧 肛 人 選 宙 " 計 お 豆 突 G 倫 時 日 よ 天 の 
NG か mー ト さき 徹 赴 理 Ne 篤 / り 尺 半 洋 に ひつ 次 昌 守 中 き 臣下 人 選評 人 る 人 る 選定 民 篤 寺 ペレ 
香 ら 選 用 角 お じ 記 忠 志和 迷 半 弄 忌 慌 め つる 

選 胃 S せ し 諾 2 の ESES く さく ペー 入 委 ドー お 型 汽 る 人 上 季 導 くき DMNK 守 つつ 中 で お 「 振 
斉 ぐ くさ ペー」 し SN で " 補 間 さく きく ー/ 所 ・ 庶 差 ・ 思 や G 基 くさ XK 公 思い さ D K 刺 か 
0 唱 悪 0 尺 福 中 も ^ めく 宮 還 る 設 案 和 め つ 民団 時 じ 4SN ぐ の 訪 ら 菩 ご 製 選 色 麗人 SG き Sh" 


マ ペー ドー おら 抽 旭 尽 や 近 の 


IN 凍る N の ー な の 2 旨 お る や S” 交 ぶ せ 室 2 ぐ や うし 演 詞 洋 
杜 ぐ 剛 補 で へ ハム S 環 揚 主 S 由 ^ 軍 S 肝 史 韻 で や 回 く や 票 旧 招 で SSS 民 7 つ 会 の 宇 舞 


に まく と だく と くす き 和 導く だ っ 】 さ くい 0 まま トート SF の の こく 

神 避 くさ や ふ K お に ト さ TK 田 に ふつ の KS 忌 本日) 得 是 穫 
KJ ぐ 由 計り Sh0" て さき やや KK 計 守 0 会 ぐ 愛 避 ぐ で 誠 完 
名 0 お? ト ふ や 人 AKK 叶 [和泉 HHS 深 ペ 愉 球 困 唱 相 称 秋 人 SS 
ぐに 地代 市 他人 東 お し る 丸 料 人 と そ さ や KK 叙 誠志 0 各 
調 中 っ 24022 避 丸 人 か JptG9 つ 全 つ 捉 SS 穴 和 中 卓 全 や he おら 8 
る 令 拓 "1 べ 和 療 思 選 くべ で し 迷 避 己 つ 丸 " 朋 己 SG 蘭 人 か で へ 中 HK 
YE とこ と 

計 麗 如 絢 ぐつ く 王 ^ 居 党 理 富 中 つね くさ や か KK 補 倒 。 鶴 つ る 無 業 
上 壮 避 宮 会 人 ぐ けず ? 全て へ HKS 思 直ぐ 円 守り 人 へ K 條 
に Fo よ エー よく ル 作 ニル S3、 で ごと: トル こ バ アル くす きも) 
まぐ 字 喝 記さ Q レ ン 必 夫 の お ぐ 窟 ? 

ト 小 ホ 半 是 会 避 瑞 慰 球 / 畠 替 ぐ 思 " 拍 幸 ぐ 狗 哲多 0 ま へ さき 7 
つり し くき へ K 公 ぐ 舞 章 さ くき ミー 和 明和 会 る くき や か KK8 ま へ へ 
さじ 言 居 穴 古 "ベー ドー まぐ 菜 め 宗 計 和 昌 RR7 て で さや か K ポ ペド ー 
まく 敵 齋 編 ぐ パパ 選 所 全社 准 ぐ 婦 選民 宗 つ し RG り の の a 
0 りり 電 交 る 鶴 7 スシ ドー 中 旧 県 やろ ね くき や や K8。 客間 ぐ く 
さく ミー ペー ドー まぐ 獣 和 球 笑 己 写 選 衝 の かり の ) 倒 各 仙 " 


EET 1 | 


知識 位 ) ベル セ ウス の 対 備 
英雄 ペルセウス が 知恵 と 較 い の 女神 アテ ナ か ら 授 か っ た 装備 は 、 す 


NN> べ て 魔力 が 込め られ て いた 強力 な 武具 だ っ た 。 ベ ペルセウス に 大 き な 助 


力 を 与え た の は 、 ど う や ら メ ドゥ ー サ の こと が まだ 憎 か っ た か ら の よ 


うだ 。 


MM 


3 


アテ ナ が 渡し た 黄金 の 盾 は 、 青 銅 と いう 説 も ある 。 表面 が 鏡 の よう 
に 磨 か れ て お り 、 ア テ ナ の 魔力 に よっ て メド ゥ ー サ の 石化 する 視線 を 


封じ 込め る 力 を 持っ て いた 。 


黄金 の 表 を 持つ サン ダル を 履く と 、 驚 より も 速く 空 を 飛ぶ こと が で きた と いう 。 


アテ ナ で は な く ヘ ル メ ス が 与え た と いう 伝承 も ある 。 


軌 れ 卵 は 
め ら れ た 


こと が で きる 。 隠れ 宛 は ア 
に 渡し た と 思わ れる 。 


ぶる と 周り に 聞 が 立ち こめ 、 次 を 隠す 


冥界 の 王 ハ デス の 持ち 物 で 、 キ ュ ク ロブ プス た ち が 作 っ た 魔力 の 込 
ナ が ハデ ス か ら 借 り て き て ベ ペルセウス! 


元 


デ 
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ンド R つ HASKG 藤 YS 十 EI@ や か 紅 、 


穫 つ ハト 是 記 ぐ 崇 十 征 和 和 か IK” 足 々 人 さや ズ 窒 境 生 ぐ や 洋二 し So) っ 2 のり 7 RKSH 所 NG 是 し 鶴 
か KG 諾 写 往 路 公 区 記 " 制 G 社 宮 胃 @ 光 ぐ 注 党 史 東吉 製 」 し 肖 つ ろ 幅 民生 介 潤 Ah 
生か K 公 人 謀 和己 補 9 組 製 守 向 6 つる 家 羽 め 良 つ / SG 登 N022 ぐ | 吸 し 寄 埋 つ ねり る 心 ” 骨 観 
IhT ふ へ yy せ GS 辿 己 10 串 思 マ すす 和 NHNK 公 開局 雪 丸 突 鞭 りや か KS 避 器 し っ の St? 

や や K8IhT 改 古 畠 ぐ ふ へ ロ へ K の へ に ト S 民 條 畔 7 困 祭 性 水 や で へ びく 人 KK 会 2K07 へ ロ 
へ K 守 所 除 G 局 思 各 補 で 忍 策 「 愉 全 店 尽 円 天 伯 地代] 中 他 避 濁 つ ^ 計 が 6 民 人 部 称 
只 宗 座り で 香り つ 倒 つ 遇 へ に 委 私 K 移 誠 で J*07 扶 寒 誠人 民 9 へ KK 旧 宗 必 拓 到 K 電 衣 で 
信 7) 抽 か K 守 販 雪 社 ト ルミ ト で ト S 吉 和睦 球 AN 選 折 し ぐ 宗 装 党 避 富 也 本 KT 

鶴 べ つ 尋 向 ぶ KN へ KB 困 玩 80 和 人 0 RA ロロ へ KK 篤 振 る KG@ ホ で ふ へ の 窟 
る 志 英 選 代 生 ? [中 で ふ ヘ ルキ サト 」 の 富竹 SG 是 々 臣 十 S キ うろ し SO" ホ で ふ へ ルキ ト し や KG 
堂 選 BS で 邊 NHNKS 症 や 窒 應 ぐ 1 O 倒 加 製 穫 " 窒 2S ポ や か KS や 壮 ふ ロ へ K 居 守 つ 宇 
つろ 2 天 路 ぐ 選 思 穫 の 8 で お 5 ね ユー ペー つつ し 窒 い や か KK 塵 牌 年 し 夫 NO) 倒 詳 人 る や " 


の 


つ 地 迫 人 マ 県 に QOSIG 攻 1 吸 


bd3S 3 9ok・ 

で ふ へ ルキ ト PNH へ K 折 つつ 低 玉 細 製 攻 よそ ふ へ 色 ま は お * 
JAS 弄 4Sr 式 蛋 生 生 で ト 償 振 さ 補 田 ご 表 和 KS 窒 う KS: 抽 L み dc. い 議 
穫 R ヘ て レ せ ト も っ の 選 辻 品 Ke で 針生 ヘー ルキ ト P 表 中 | 賠 SRS の ES 9 
脱 つ お 季 凌 く INNSKH 入っ 詞 S 喜 NSXKNS | 問 人 ま 2N 導 
記 り ae や 和 生 潮 スレ SO て NASKS 避 人 る 記 り 客 | 関 SS MES 
G 電 に ホ を 便 生 SN 田 て さや 層 由 王 トロ ANN | 詳 3 昌利 っ ほ 
さ K の K/ 衣 征 に さ K 衣 得 古く トト で KK 選 息 くさ KS さま 天 
SM 記名 mied 69 和らい は 沈 衝 0 が 。 | 攻 ky NSRE3S < 
近侍 是 さ お 人 矢 和 や か KS 中 基 や 間 33 科 3SKSSSdS 
PKK 半 当時 6 識 千 乱 補 9 お 会) 壮 軽 製 下 べき 言 きす Rh まま ます 
ン 息 YO4 向 忌 宮 て 宙 の 愉 4J24S で 85 て 心 ふさ K コ ) ト 時 MT は すま 
共生 加 る 科 で お Aao 生か K 半 能 疫 1 ズ 玉 業 人 お と ERP 
る で 趣 装 是 者 半 か や 剛 雪 銘 e 1 毅 補 で RS で * ES きる 

トト 攻 HAS 亜 全 KN さき SKK 半 束 党 人 軒 S 明 穫 NSR 
4 良 剖 称 只 ぐ か 有り 08 尻 層 乱入? つ 会 つ 拓 @ 型 応 選 や に 近作 

奏 G 


ろ る 宙 の 9 つ し 7 重 到 KKKN さ NRK 和 艦 抽 じ 問 必 器 つ 5 


いた の か も し れ な い 。 


峰 斑 芋 明 6 替 呈 中 | | 
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( せ ユ ハト) 
ペー トー やら 押 尺 肘 史 6 で 妹 只 幼 @ 画 


ャ ー ム KS 笑 


ャ ーK (テト YK) 6 環 せ "年々 S 由 和 MDK 公 崇 四 
トロ へ ロ を 公 じ 穴 ぐ 窒 征 ト I ト トロ 玉虫? 箱 さ 作 
ト 牌 貴志 忠 軍 ぐ 臣 し"『 で ホ ト KKI ロ 8「 ト で 利 K 甘 Pk 
生 下 KK を 「 ト で 利 誠 地 し ke トロ へ NG 選 球 全 所 ツン i9" 

ペー 光 KJ 「 三 着 壮 」S 失 堂 的 間 條 款 の 人 0 宗 v 
SNS 咽 選別 か K ロ 可 人 9HhaR 記 三 六 に ルミ ホ ャ ト G 導 し 
し し 8 や か KGS 鹿 窒 ぐ 包 應 ” 且 感 220 し つり っ の 守 
0 お KO の の 生 選 半 全 お の る 人 で? 語 征 つや 8 男 証 を 
て 必 で 人 ト ヘ て 肝 選 了 ゴ 所 お せ HN ロ HK) の 7 所 KS 須 
貼 加 直 S 是 人 SM@ ぐ NN ト で KK 宙 の の うろ 丈 ビス ょ 6* 

選定 次 時 層 訟 MK ペー KS 是 ぐ 皿 央 人 ト 沙 へ 
トホホ ぐ 由 ちゃ 6 選 置 応 刺 次 或 くり 癌 mn" 


価 な 経費 


sS 地 症 S 十 

水 を Q 晴 虹 周 提 

さ 音 構 公 昧 交 き 。 議 時 。 

に Rs も 者 | 旧 @ Ke 
IA バ > ロビ レコ 揚 
1 人 S 趣 必 寿 で 表 舞 
さ Nb まま | 

Na 1 トン まま 
に じ ち ね 刻 | 闘 

〇 ① や ポ で ざ せ へ H 圭 
@ 佑 る 人 で 裏 較 や の 

と っ 巡っ ちゃ 赤 で っ 画 @ ヒン 公 
e し 蔵人 せ 明り 畔 AN 
豆 で 症 表 つ せ @ ら 粗く ビー グロ 
> QA 玉 し けり ざ じ っ じ 所 固 く ツ 
層 モ つ 也 魚 旭 つ し つ し 遇 つ Q 
モ 申 表 操 皿 ざ つ 表 や GS っ 

Q 区 共 堂 や さ 二 は で つら Q や N 

生じ 区 し 癌 党 必 っ ささ 

環 財 ささ QRK 問 一 人 到 人 る ー ユ 

GS 早 上 トマ 介 導 型 せ っ Q 鈴 KK 

R KB 表 旬 窒 じ シン K さ 

さか ミ 或 将 史 で 迄 て 

人 旬 て 報 妊 G 媒 計 や 1 や 

| ト 怠 中 鋼 家 娠 GJ て ロ 


で く ミ や か K 班 60 ト 選 鶴 lpt@ 


RGY 紀 携 慰 人 ス 当 ボート 必 烈 守 つ 丸和 半 くさ やせ か K ゼ ^ 
に me 才 EEE で rk や マー 全 の コ 
ント 上 ホ く ぐ 足 の 9 つ し ペド ーー まぐ 輝 旬 器 定 る 5 
思 く し SS 介 革 W6 の る 富 民 称 章 守 my@ 固 弄 ぐ 折 的 トホホ 
記 0 缶 か 7 トト ホエー 人 AKG 赴 ぐ 婁 ロペ ドー まぐ 
近 錯 全 史 く 羽 ? 守 民 GO し SS ぐ 合 K 答 較 ・ 江 
こよ Pa まさ Eh て FC で P く まく 】 く すく ん 

て きず や か ふ K く ペド トー 呈 で 運 移 光 必 悪 KG 普 ” 国 征 トー 
ANKUKG 届 淫 を NNHSK 由 S 計 トー と ロペ へ 逐 
所 pk@ 選 己 明 時 称 村 や 滞 せ の ペー ドー まぐ 軍 交 肝 で じ 室 
W 民 や 0 や し る 2x95 

ペー KG 是 ぐ 虹 避 衣 窒 人 S 選 スシ ドー 人 短 法 球 
欠員 6 宗 凡 ぐ 避 婁 りお て 時 逢 で お の っ の る 応じ る 
n97 6 凡 負 KG 揚 0 し うろ や 20 ぐ の トホホ S 和 光 0 し 2 や 
つぐ お 守恒 や "て さや か KK 卓 つつ 中 人 丸 畠 夫 ぐ 婁 り 名 
トホホ SS マー 仙 KS 年 S 思 で 尋 J っ 2 民 A0 で し 2h95 


峰 斑 挟 明 6 替 忠 中 


驚 の よう 


門 り 狂っ 
胴 は 猪 の 体 に な り 、 そ の お そろ 


こと に な っ た の だ が 、 そ れ が 
彼女 の 不幸 の 始ま り だ っ た 。 ア テ ナ の 神殿 で ボ セ 
た アテ ナ は 呪い を か け て メド ゥ ー サ を 醒 い 怪物 に 


に 
S 
堅 
ス 
際 
ピ 
SO) 
事 
き 
に 4 
ャ 
上 
せ 
ネ 
1 
で 
Pa 
ペ 


し て し まう 。 美 し か っ た 髪 は 蛇 に 変わ り 、 体 中 が 


鱗 で 種 われ 、 両 手 は 真 鍵 の 翼 に 変わ り 、 


女 だ っ た 。 彼女 の 美 し さ は 海神 ポセイドン の 目 に 
な 釣 爪 が で きた 。 


イド ン と メド ゥ ー サ が 交わ っ た た め に 、 
か も アテ ナ の 魔力 は メド ゥ ー サ の 心 さえ 


留まり 窟 愛 を 受け る 
悪 に 満ち た 醒 く 恐ろし いも の に 変え て し まう 。 ア テ ナ の 起り を 買っ た 理由 


り 、 彼 女 た 


姉妹 と 呼ば れ て いた 。 美しい 妹 を 怪物 に 変え た アテ ナ の 所 業 に 対し て 


人 の 美しい 姉 が 


は ステ ン ノ 、 エ ウリ ュ ア レ と いう 二 . 


ドゥ ー サ が 自分 の 髪の毛 を アテ ナ の 可 の 毛 よ り 美しい と 自慢 し た と いう 説 も ある 。 
また メド ゥ ー サ に | 


ち は ゴ ル ゴ ン 


な っ て し まっ た と いう 。 


反抗 し た た め に 、 二 人 も また 怪物 
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K ト YNKG 四 せ / 和 守 ハト 年 幼く 避 装 ・ ト で ト K 公 千 の レス や 皿 ぐ り の 7 ト で に 
トト KG ロト 鶴 填 己 虹 夫 や @ 弄 し り S 倫 加 タ ロホ て 人 ま つて トス 畑 因 堂 
全て ロマ で ト 選 表 つ し だ りお 箱 つ A ト 是 忠 雪 ” 下記 鶴 守 さり の 居 7 ま A KK 田中 羽 員 へ と へ 水 て 
トト つぐ 須 店 し で さか KG 天下 SG ト で に KAU 図 球 m\@ 信 下 ポ ト で ト KJ の の 富 紅 乏 作 ト 吾 ぐ 
朱 避 いせ か hK^ ロロ て ト 叶 ぐ 都 凌ぐ いさ の ) 岩 る 送 他 9 直武 トキ さか KS くさ や KJ トト 
で ト KGSSS ホ 中 中宮 困 祭 ぐし ト で に KK の) ト か さか KK 革 ろ りり 下 填 ぐ 応 沙 愉 hG? 


つ 跡 押 トト KG 得 交 絆 DS 晶 


悼 措 玩 人 NO そ に 人 ANSK7 ミホ し 得 計 つ 丸 手 マ さ で ヘーK 避 an に ト で て ト KK 公 鶴 寄 し に すさ 
か KS 皿 開 的 定 0P ろ 丸 密 ぐり 7 に ト で ト K 半 培 る 会 会 0 て ロ で て ト S 窒 填 和 的 羽 や HKS 無 史 
介し る 丸 四 交 2 鶴 J 代 じ 2n07 SNSKS 無 8 疲 鹿 22 ぐ 守 @ 知 ( | 宮 せ や 記 ぐ 証 短 倒 届 

8 で る ) し し 0 表 臣 史 統 ン シロ 8 介 2Q 生 NHIKS ト で KKS 交 問 し 起 必 恨 せ つ お ? 


つ ポ 長 己 因 宮 0 や OS で 妹 守 ハト G 近 


素 XHKS『「 で や ト K」 居 人 Ko て ロ て ト 窒 叶 せ ーー ロ で て 
ト KS 田中 く や K 介 。 笛 A ト S 消 くさ 齋 交 る 愛 で お おり 
90 で 会 王 弄り 6 鶴 吾 補 ト で KK で くさ を 電 営 区 
MA や AO 箱 人 計上 拘 才 つ 丸 鹿 穫 S 1 で 8! 

ト で ト K 避 散 6 宗 完 福 N 称 総 hG 福 完 SNG 過 ロロ て ト 細 
S 六 喝 く ふ ー さ っ | 引 選 9 だ で 7 つ 倒 つ 補 泊 倒 会 科 " 
11 く 理加 る 井 細 AN2^ 抽選 時 史 羽 各 つ で し 忘 S? 

選 ロ く へ KS 求 避 0 し 束ね ト キ さ か KS 嗣 等 哲生 で 
し 鶴 ① く HQ ヘ ーー 篤 / 迄 移 ぐ NADHKAS 鶴 うし Sh" 

美夏 ロ トキ さか KS 草 装 称 写 選 0 で 8 に で に K 窟 江守 
人 人 ト 時 S 長 弄 生 RIhH MK トキ さ か KS 詳 ぐ 問 避 史 
人 S シ 0 し 還る 応 史 つが 0 や ? 近 款 還 0 お ト で ト KS 本 
私 めか KS 電 称 旨 介 の や he 全 年 に 中 ホロ 因 で 人 め 守 の 
表 全 人 や KK 多 六 の 部下 つ し つ feTS 党 拘 写 栖 つね ト で て 
ト KK 円 苦 避 臣 っ SG る 避 思 つる ぐし 会 Q じ 選 突 ぐ く 
ふ ー 人 会 必 舞 ぐ 宗家 と 捉 雷 つ レ つが 6 な 


ET 1 | 


トロ イア 戦争 を 主題 に 


リシア の 叙事詩 で ある 。 ト ロイ ア の 王子 パリ ス が 、 ギ リ 
シア の 美女 ヘレ ネ を 、 ア ガメ ム ノ ン の 弟 で ヘレ ネ の 婚約 者 で あっ 


た メ ネ ラ オス か ら 奪 い 取 っ た の を きっ か け に し て 、 ギ リシア と 


ロス の 英雄 叙事詩 「 イ リア ス ] は 、 


トロ イア と の 間 で 十 年 に わた る 長い 革 い が 始ま る 。 ギ リシア 軍 


3 
に 
や 
へ 
く 
さ 
ペ 
ト 
せ 


F 
革 
ポ 
ドコ 
に 
に 3 
ト 
て 
ロ 
3 
内 
に 
K 
セ 
由 
| 
6 | 
避 媒 
換 @ 
SK 
WW 由 
きせ ト 
KN 
ト 昌 
に 1 
で 
ロ 
き 
5 
3 
く 


祖国 の た め に 戦う 勇敢 な 人 物 と し て 描か れ て いる が 、 ア キレ ウス と の 


務め た 英雄 だ 。 


の た め 


アキ レウス は プ ブ 


アキ レウス は ヘクト ル の 遺体 を 戦車 の 後ろ に つなげ て 引き ずり まわ し た 。 


ヘクト ル の 父 プ リア モス は 息子 の 遺体 返し て くれ る よう に 頼ん だ 。 
リア モス を いた わり 、 ヘ クト ル の 遺体 を 返す 。 遺 体 が 帰っ て きた 後 行わ れ た ヘクト ル 


の 葬儀 の 記述 を も っ て 、「 イ リア ス 』 は 終わ り を 迎え る 。 


一 騎 打 ち に 敗れ て 死亡 する 。 
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(エト) 
問 志 時 器 史 直 記 つつ 妃 呆 折ら 妥 


の し 


ッ て ロ ヾ ト 角 癌 * 嘱 弥 G 蟹 二 


ふ KAJ 澤 ぐ 半 年 中 ホ で K 居 杏 選 光 0 に 守 さ か KS ー ロ 
Men か 4 は cy NT 
? 師 彰 。 萌 連 ^ 奨 2 聞 G 郡 団 店 し” 宮 - 無 中 KS 昌 
ONSRREBD や 拓 旧 提 守 補う パパ 
ト 半 さや KK 公 拘 0 や 衣 せ 。 壁 各 ぐ 古く ぐい ト ャ KK 
全 トキ さ や か K 電 る 居 和 KO で KG 人 症 局 ゴ お お 超 
? そこ ト KJ も トキ さか KS り 6 肥 史 敵 人 0 ビ 「 る 会 
り 2 の に 恨 し 4 ぐ SN9 是 々 ぐ 志 畠 唱 0 つろ 2 の 0S 穫 7 を 倒し 団 
語詞 症 選 人 8 や hG 本 せ 計 | の 呈 上 久 考 つ お 方 
し る :9? 回 ン 恨 節 や に トキ さか KS 民 四 9 祭 定 Ko の で 
8 る 芋 常 ぐ 算 や 党 Gー ヘ ペー シャ ー ふ > の 6S で 5 


て ロ Y ト 堺 訓 ぐ 咲 6 也 天 いせ か IK” N よ で トロ て で 幼 


9 知識 ーー アキ レス 肝 


アキ レウス の 母 テ ティ ス は 、 
「 戦 場 で 命 を 落と す 」 と 予言 さ 
れ た 息子 を 死な せな い 方 法 が 
そこ で テテ ィ 
お か げ で アキ レ ウ 


な いか 憶 ん 
る 川 ス テ ュ ク ス の 水 に 浸し 、 


不死 の 体 に 変え て し まっ た 。 
その 後 ト ロイ ア 戦 争 で 、 ト ロイ ア の 王子 パリ 


ス (一 説 に は 神 ア ポロ ン ) に か か と の 部 分 ・ ア 


キレ ス 有 を 射 られ て 、 


は 母 が 掴ん で いた た め に 水 に 浸 か ら な か っ た の 、 
落と し て し まう 。 


ス は 全身 不死 身 の 肉体 に な っ た が 、 か か と だ 
で 不死 身 に な ら な か っ た 。 


の 通り 戦場 で 命 を / 


回 


この 伝承 に よっ て 、 ア キレ 


/ 
/ 


ス 有 は 「 最 大 の 玉 点 ] を 指す 代名詞 と な っ た 。 


マツ 沿 直 9 赴 トキ さか むく G 親 1 SKI 時 aa を て 
9 宮藤 幅 上 SKI 

ト せ へ hKG 調 8 党 G 答 定 交 羽 丸 潤 巡 ぐ つろ 豆 或 と ト : RS ネン ATR 
9 で 乱 / 避 還っ K ル 己 人 ぐ 宮 朗 交 店 計 宇 つね? 半 < レス T ト 揚 軸 へ N 
JJGe 痢 仁 も 和 ら ハ ト 党 S 供 才 ト SX さ へ へ 主人 2 | 回 衣 還 を SNS きり きる 
つじ つ We で 人 すさ な 鶴 寺 笠 で りき 宮尾 二 つ し ON | の 入る ッ 
で " 李 寺 タレ | KK 枯 US の ら ハ ト 語 y | さ S SRRPEAAS 
リル ト オ さ か KS 避 代 マロ DK 到 ト サ さ KS 各 泊 | 関 生き 。 まさ 計 反 SS 日 
し 吾 般 e" ト れ さ K 徹 箇 寺 つ 代 和 明る 区 さ 科 つ ロマ ト 計 | きる 邊 半 は ト ほ マ 交 ミッ ン ペ 
半 鶴 る 和束 タ 1 羽 特 か ト G 忠 せ 細 る 侍 で 信 | つ 公 つ 財 生 | 関 ST 全 EESSERTINS 
電 要 問 ぐ ポー ロ て ト G 慰 時 て ふき ロミ ー ロ NH K 引 人 は キキ すま 
玉 及 の 則 人 で じ つ fen" 可 民 GS 思 中 で お に ト 生 さや K 六 窟 EE た 人 す も る 
吉 区 らく ヘー さ 多 想 記 ぐし 肥 乱 窟 医 つ 人 お 賜る 7 SS 7g 
トキ さ か K 篤 昌和” 財 更 吾 起 S 吾 間 窒 へ 家 rQ" 生 まま 
ハト 塞ぐ 反 導 TKK 色 トキ さ か KS 紅 短 旧 徒 *oー ロ の RA 
で ト 慰 全 ぐ 思 和 つね き 羽生 ト で ト Ko れ 6 款 届 羽 ち 北 シ 選 TI 
呈し 喜 剖 寂 志和 つ レ つ ene 者 美和 お 選 付い StSKS 


思 つ 2 商 N^ 衣 守 間 つり ろ ぐ 会 2 の 2 つ 選 守る ? 


ET 1 | | 


(エト) 
還 4P 長 忌 倫 い 映 雪 G 表 


っ NYA か AA 窯 PR と SS KS 3 
に まさ だ: で と に よこ て 放さ この 3 コ に よー マター ャ で くい 
の 交 率 つ し トモ だ 口 作 会 届 中 選べ 補 ? 妥 ぐ 窓 黄 は お くさ ペ 
KG 吸 冥 妨 べ 宮 。 定 避 守 1 軸 S く の 公 沸 民 豆 己 移 y00 2 ピ 
EMI に よー も ・ い 考証 : コ に て ペペ だ 21 さ きき た 5 で て た VI と リバ リリ ドル 
や 選 。 洋 層 選 娠 議 的 束 回 つじ ろ K0 OSk9 

くき へ KK 居 是 々 ぐ 選 征 語る R 記 志和 抄 代 十 1 1 時 
S | 補選 計 0 人 SMO 剛 菩 計 是 補 害 是 和 hK の "か さて ト 
公 K や 昌 堂 ぐ 也 ポル で ャ ト S 中 の ゆる x9? 選べ く ^ 庶 促 ^ 
軍 べ 六 后 る 球 記 hG 古人 SS” よこ つり ふ て ボ へ S 宮 し 
べ Y 記 四 選 208 る ^ 龍 提 祝 球 刻 f6 し 祭 写 生 O っ)> の 
NO どく だ SE た と いい に て IE4 ナ キー ビバ くだ 


っ や 
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> 
に し 
4 ぃ 
3 
NN ミ 
KW い 
TR 
Sd ) 
4 ヽ 
ko3 
ト 本 > 
ト 
(を 
に 
問 
因 ば 


クジ 4 
ノ 
ミーーー へ 
る ざ 選 毅 。 で で まつ 
窟 ふ 周 @G Ne sGM 
で 8 まじ SEWSRS 
や 欠 S 還 で も 評 っ で 臣 
h 
信介 全 本 GO ざ で 
鏡 じ 所 回 起 守 谷 半 と 
@P 忠 し GS 信 可 記 
国昭 材 配 っ つ K や もぎ ・ 
| , 判 判 N ポ へ 臣 ざ さ 、 
ロモ で 。, 組 や 人 R 己 針 ド リ 
家 S@ さ で ささ せ 務 さら 
。 押 っ 竹下 や 聞 ・ 
きじ じじ 則 K 太る ス 邊 
珠 CO 直 ト さ レポ 
RSRG も SGS 
| 
fs S 
ヾ 北 
よ 間 
L. 下 
ミレ 


この 


余談 で は ある が 、 外 科 手 術 を 題材 に し た 人 気 ゲー 


ム 『 カ ドゥ ケ ウ ス 』 (アト ラス ) シリ ー ズ も 、 


杖 か ら 名 づけ られ た タイ トル だ 。 


と が ある 。 


( 和 キ ふ ト ) 
* 田 軍 人 @ 舞 句 称 隊 に 6 喘 楓 


や に ド 届 衣 0G 虹 公 ご つ 上 で 藻 中 


に も ゴロ の すく か 9: に (ルー 10 に いこ こ 4 く よ マ ター ャ 3 で く 3 
症 022G 鶴 7 | 編 は せく さき XXKG 走 や 肌 勲 せ ^ 層 時 
了 叱 ぐ 居 和 相羽 難 し" 恒 差 Po 丸 ※※ 史 時 つ じ 肖 つつ 尋 
の 2 で? 沿 8 旨 中 し 性 人 S 選 選べ で 剖 赴 ぐ 計 是 さ ー ま 
( み ョ ロー) お 人 拉 つ し る 0? 

で て ふ K 渋 記 人 @G く SAK8/ SO 品 ト 秒 ロ へ で 叶 史 頑 愉 
王 つ レ つ の 7 つつ 会 つか シロ トロ 8 記し "守る 小 
Q 祥 し 舌 つ レ つ か em" くき KK 店 所 回 つ し る 丸大 技 己 
っ めこ で 0 さ バ た Fa ま くく Ye くん 


久 和 ぐ 舞 記 会 和 か で 会 忌 参 届く ぐ お トト ロ へ 革 "店 対 頑 ペ 
喉 称 圭 和 か 証人 で で 捉 届 色 交じっ 2 丸 畔 溢 ぐ 有 計 やつ ロト 
YR の 交 宗 つ レ ン 記 うり 肝 う 所 や の う パ T 


略 斑 挟 明 G 半 中. 拓 中 


た 父 ア ポロ 
ケ ヶ と / 


ディ 
新婚 早々 エ ウ リ ュ デ ィ ケ は / 


シフ 、 エ ウ リ ュ 


アポ ロン の 息子 オル ベ ウ ス は 、 優 れ た 詩 の : 
能 を 持っ て いた 。 息 子 の 才能 を 愛し 
ン は 愛用 の 聖 琴 を 授け 、 オ ル ペ ウス は 素晴らし 


い 陰 遊 詩人 と な っ 


オル ベ ウ ス は 森 の . 


結婚 する の だ が 、 
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め に 冥界 に 入り 、 冥界 の 王 ハ デス の 元 へ 行き 、 避 琴 を 厩 


ェ <4 


す た 


毒蛇 に 足 を 噛ま れ 命 を 落と し て し まう 
ろ で 、 思 わ ず 後 ろ を 振り 向い て し ま UI 


人 の 永遠 の 別れ と な っ た 。 


許し た 。 オ ルベウス は 冥界 か ら あ と 少し で 抜 


悲し み に く れ た 夫 オ ルベウス は 最愛 の 人 を 取り 戻 
で て エ ウ リ ュ デ ィ ケ の 返還 を 求め た 。 減 多 な こと で は 
守 界 の ルー ル を 曲げ な い ハ デス だ が 、 オ ルベウス の 音 
楽に 心 を 揺さぶら れ 、 途 中 決し て 振り 返っ て は な // 


ら な いと いう 条件 を つけ て 、 二 人 が 地上 へ 戻る こ / 


と を 
け 出 せる と 
う 。 そ れ が . 
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(ロミ ) 
HKG 副 星 朱 甘 者 ぐ 弄 麻 居 書付 せ へ や 


に 


HKSVI@IIOG「 左 族 」 


尋 証 の つ ン 8 て HK 篤人 ら お 上 束 丸紅 良さ 央 会 の 心 会 科 吉 詳 和 か Ko 丸 登 。 置 誤 
MP を くだ 9 に が チコ バナ び くさ き 2 放 た いて こし ^ と くだ トコ 
te を ぐり "上 ロ 導 夫 じ 居民 の | 型 証 ] の 宮代 し 0 公 7 者 際 し せ 入 演 せ 用 人 6G 下 K (Chalice) 
選 移 せ 窪 講 YW 選 6 下 KK (Holy Chalice)” 財 ぐ 記紀 し て HK 革 祭 中 お 代り 稚 と ト 妥 べく で 丸 症 訴 回 
つ 完 生 ぐ G「 有り 選 球 ンマ さくや 合 己 混和 や ” 選 S 党 ぐ 時 SN]」 の 給 ろ 丸 ? KK て 庫 凌 宝生 
ンド 算 守 肝 正 WSKOS8 0 SHD ヘ ペー シロ SS の GS 

で HKS 団 " 護 戸 時 ぐら ざり 〇 つじ し 各 菩 ぐ 表 水 ロ さっ" 畠 居 湯 握 の R 称 晶 二 づつ お 7 を 倒 じ mー 
ロ 公 く 呈 所 避 副 征 選 宮 と トー キー 由 選 涯 の と トキ AT 中 呈 く 選 各 8 所 中 塊 二 導 K@ っ JYO Pa 
1@ ぐ ベ ペー ミー ト で て で ト さ くつ) 味 衛 つ し タン "トー キー 由 選 寂 や お 正 叶 ぐ 煎 士 全 本 計時 燃 ぐ 状 避 拓 \e? 先 ぐ 
運 午 IUAK ロ て トー キー 出 思 の に 編 家 卒 は 人 S で ねり の 全 。 副 征 交 二天 hG り の 8 や 各 完 人 0 
公 NAK ロー 人 6 静 中 宝 選 くく 私 和 と 攻 開 征 の 表 守 KG り の 窒 球 つ や ? 
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(mm ロー ロト く ) 
培 崩 中 G 副 味 公 <⑳" に 所 に 応 G 倒 押 ぐ 味 空 


EmCN や a 


う 「H さ や ホー」 区 1 豆 IO に 。 
22Jo の 中 拓 本 ー ロ 6 徐 朝 財 屋 お 交 全 福村 的 装束 所 玉 人 S ロ ーー 
虹 丸 時 絡 J つ SkoopS? 寂 代 6 札 到 補 上 携 0 本 ンコ) 王 連 つつ 会 明 侍 る 
償 | 紀 ぐ 所 穫 キ S 幅 球 し / 診 工 S 局 恒 避 芝 ン 億 的 泥 人 の や 補 ぐ 公 の つ 民 守る" 状 感 志 拍 
旦 " 思 記 悪人 で 9 据 党 や NOS 窟 案 SO 5 の NaJe の 7 46 倒 っ 20 ぐ し 槍 球 。 調 交 千 め り 旧 銘 球 つ 
丸 入 NSJ 医 己 ぐ 因 定 ・ 司 夫 寺 時 ツ つ しり 長 ぐ S INN さ KK の 人 S リ ン R 和 会 つ 会 名? 
く 改 や SKK る Qp 拘る N 宮 ぐ 和紀 祝 性 内 環 め 宗 ぐ 〇 8 守 療 RRS 和 難 お つり くも 密 
9 社 唄 銘じ 2X0 の の SW 人 0 慰 お 7 苦く QS る 定 幅 鍛 製 め お つ 公 お / 上 KS 人 お 人 る べく 加 8 
軍 穫 SR さや ヘー つぐ? JJS り 8 密 二 ぐ 選 8 用 XSK9 軍 坪 じ せ 光 ン 振 居 注記 宮入 究 
Se 此 結 の 駅 当 銘じ ろ や ? に に 穫 に 思 S 例 宗 「H い ホー」 の 起 | 礼 人 W 宗 Mo っ)s29 
1 へ ・ か で さき へ へ で そる 窒 「 軍 利 SR」/「 界 濁 等 旦 」 ( 尿 写 時 へ 人 SA へ) AS ル へ AS 「 と 
か へ 有人 Kー】 (KS やせ ト ・ HINK) SS ホー さっ の 賠 区 に で よさ うつ いし 敵 守 ” 回 早 
の 提 AG0J ar・ 認 で へ S [ロー 人 和 へ ] 映 款 や Ke K ト ユー 走っ の 陣 穫 SRS 携 誠 会 2 の つ 史 る 


峰 斑 昔 明 6 将 中 拓 


53 


キ ソ Eo 
ちこ き 球 曰 きり し S つ 東 尋 っ KK ユ 
2 
yk 
PSRK 語 | ド 守 倍 " 衣 じき 福 
』 さき つき っ DG め 交 0 上 8? 


講 有 鹿 NN 深 ら 生 つ 糧 臣 


可 衣 と 選 編 G 王 8 民 局 避 8 斑 坦 つ 侍 る 
応 蛋 倒 虹 座 和 や NO り の 倒 が 664SKOT MS で 和 8 時 
所 囚 和央 る 留 選 選 拓 KW 人 半 設 鞭 和民 洗 
つ し 4r9? 

ふ ホース 王 し 人 福 中 ぐ 胃 変 の つじ 諾 唐人 の 玩 ら 7 
ル へ を トリ 840 刀 半量 者 中 選 問 圭 つや 
ShG7 SS 会) 北 8WS 赴 赴 S 忌 
習 赴 の 稀 編 人 0ShkG? 

り ぐ 6 ぐ 旧 べ ペ 8 敵 じ ゃ 9 億 中 は 8 | 基 り 
SS の S 介 人 SNS SO 心 会 


7/K つ 足 


ーー ミキ AG 世 相 所 囚 「 せ 0 回 」 し 敵 誠 mk 
7K 全 各 ” 門 講 べく 弄 GS へ ふさ SNS MS 
童 器 ぐさ 旧家 mp" 

「 還 ぐさ ぐ 玉 弄 午 つづ SNKS 人 や 選 次 
や nt" 感 6 パ 人 必 完 都 つめ 居 案 欄 拓 避 黄 KM0 
当る? と トー トド 8 り 忌 釣 悪 パ 選 鶴 ン 脱 羽 
RDFVF こ 3 マナ, たく 

憶 ぐ パパ 代 早 0 のり 二 ペ ゴ S 福 人 0 的 信じ る 
だ て に よこ たい た 潤 : さ 0 ごい て や | 
St の SS や AT 

KK さ 各 革 王 Q 回 じ の 「 中 トト] の る 心理 
裳 レ つ 会 器 寺 人 選 宮 る 郡 剛 220G し 4 交 の 8? 
づつ 会 つ 幼 1 昌 ロト ポ 有 穴 愛 ?「 己 痢 悪 』 ぐ 
業 和 し So 総記 潤 8 0 ぐ 軍 個 し 息 宣 
2S BS で レ つ で しろ る? 
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ーー ミキ へ AS『 響 昧 藤 会 0 吉 利 
家相 0 京 丸 振 囚 時 会 拓 除い N ト へ 因 近 7 
ぐい N ト へ ふ 公 一 赴 時 ロス 競技 難 和 め 叩 人 レ 
る nh9? 「 ロ ー 和 と ・ 人 か ・ 皇 ・ つ へ へ (ロー 
で AA ル ) ざ つ し 家財 W 避 お りり 記 
J 畠 つる 穫 ATT の K 人 感 共和 ホー さと トリ 
へ へ HK 一 」 (KS や HK ト ・HIIRSK) 37 
KK の きく 人 ささ を 基 半 ぐ 世 ロー ぐ 遇 爺 0 ぐ 
に マッ いた ニ に さ リコ マル スバ 


NR コミ ミロ QA 


に コネ くま ここ | に すぐ だ: コマ ルー そっ トド さ 、 ベ 】 
の ぐつ くき HAP4ST ル AS 和 を ホー 
さ 8 避 人 の や hG 迫 く 8 症 時 り 宗 人 で し 2n* 
ル ハ 人 『 志 ぐー ニー へ (芝田 板 型 ) と 「KN 
人 へ 」 (そる 和 幼 ) し の 往路 ぐ 立 宣 つ し 計 公 玉 
選 ト り XT% つ 0 ぐ 思 ぐ 了 ト で トト (で トト 


) ちせ 人 かぐ ミー ホネ ホー ネー ロロ 4SvxQ0Q SS ビレ 


つく さき HH へ 7 トー へ AG 絡 十 『「 ヘ トマ 
KK」 且 も /「 ト ー 必 へ ホ で KK] 己 斑 坦 つ レタ 
祥 選 介 2n0" トー 選 A ホ で KU8 へ 
ホホ で ト K] 避 問 穴 和 KRSK 選 "有り ぐ ポ 避 療 
公 否 走 つ 会 入 心 会 いろ し 8^ 密 上 表 R 全 
て 下 宗 穫 G エ し 球 走 し の 妖 編 公理 定 へ 豆 レタ 
AOP My 守 避 寺 20 つく さき HAS 字 坦 S 選 翌 
震 2 美 編 和己 や ぐ ペ じい 0 の る へ や 旬 ? 

く 人 の 表 K 和 を ま へ HK に ベー トト さ KS 
4J22「 へ て さき KK ( 析 空 千 A ト 庵 し ぐ 
さく さき nA へ)」 避 認 和 9 層 澄 向 つ し る x9 各 7 
たこ Nkuts: そく た まく まさ 7 さい: いく だ 1 く さい) 
所 つり 2k@ ぐ し せる 公介 玉 で じ る 9? 十 
所 記 補 キハ トト 花 自 或 TK で KK] 民 ボ っ 
で EmE3 き だ Eh に 9 さく が 
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S パパ の ぐ 和 0 尺 公 っ の 8 を 臣 寮 に 選 翌 
PSNQ」 の 編 密 つじ 2:9? 

忍 旬 7 や ホー へ さこ KKKIS エ し 「 表 
さく ささ リハ 宮内 に 寄 称 坦 錠 会 や 9 天守 皇 栄 
hG」 詞 つ し 2h9? を せら 避 幸 S 憶 紅 ぐも 
人 SQ 必 会" 


ふ lyKRK 騙 


記 べ 選民 せ 光 つろ 窒 党 し SO7 基 凹 で 
心 代 妃 委 枯 称 隔 OKRK 野 " の) の 8 
で へ と ぐー 公 玩 慌 や 岩層 の 球 回 写 江 7 
RR 吉 唱 評 H つ し ろ や 寄 多 倒 ぶ つ ト S 和 ヘル KS 
KK 宙 で Q ぐ も り S パ で 定 穫 史 し Snk05 My 
S 選 w ル KSRK 和 架 王 つづ つり” 還 涯 所 只 旧 の 江 
60 る 生 ぐ し 2nh9? 王者 ロ ーー ロス シレ 
8 加 史 況 衰 S 熊 家 の つじ 征 宮 補 で 丸 ? 

部 走 つ レ ろ 2 丸 旅 芽 守 会 7 K つ 人 さ 感 を つ 


くさ HASt 候 見 選 福 娠 宮下 直り つじ 議 編 
0 ビレ 2h0 ら りう の 光 27 MS 丸谷 会 騰 々 S 
年 起り ふ ルト KS KK 量 叶 時 角 導 尺 つや 騰 更 
倒 め 京 レ 2n67 穫 会 ぐ 。 選 窟 ぐせ SA ル KS 
すそ た で ここ 4 さ だ ン ル さだ パル ょ に こと こん バイ くだ たこ で くそ 
NTT 

し 8 | 等 計 逢 球 電 GS 作 引 の つじ 玩 ポ 愉 
SO で SO GS 全 My 守 8 全品 が も 
ぐ 議 湊 公 守 ぐ 全 で しろ るり の 弄 国生 
さく 】 こ と くま で この エコ マル バル 
ル K ベ SKK 時 せ ” 避 代 6MM1 四 時 泌 誤 癖 
ドド さく 0 くく ん で Y く た さい コ 
へ と ・ 和 ホコ ユーS の SG モ 区 守 や " 呈 K 四 時 の 
S 也 る 守 4 ン 編 ら し る SS る 半 褐 公 SO7 押 る 
ロン っ 誠 完 人 め 中 や 丸和 ル KK 吉 レ し し る 
QS し 8 るる 信和 の ろ 人選 窟 会 半 h* 
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呈 堂 ・ ふ ミー 年 捧ぐ 
往 諾 ・ 詞 下 


是 そ ぐつ 中 べく 選 JS 染 鶴 叶 (NN ホロ ふ ) 電 無 うろ 
ED)3 よ べ や さく] ミコ 
言 生 ーー ミ ぐ Sm 中 さき 妥 敵 民有 久 只 公 上 
旨 phQP SS っ の 公 写 RBS 思 守 NN 冶 うる 


ホー マロ 坦 夫 phG 論 の 区 且 け ^ 軍 民 往還 の つじ 宮 
信じ Sn? 


嘱 十 長 ド ーi ト て へ 守 い ツ ロ で 長 天 


NN 


AA て "へ へ き K 侍 
つ 選 政長 遂 G 鬼 壮 公 臣 地 


や IN 湯泊 是 肖 ぐ 者 導い さ K 公 評 や 9 京 ” 所 ヘ ミン 洛 
し 「 回 己 」 称 所 党 本 07 0402 の 8 嘱 宮 征 ドー1 ト YA 人 篤 ンド 7 
SA 選 さ へ を 田 倒 交 0 ろ 尺 生 ASK 避 細 ぐ 守 7 か 選 き K お に 四 祭 者 凌 し 人 SS 倒 問 
要 S 刊 くき も 6 で 9 
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「J ぐ ズ ′ へ 逢 A 昌 器 人 選 を の] 

に SS さい に ま 学 くめ そこ る nt チ く た OCStmt こ と 3 た す 、 づ さく すす た じい ご) 
つも で し 20 の)9 長 K0 つ 全 220 へ 逢 へ 生き 人 K 和 机 WM の つつ レス 
に た 3 くも た 全 きこ に を 、 ず くつ で っ 半 すす こる 、 る よく いで くだ 生ま まさ 
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フィ ン と 知恵 の 鮭 


」 


鮭 を 焼い て いる 際 、 親 指 を 火傷 し 
た フィ ン は 思わ ず 指 を 口 に 入れ る 。 指 


トド 


と 食べ させ た 。 それ 以来 、 フ ィ ン が 指 
を くわ える と 、 大 いな る 知恵 が わく よ 


は 鮭 の 脂 が つい て いた 。 フ ィ ン の 上 顔 
うに な っ た と いわ れる 。 


た 。 


: つき が 一 変 し た の を 見 た 師 は 鮭 を 丸 


期 に 活躍 し た : 


フィ ネ ゲ シ ュ は 食べ 


アル スタ ー 神 話 の 第 
フィ オナ 士 団 の 指導 者 、 フ ィ ン ・ マ 
ク ・ ク ウィ ル に も 似 た よう な エピ ソー 
ド が 残っ て いる 。 フ ィ ン が ドル イド 僧 
フィ ネ ゲ シュ の 弟子 と し て 修行 し て い 
る と 世界 中 の 知識 が 得 ら れる 「 知 恵 の : 
鮭 ] を 釣り 上 げ 、 フ ィ ン に 調理 を 命じ 


た と きのこ と だ 。 
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と な く 憎 め な 


い 存 在 で 、 非 台 ま わし と し て も 重要 。 


: 気 に あ て られ て 、 醍 い 心 が 顔 を 出し 、 
: つい に は 両生 類 の よう な 姿 に な っ て し 


: まっ た 。 と は いえ 、 ど 


上 輸 
: クラ イマ ックス で 、 旅 の 仲間 が 使命 を 


: 果たせ た の も ゴク リ が いた か ら だ っ た 。 


に 
by 
に 】 
に 1 
皿 
失 
加 
NN 


指 
指輪 の 毒 


『 指 輪 物語 」 


登場 する ゴク リ ( ス メ ア ゴル ) 
ファーヴ : 


人 ⑳ ンタ ーッ / 
J・HR・R・ ト ー ル キン の 
投影 され て いる 。 ゴ クリ は 魔法 の 
を 見 つけ た 友人 デア ゴル を 殺害 し 
輪 を 自分 の も の と する 。 最初 は 普通 の 
ホビ ピッ ト ( 小 人 族 ) だ っ た が 、 


レイ ド マ ル 一 族 、 特 ( 


【 


61 


マツ 皿 普 四海 器 下 中 
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ーー の 藤 @ 思 べく 環 ぐ 1 了 NSIUIANSS 鶴 うろ 革 翌 操 是 引 屋 選 ぐ 氷 守 " ーー 
さく 信 中 守 00Q ペ 本 信号 ag NG” 回 要 ぐ 補 寂 
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た に の で 08 トミ くん =e ズ KSS き mew 
し 下 拒 KG 王 ーー 人 各 7 還 人 全 中 さき NRNSUUA へ SS 和信 下 人 選 光 誤 生 4 で や JO 
く ヘ へ ルー 父 下 選民 知 牌 0 SNS 晶 me くせ 家電 吉羽 
し 。 0 の 玩 慰 丸 " 揚 謀 G 宗 電 ロ m さ 中 SSSSNG 々 志 鶴 選 称 。 人 S 補 全 し 束 
や 0 お る かー へ SR? 
思 く ロ 9 ぐ レ ーー ミ 芋 必 選 "KK へ さる 人 思 べ 篤人 本 中 き 物 自 ペ 乱 りや 和 案 
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ーー 倒さ て と を ロ お いり 所 補 物 避 産め ? 拍 下 選 ン く ヘ セー 応 営 選 区 つね ーー 
信宏 昧 6 で 丸田 で 半 的 季 愛 つ は つる ? 
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戦闘 用 ロ 


ドッ ト の 先駆 け と も いえ る が 、 自 律 弄 
操縦 型 に すべ きだ っ 


: に し た の が 失敗 。 


し か し 牝 
決 間 の 


: 戦い の 役 に は 立た な か っ た 。 
場 に トー ル が や っ て くる と 、 お び え て 


突 の 巨人 族 は フル ニン グル を 応援 す 
る た め 、 モ ッ ク ル アル ヴィ と 名 づけ た : 3: 


馬 の 心 臓 を 使っ た も の だ 
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ーー ミ S 忠 KG か で くき 8 口 す S1 虹 思 GS 天 中 本 き さ へ 全 さ と 補 7 記 直交 7 人 K 全 人 き 家 譲る 
ーー 人 生還 りみ さく 肖 物 吉 つ 丸 織 JH さろ ぐ つき 宗 し 選 刀 ご 己 全 お お 篤人 Sn? 
ーー 中 尽 公選 加 選 交 ぐ し る em さ さ へ さと 腺 選 志 所 O の 司 和 で 65 

HH ま 8 MS 補 宮 0 釣 で 入 中 寺 ぐ 屋 ” 丸 選 語 せ ひい やじ” 枝 称 選 ぐ 王 く 議員 く 天 の JO タン 
6 装 翌 会 ン と 20 2 し 選 玉 " ーー ミポ 無 了 ぐ 選 称 因 登記 で 軍人 S 和 EK? 所 中 史 や の 交 剖 つ レ 26 宰 
や り / 涙 天 叶 る 全 2 7 才 ら 唱 対人 銘 お 2 の 2G 民 会 ぐ 宮 営 拉 交 放 洛 ろ レ つ が で 届 ? 翌 公 県 ao7 
る 6 る 7 和合 中 所 毅 選 8 や 忠 / 介 S 選 お ねり りみ 全 衝 璧 的 尽 ” 所 告 放 丸 人 る 志 握 く 競 で じ 
る 08? 

作 宙 る 居 誤 法 肖 癌 つね ぐせ 「 是 々 S 逐 湊 人 SQ 8 別 生 (NN ホロ S) SMO" ロ 半 冥 客人 め る 0 
約 で し 義 下 的 問 人 め 多 で ぐ お ぐ し ^ ロサ S |] 選 め つき つ 〇 も し る 尺 編 る 人心 編 倒 応 S ロサ G 野 田 到 征 そ 
@ 財 国 ぐ 明 案 補 鶴 公議 N00 GS? 

ささ の 人 S 人 さと 2 の 思 ぐ 所 会 葛 雪 つ / ロロ 会 ぐ 吉 愛 称 習 yo つ ^ お 忌 因 る 完 公 人 ぐ 半 ペ し 2" 究 
2 ぐ 窒 中 唱 脂 GS っ 00 ペーー ミ 民 昌 中 列 共 のり 8 会 失語 宮 称 剖 志 会 定 宙 倒 イー ミ 攻 
揚 提 会 スン ンーS 公 人 。 遇 世 ぐ く へ ルー 昌 宮 生 EK95 の 生生 S 天 時 習合 り きぐ GR 己 壮 壮 じ 
2? 作 角 / 電王 か 0 看 G ペ 公 演 民 お "ーー お 麗 選 避 くに 各 07 り 避 38 で おら 悪 球 丸 ? 
YAPCy き 4 こす いこ テー いす ぴく くく 導く IYE く AM 


を 


トリ ックス ター. 


摩 記 不 思 議 な 武器 ・ 道 具 を 神々 の た め に 調達 

ロキ ( ロ プ ト ) は 犯 猫 で 、 い た ずら 好き 。 北欧 神話 最大 の トリ ックス ター と いえ る 。 
自 の 巨人 族 の ファ ー ル バウ ティ と ラウ ヴェ イ の 子ども で あり な が ら 、 オ ー デ ィ ン と 
義兄 弟 の 在 を 交わ し 、 ト ー ル と 連れ だ っ て 旅行 に 出かけ る な ど 、 神 々 と 親密 に 交わ っ 
だ 

神々 に 準じ る 資格 を 持ち 、 ア ー ス 神族 の 世界 アー スガ ルズ も 自由 自在 に 行っ た り 
来 た り する こと が で きた 。 

得意 の 弁 舌 で 、 神 々 の 薦 地 を 何 度 も 落っ た こと も あれ ば 、 い た ずら が 過ぎ て 、 神 々 
を 危機 に 陥れ た こと も 少な く な い 。 な に し ろ 、 光 の 神 バ ルド ル は ロキ の 悪意 の た め に 、 
命 を 奪わ れ て し まっ た ほど だ 。 

口 キ の 最大 の 貢献 は 摩 詞 不 思 議 な 武器 ・ 道 具 を 神々 の た め に 調達 し て きた こと 。 
オー ディ ン の 槍 グ ン ニ グル 、 ト ー ル の ハン マー、 フ レイ の 勝利 の 剣 、 魔 法 の 船 ス キー 
ズブ ラズ ニル 、 金 毛 の イノ シシ な ど 、 い ずれ も ドワーフ の 一 族 が つく っ た も の だ が 
ロキ が 脅し た り 、 す か し た り 、 巧 み に 交渉 し て 手 に 入れ て きた 。 
北欧 神話 きっ て の 悪役 一 家 勢 ぞろい 

ある 意味 で は 、 き わ め て 魅力 的 な 神 。 ギ リシア ・ ロ ー マ 、 ケ ルト 、 日 本 神話 な ど 
に 似通っ た 性 格 の 神 が い た か どう か 。 か ろう じ て 、 イ ンド 神話 に 登場 する 破壊 の 神 
シヴァ に ロキ と の 共通 項 を 感じ な いで も な い 。 

さす が に パル ドル 殺し は 神々 と し て も 看過 で き な い 。 品 キ は 地下 の 巨大 な 岩 に し 
ば りつ けら れ 、 永 区 と も 思え る よう な 長い 時 間 を 過ごさ な けれ ば いけ な く な る 。 神々 
に 対す る 復讐 心 が 、 い や が お う で も 高まっ て いく 。 

ロキ の 子ども た ち も 同 様 の 目 に あっ た 。 ロキ に は 巨人 族 の アン グル ボ ザ と の 間 に 
三 人 の 子ども が いる 。 

一 番 上 は フェ ン リ ル と いう 名 の 狼 、 二 番目 は ヨル 
ムン ガル ド (ミズ ガル ズ 蛇 ) 、 「 力強い 大 地 の 幕 ] と も 
呼ば れ 、 世 界 を ぐる り と 取り 囲ん で いる 。 三 番目 は 
冥府 の 女王 ヘル だ 。 

人 間 の 世界 を ひと 巻き に し た 世界 蛇 

神々 を し の ぐ 力 を 持っ て いる 三 兄妹 で 、 長 じ て 神々 
に と っ て 大 き な 災 い に な る の で は な いか と れ た 
オー ディ ン は 、 ま ず ヨ ルム ン ガ ルド を つか まえ 、 海 
の 中 へ 投げ 込ん だ 。 

汰 れ て 死ん で し まう こと を 期待 し た の だ が 、 海 と 
相性 が よかっ た の か 、 ヨ ルム ン ガ ルド は 急速 に 成長 。 数 年 も 立た な いう ち に 、 人 間 
の 世界 ( ミズ ガル ズ ) を ひと 巻き に し て 自分 の し っ ぽ ぱ を くわ える ほど の 巨大 な 蛇 へ と 
成長 し て し まっ た 。 

次 に オー ディ ン は ヘル を 地下 の 世界 、 ニ プル ヘイ ム ( 霧 の 国 ) へ と 投げ 込ん だ と こ 
ろ 、 冥 府 の 女王 へ と 成長 。 残っ た フェ ン リ ル は ドワーフ が つく っ た 絹 の 鎖 を 使っ て 、 
よう や く 岩 に し ば りつ ける こと に 成功 し た 。 
神々 に と っ て は 、 し ば らく の 間 、 愛 い が な く な っ た わけ だ 。 た だ し 、 神 々 で あっ て 
も 時 の 推移 に は 勝て な い 。 や が て ラグ ナ ロ ク と 呼ば れる 最終 決 工 の と き を 迎え 、 神々 
は 解き 放 た れ た ロキ の 一 族 と 激突 する こと に な る 。 
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る 嘱 天 ポーi ト へ" NHA つ きら GS 人 S 己 良 セ 


ポー 人 K で ASK で くさり る 2200G8 ロ 守 ぐ 1 野本 SG 天 四 NH へ つき (NHASK 肝 ) 科 7 NHAS 
人 き 全 や の る 2J0” 是 々 革 記 門間 人 多 シコ レー 及 表 避 応 守る 宮 和 へ へ て か ミル し 直交 現 避 党 いや ビ 
つが 6 で" 

NH さき WO ペロ 欄 寺社 更 語 OO の の つ 届 篤 生 直る 喚 6 拉 公司 や 。 の 必 つ じゃ の 
AN 和 尺 計る "里仁 是 さ 史 室 回 つき 篤 @ 業 詞 つ yo58A3ho 嘱 る 下 人 束 )) つ 4 

和室" NN ホロ (年 えぐ や 時 伝 慰 ) 伝 坦 SMO7 NTA つき SH 半 梨 宗 折 宮 》0N0 で 普 "NH 
全人代 2 の 和 さ て トミ 史 応 吉 》07 球 雪 くう 只 "くさ きぐ 宗 肖 0 ぐり” 是 ぶ JJG 否 鶴 震 所 橋 つや ? 
窟 容 じ 古 ぶ ぐ 畠 己 半 OS せく 導 四 SG 基く さて か ト 中 ミ 旧 肖 で 補 ボ ー 和 ト で へ 7 性 避 照 還 G 舞 へ へ 
中 き 交 才 0 レ 2n0" NH へ きせ 弄 @ 定 そ 人 8) 諸 王 人 る? 定時 時 め 衝 ぐ 生 尺 合 | 淵 泉 ホー 
人 で へ 旧 豆 会 し 属 半 つり し る で 2? ボート で へ NAS 中 さき 的 で つき 各 己 品 生 0 和 や KG 0 直 梨 へ 
AN りき NH へ きぐ 走 束 笑 上 赤 W 人 0 人 08? 

絆 つ ^ 尿 守 知 疲 人 や 補欠 し 沙 村 吉光 る ? 適 吾 屋 将 倒 了 K 下 選 い 全く 衝 会 避 口 避 
ン 主 0 MG66 本 一 計 で へ 居所 避 史 くし つの 7 刻 宮 年 SS で 82 有 宮 科 で 5 

導く 回 や で 〇 や し 0 表 一対 で へ 台中 私 で ヘー 有人 ぐに 人 S り 和紀 も 次 否 お" 芋 中 電 約 人 9 


I 
IN 


を 
軸 
了 
器 
見 


相 が と いか は 撮 フ 番 橋 リ 列 
午 が 衝 や の 較 ら ン へ 5 の ロ ル い 
ち ロ へ れ な 量 キ れ ド イ 呼 番 キ を て 
に キィ で か が と と ム ば 人 が 殺 ` 
終 も ム ふも な 反 へ 馬 グ 名 ダシ で 戦 し あ 
わ 致 ヶ か 近 イ ッ プ ブル だ つっ て っ 
っ 命 ロ 義 交 ル け の へ へ 神 た し き 
た 傷み キ 着 て ダ っ ト ら 手 ~ 々 相 ま り 
* を を は が い ル て ッ れ に 1 の 手 っ と 
負 四 、 つる の い プ た は 用 見 は た フ 
いし な か せ 勝 た と 銘 ホ ル 張 虹 “ ェ 
s : 半 ん な い 負 “ い が 1 < り の み 


呈 応 口 YS 天堂 り 


ル の 樹 と 「 千 と 千尋 の 神 隠 


宮内 駿 監督 の 作品 の 大 半 は 「 世 界 樹 の 物語 ] だ 。 世 界 樹 と は 世界 の 基軸 で 、 天 と 地 
を 結び 付け る も の を 指す 。 古事 記 や 仏典 な ど に も 登場 し 、「 宇宙 樹 」「 生 命 の 樹 ] と 呼 
ば れる こと も 。 木 の 立っ て いる 場所 が 道 の 脇 で あっ て も 、 境 界 で あっ て も 、 広 場 で あっ 
て も 、 そ こ は 世 界 の 中 心 を 意味 する 。 ア カ デ ミ ー 賞 受賞 作 の 『 千 と 千尋 の 神隠し ] ( ス 
タ ジ オ ジブ リ ) も 「 世 界 樹 の 物語 」 の ひと つ 。 

主人 公 ・ 千 尋 の 一 家 は 新しい 住ま い へ 向かう 途中 、 め ざす 道 の 一 本 手前 の 道 に 入っ 
て し まう 。 す ぐに 道 を 間違え た こと を 知る が 、 好奇 心 の 強い 父親 は 、 な お も クル マ 
を 進め て いく 。 道 の 行き 止ま り に ある 日 本 風 と も 中 国 風 と も つか ぬ 人 奇妙 な 建物 の ト 
ン ネ ル を 抜け る と 、 ど こ か 懐か し さ を 感じ させ る 不思議 な 町 が 目 の 前 に 広がっ て い 


た 。 
その 世界 の 中 央 に は 魔女 の 湯 婆 門 が 支配 する 「 油屋 」 が そびえ 、 油 屋 の 周り に は 湯 
治 客 を 目当て に し た 飲食 店 が 軒 を 並べ る 。 一 見 する と 、 ど こ に で も ある よう な 温泉 


旅館 街 だ が 、 通 常 の 温泉 街 と は 、 ひ と 味 も 、 
は 神々 で 、 油 屋 の 従業 員 は カエ ル ( 男 )、 ナ メ 
秘書 役 で 、 千 暴 を 助け る 「 ハ ク 」 も 竜 の 化身 だ 。 

実は トン ネル の 向こう 側 に 広がっ て いた の は 世界 樹 ワ ー ル ド 。 千尋 た ち が 迷 い 込 
ん だ 道 の 入 口 に は 一 本 の 巨木 が あり 、 巨 木 の 前 に は 鳥居 、 根 元 に は 打ち 捨て られ た 
小さ な 詞 が 積み 重なっ て いた 。 ト ン ネ ル の ある 奇妙 な 建物 は 「 巨 木 の 前 の 鳥居 ]、 世 
界 の 中 央 に そびえ 立つ 油屋 は 「 巨 木 そ の も の 」、 油 屋 の 前 の 飲食 街 は 「 積 み 重 ね られ 
た 詞 群 ] が 変貌 し た も の だ 。 つ まり 、 千 尋 た ち は 、 う ん と 小さ く な っ て 、 巨木 の 中 の 
世界 に 入り 込ん で し まっ た の だ 。 

実は 、 こ の 世界 観 の モチ ー フ と な っ て いる の が 北欧 神話 に 登場 する ユグドラ シル 
の 樹 ( ス トー リー の モチ ー フ は ホメ ロス の 「 オ デュ ユ ッ セ イア ])。 ユ グ ド ラ シル の 頂き 
に は 一 羽 の 鷲 が と まっ て お り 、 樹 の 根元 に 潜む 竜 ニ ー ト ホッ グ と 対立 関係 に ある 。 
ト ホ ッ グ は リス の ラタトスク を 毎日 、 頂 き に まで 送り つけ て 、 敬 を 悩ま せ て いる 。 
秘 疲 が 驚 、 ハ ク が ニー ト ホ ッ グ の 反映 と すれ ば 、 千 尋 は リス の 化身 と いう こと 
に な る 。 湯 疲 疲 の 素材 の ひと つと し て オー ディ ン も 取り 入れ た よう で 、 見 張り 役 と 
し て 飛ば し て いる 湯 バード は オー ディ ン の カラ ス 、 フ ギン と ム ニ ン の 投影 と 思わ れ 
る 。 


いひ 


ふた 味 も 違っ て いる 。 そ も そ も 湯 治 客 
 ( 女 ) 、 ク モ ( 釜 爺 ) だ し 、 湯 疲 波 の 
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( ふ ミ ン ) 
ノ 「 藤 や でぶ 」 色 職 D 如 "知り 情 所 上 S4 の We 回 表 宮 時 惑 


、 


選 補 知 " 補 思 表 し 仙 o 揚 束 せ 補 る " 各 思 さく 王 ぐ マス 篤人 ら ー、 こ 
し る る 地代 志和 h9 4J2 の し WS 会 0 丸 ? 給 計 の や KW 半 滞 卸 唱 肖 や し 忘 の 
に 9 どく ルム た 

入信 狼 S 全 守 沼 S 拉 半 弄 0 信 S 公 窒 ろ 609) 加 圭 宏 拓 天 慰 る 7 選 め 要 必 
填 S 和 村 つね お? 牧 らく 0 S 己 弄 生 人 るり 記 回 KG の 局 S 定 祭 「 記 ぐる や る ロ 全 や お 芋 
SYS ベ SS]S パ バ 旧 症 ちか で お の る SStO7 人 に 鹿 疾 公民 交 二 で る 謀 閥 や NG 矯 党 G 想 史 電 る 
RS 補 し Ao 沖 <@ 和 phe の 篤 Pao? 

AN [多年] S 当 レ "半球" 弄 守 胡 弄 G 征 つじ の 反 <⑥ShG" 樺 捧ぐ 堂 会 「 字 論 S 素 宮 」 の 
記 和 9ne 四 史 殖 0 レ る 引 て マレ っ の 引っ の 下味 休 補 SO 人 8 る 存じ" て レ S ズ 冠 G 詩 <N 宮 揚 か 
りり 4) 介 守 うろ で 和 選 和 へ 66n0T6n0 う つや 半 肝 押し ろ n6 崇 8 守 天 補 で や 会 。 門 家 填 つつ 
AT8 和 や お 和 よ 赴 美 め 須 る 7 守 拓 中 ロ 癌 で S 窒 環 球 軍 史 倫 つ レ る no" 


田 十 べ 征 ぐ 左 半 學 引 ぐ 中 ソン つ SS 人 っ つい トマ ネー 


所 和 入 坪 模 全 の 会 KO 愉 旧 K 牛 ぐ 雪 定 害 玩 き A" 8 うつ る 2 の 6 旧 壮 四 介 宮 全 の ? 

ル S・ー ト へ と 人 ぐ 総 1 朱 鶴 ぐ 当 へ 8 選 ぐい N ホ ド っ 選 G 愛 短 和 9 誤 選 " トホホ っ 選 8 
和 和 公 慌 記 各 半 代 会 合 的 正 つ ^ 環 列 " K 直 く 十 生 SG の ミ ふ 名 合 胸 の 上 守 < ぐ 0 ぐ 唱 当社 愛 を 
互 407 80 鈴 選 国士 べ 掃 S 意 翼 倒 凸 ぐ 注 唱 内 く 人 居り 

の の 04Jo20 MS 人 9 引く 宗 吾 洋 邊 区 局 人 WO 全 超 く wWS 光 っ 某 / 介 公 氏 ONS 枯 つ っ 
赴 " 征吾 医 己 ぐ 鶴 十 的 究 2 ぐ 迄 避 葵 0 レ つ 4 人 人 か 02 か NR 必 ボ っ 選 巣 叶 吉 拉 「 妥 ] 穫 で? 

JNN 当代 会 合 倒 記 志和 8 へ へ 8 玉 邊 る 遇 宇 SGK ホ トー へ (4 上 思 交 人 MS 芋 
も 軸 i\@ り の 篤 PO の 0 る 愉 宗 2 の 人 ぐ ) 折 易 づつ ^ 0 My ン 首謀 ロン 2 27 代 唱 つつ ぬ | 還 避 
ロロ 山 委 嗣 伝 年 志 " 世 水 部 る 人 S 公 ぐー 還 十 べ 和 ぐ 忘 慌 9 SO の る 候 写 旧記 生じ つ が で 9 v 
し の 赤貝 S 全 0 人 ぐ 全 一 S 光 所 めぐる 沿 405 半 計 る 問 芝 せ 和 へ で 出 葵 科 ぐ お? 

詳 各 の K ト ー へ "の 改 を へ 和 ぐ 肖 玩 せ 宗 問 慰 器 つ レ 20 5 候補 7 思 六 K ト ー ヘ ルポ 可 公 
直球 須 り hG 詞 邊 パ 記 天球 器 " 球 娠 加計 的 へ 徐 か て K つ や っ の ぐう AKG Jo の し Ok? 

3 せ 「 ポ 明 怒 ぐ 据 筐 」 の 放 St の ロ 7 明記 や 最 弄 近年 穫 で 守 公 / 臣 衣 上 日 本や 
ふし 「 り 0 お る 年 ] ぐ 四宮 の 告 0 し る nk9? 還 二 は て SS る / GS ペ ン ン SS 品 6 所 し じ ^ 倫 ” 会 
作 全 2S 品 0 し 2 や S? 表 包 う 答 交 思っ 2 で 人 Sh9 6 か 上 7 光二 の ロー リ PKK 談 除 称 監 選 時 
シセ 「 軍 守 記 9 胃 ぶ お ね ユー ネー で お 5 
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( 翌 曽 ) 
や りや 環 公 守 刀 <Q7 目 選 の 6 じ 洗 選 臣 Q 代 っ 明 粗 ぐ 吉 


ペー で へ 人 KK さて 人 か 


マト ヘル ー ふ 田 表 改 中 くべ G 耕 臨 劇 弄 と 


ー ャ ANKNYD eS6098 せ ト ヘル レー ふぐ < 
田 胡 NII 名 華 串 つじ る 欠 眉 可 ぐ 明記 " 「 ヘー ャ へ S 間 迫 ]S 涯 堂 補 全 (ヘー 
て へ 倒 豆 年 ( 宗 ロ 00 レ を トー トニ と りさ | 半 り 2 で モレ) 上 6 
会 喘 忌 直喜 沖 め 選 や 会 完 供 りつ きる 1 

沖合 べ 球 や べく 早 称 演 生 り 6 代 さる の る ろ 心 肌 短 S 吉 補 で ? る の る 慰 全 選 心 ” 法 
団 還 つづ 会 宮 ろ の 9 り QASA” 所 只 唱 S 思 選 軸 宿り 球 時 つり: 

ペー で へ 人 K さ て 避 曲 守ら S せ 人 ヘル セー ふ 貼 素 和 中 の く 公 AS 型 庵 ” 中 の 愛 ぐ か で くき る 
AAS 玩 起 せ 世 引 は 60 し 貴 Ge 全 / 王 者 ト で K 必 AS 年 侯 KN ユー ベー 人 きき へ へ 波 6 合 補 
是 幅 ぐ 軍 (KN や S) HH 私] 避 8G 6 人 S 引 倒 堂 や ぐり る rk? 

表 和 中 田 旧 共 りさ と の る 心愛 会っ 丸 ? 甘 RS 喜 ちせ 計 ン 。 媒 所 年 弓 ぐ 年 ト へ で と を 私 きす リー 
が こく トー こく Fc 

4SnQ 間 の を と 必 へ A 所 へ AS 店 く 人 へ 田 選 6 の レジ さと 策 QRSKGT ANS 愉 9 表 和 り 田 革 悪 つ 
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し る 2 や 生 / 肢 公 舞 ぐ 人 で おり の 誠二 梁 に 交 宮 0 弄 史 くく 代 AS 選 拉 弄 で 9 く 公 A 攻 へ さや リー 
会 ポー ヘリ ー 経 坦 く 7 尼 和 中 田 の 型 敵 提 巴 シン 

ろ る パ ろく 一 大 しく 2AS | だ 己 型 20 2 る 9 SG り QB お さと 8 志 22 つ 220 で SoS 唱 SO 
し る 2 や? 杏 3 く 公 AG 会 介 IHS の の 9 誤 選 / 殺 漏 9 定 堅 ぐつ AX@ つ りつ し 接 つ 所 づつ ^ 出 
間 編 本 は 会 例 ? 


ッ 「 リ キャ KITA ふぐ 胃 っ 」 じ 民団 無 郭 


ペン と 区 る 会 お 尺 ? 

「 SYO り S 軍 渡 選 下 ち 詞 AM 会 福 鞭 人 提 人 0 登 レ ン 補 る 7 2p40Q ペ て 光 8 人 86 
し 2noS し Sh めく? 窒 必 手 宮 つり 人 8 ら る りや おる 窒 倒 折 6 民 8 串 青 守 せ つき る し つき で 
表 和 中田 先 SO 時 時 つね 2 の さと 6 字 愛 く 区 らく 公 へ 避 窒 府営 纏 は の 選 会 会 0 パ 必 短 ン 
尽 ? 居 寺 叙 約 26 愉 497 窟 倒 近 Y6tQ 和 ヤ 逢 - く 光 へ 半 思 細 ぐ 振替 的 赴 上 8 丸 信 る 評 避 的 税 多 や 公 7 
素 り 田 壮 定 中 つつ 光る ? 

りか づつ レ に [9 と KiIAS 究 2] 光紀 論法 剖 W60 や? 

穴 語 せ 淫 つ ン ^ ペ ポン S 忠 十 公 窟 夫 し 更 ? 補 り Xn0 り 芋 叶 人 宮 宮 せ 坦 志村 定信 生き を 8 
和 v 選 4 り 補 王 窒 椅 所 坦 宗 お 得 さ りり コン 8 翌 枯 ぐし 潤 ぐ や で? 

団 六 球 葛 つ / 往 申 っ の 畠中 下 准 り 6 お ? 肛 還 XSnJ が 6 る 窒 主 公記 *6 選 " 二 軒 G 鶴 や を め り 篤 補 全 で 
? 必 篤 ホロ (年 や ぐ お 員 公民 ) 拉 還 KG。 放 選 の 8 ン 究 い さじ くろ 4)RAAS し 295 


に いう こ 1 


My 


プ 革 相羽 光生 衣 守 己 如 ツ "RG 端 還 容 


j ト で 信人 か で へ 人 


ドーi ト て へ ぐ 展 地 *K か や トミ 届 ー% 昌 会 ツン Q や 退 


藤田 SG や ー ャ ANK さ て か ドロ で へ トト へ ふか ー 旧 色 守 や te ベー れつ ARー 上 ロ 補 人 志 
貼 S 人 9 思 R8 杏 SG 公館 香 交替 活 の や h9 宣 8I ト NT さ hYAN (ミト で へ っ) っ の ) 篤 湿 1 
に ンー よさ く が 0 

民 押 古 紀 ぐ 喘 十 古 ポ ドーIhYAS 半 所 の りう SSKGK か や ト N さ IN ドー スス (KK か トト さき ホー スペ) 由 介 話 征 つ 
し 丸吉 や ホー で へ KK さ て 下 写 脱 や の や る 艇 全球 会 SG) 美 会 倒 恨 半 半 る 語ら 肖 必 区 


ね 9 


完全 9 
249 っ 04JK 和 トド い 人 か ホー ペ 由 宏 主 定 *S 器 征 四 の つり 頁 GSK 委 ロート ぐ 生生 トー へ と へ 
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時 折 、 エ ルリ ッ ク の 元 を 離れ 、 
エル リッ ク の 知人 すら も 殺し て し まう 
: ほど 。 ど ちら か と いえ ば 、 剣 の ほう が 
主人 で 、 エ ルリ ッ ク が し も べ の よう な 


生き て お り 、 剣 を 手放す わけ に は いか 
: 関係 だ 。 


な い 。 


: エル リッ ク は 剣 か ら 生 命 力 を も ら っ て 


I 
R 
ロ J 
h 
さ 
1 
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3 
宮 
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ヒロ イッ ク フ ァ ンタ ジー に 登場 する 
妖 剣 も 多い 。 そ の 筆頭 格 は マイ ケル ・ 
ム ア コ ッ ク の 「 エ ルリ ッ ク ・ サ ー ガ ] 
登場 する スト ー ム ブリ ン ガ ー だ 。 メ ル 

ボー ネ の 白子 の 王子 エル リッ ク が 所 
有 。 剣 自体 が 強大 な 力 を 持っ た 魔物 で 、 
殺し た 相手 の 魂 を 食らっ て 生き て いる 。 


(よさ っ) 
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に OOES 
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ド 


と に 、 ケ ルト 神話 が 残っ た 


承 を 書き 留め て くれ た か ら 


北欧 ・ ケ ルト 神話 の 奥深 さ を 思 うと 、 


伝 


皮肉 な 
i の は アイ ル ラ ンド に や っ て きた キリ ス 


イツ や フラ ンス 、 イ ギリ ス の 神話 が 残っ 


ト 教 の 宣教 師 た ち が 、 せ っ せ と 古 代 か 
て いな い の が 残念 で な ら な い 。 


ら の 他 


て 残っ て いる の は ギリ シア ・ 
その 他 の 


ヨー ロッ パ の 神話 と し て 、 あ る 程度 、 : 


体系 だ 
まっ た (一 部 は 民俗 行事 と し て 残っ て 


リス ト 教 の 伸長 と と も に 消 減 し て し 
いる が )。 


ロー マ 神 話 、 北 欧 神話 、 ケ ルト 神 


の 3 つ に 過ぎ な い 。 
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な が ロ 
っ 開 ル 
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バ ロ ル は 礎 良 の 持ち 主 で 、 見 つめ ら 


ミオ と ジュ リエ ッ ト 」 と いっ て いい か も 
: れる と 体 が 動か な く な る 。 パ ロ ル を な 


し れ な い 。 


: ん と か し な いと 、 ダ ナ 神 族 は 勝機 を つ 


: か め な い 。 魔 眼 対 策 が 第 一 の 課題 と な っ 


3 た 。 


め 


て いた 。 し か し エス リン は 、 ダ ナ 神 族 
の キア ン と 愛し 合う よう に な り 、 息子 
アイ ル ラ ンド 版 「 ロ 


フォ ウォ レ 族 の 指導 者 は ル グ の 祖父 、 
殺さ れる 」 と 予言 され て いた こと か 
ら 、 娘 エス リン を 水晶 の 塔 に 閉じ 
ル グ が 誕生 し た 。 


ひと つ 目 の バ パロ ル だ っ た 。 バ パロ ル は 「 孫 : 


【 
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に いう こつ 


歳 の と き 、 父 を 求め て アイ ル ラ ンド 
危険 な 人 物 と 判断 され 、 
次 々 に 打倒 す 


・ フ リン の 息子 
: を 去っ た 後 、 生 まれ た 子 が コン ラ 。 七 


: 戦士 を 差し 向け られ る 。 

: る が 、 ク ー・ フ リン に は 敵 わ ず 、 ガ イ ・ 
: ボル ガ の 一 撃 を 受け て 死亡 し て し まっ 
1 た 。 


: や っ て くる が 、 


1 
Ko) 


命 を 
に 


自分 の 子 を 生む 


影 の 国 に いた と き 、 ス カー タ ハ と ラ 
イ バ ル ・ ア イフ ェ と の 促 い が 起こ っ た 。 
クー・ フ リン は スカ ー タ ハ 勢 の 一 員 と 
し て 参加 、 届 強 な 田 者 を 何人 も 倒し 、 
つい に は アイ フェ も 居 服 させ た 。 

を 約束 させ る 。 ク ー・ フ リン が 影 の 国 


助け る か わり ( 


| 
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( 翌 ) 
ノ 咽 素 じ 旨 江 内 愉 ODNQne 日 ミト NG っ 民 sQ 
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人 か 27 で ANN と ルル グ 
ACNA と も お 模 計 し 導 導 る 果 グッ ン 
きら 衣 SSONTHSNSK ら AS ヘス AA( 
さ NS | 明 め で 0 」 の る 候 作 上 拉 還 や の 公 加 る 
控 計 還 国 0 っ 人 お 生 KQs の SS 島 ら つ で べり 葵 突 *9 や | 
09 間 
作 福 公 角 父 中 司 有 中 室 介 会 つ ン 8 で る ら つ 丸 Ja0o2 [SNS ポ 法要 で ぐ ぐ 補選 の 
宮 ぐ 軍 缶 h り の 委 交会 で 5 の 居民 措 羽 選 2 の 寺 0 公 千 る ? 慎 若 ・ 球 貢 球 世間 ぐ 王 宏 選 人 
@ 舞 出品 つ きる や ^ 中 時 9 下手 監 表 NG 民 天 りつ し 癌 提 慰 負 所 下 で 長 測 宮 G 公 の つ 忌 癌 る ? 

ズ 思 琴 填 し 舞 員 め 型 束 つ し ろ で 所 或 全 SS 丹 以 鹿 Q 補 " 味 者 ロー ロト くも mo 根 尺 補 迄 
塊 格 愉 選 回 中 交 会 筐 0 レ っ ので 剖 人 余人 唱 宙 室 知 で 人 5 表 つ し 苦 長 挟 堂 公刊 ペ 和 部 血 


うい さく だ うとく 


っ の 
G 長 竣 @ 8 る 並 定 お 過 公 型 還 つね の つ 公 昭 ACS 人 0 GS 公 の つ 忌 舗 る" 
日 ミ い 8 0 Jp46 マ 時 <Q で 妹 球 問 


H ミ hG 『KR さ ンー 閥 』「 得 の 昭夫 生 KQ 和 る 澤 選民 震 補 お し 8 
ンー で 公 和 を AA て 箱 K 旧 る お hG が 6Pmー ロ トス 旨 党 唱 選 話 公 欠 7 
を トー ト う 音 S7 條 ルル 00 4) っ 2 パン 長 ぐ 忌 忍 選 愛 きる ぐし る る? 

ミー 穫 民 AKGAJ” 所 訴 据 党 ph9 音 泊 征 直ぐ トミ や ホロ に W 泥 て" 完 間 走 
組 り 判 時 で 避 お や の S/ 年 さ ぐ 拓 味 ・ ト ーK 人 S 全 K ス 下 GS 拓 昧 ・ 
KS さき YK 思 べ GS 天 路 ・mー 公 へ く で 49” 詩 選 は 6 ひじ 臣 所 遇 公 交 ひ 
し る xn@" ト さ か SG 宮 所 GHSN ト ー ペ 心 く で さく 記 ぐ GH ミ NKK 私 ト 
ミー ト さ いく で さら 藻 くし るる? 

TK へ SSSHS 人 し 8 羽 SGHSN8「 前 の の 守 *o ン 細 く し る い 0」7 
寂 GHSh「 軸 析 (に KN トミ ーー) 6 ら っ の 壁 ろ 」 の) 線 選 レ Sh? 記 ぐ HS 
いせ を トー ト っ ) 下 | 窓 代 KO り AJs の 7 

て も 日 SN 壮 四 7 戻 軍 ぐ S 会 し 指 ぐ つ ^ 過 旧 応 王 避 短 補 人 提要 おら 
窒 長 しぶ へ K ミ ー ホ マー だ で お ら ゃ hG 日 人 き 下 室 詠 の お 交 の 旧 人 8 忌 妥 罰 
器 計 丸 居る 手合 じ じ 代 HHSNAAK 日 SN 


俳優 の オー 
ド ・ ブ ルー ム が し た 弓 の 達人 レ 


ゴラス の イメ ー ジ が 定着 。 
ルー ツ に 持つ ドワーフ と は 、 ず いぶ 


ジ が 強く な っ て し まっ た 。 


: か り 金 瑞 長 身 、 か つ 美 形 の 種族 の イメ ー 
に っ 


IN 
ミ 
| 
押 
還 
S 
団 
円 
(⑦ 


か つて は 、 と ん が り 耳 の 小 人 の 妖精 と : 


エル フ は 国 ・ 地 域 に よっ て 、 姿 や 性 
され る こと が 多かっ た が 、J・R・R・ ト ー 


質 、 身 長 は 、 さ ま ざ ま に 伝え られ て いる 。 


ン 
グ だ 
と 
呼 
ば 
れ 
る 
朋 それ を 映画 化し 


に いう ここ 1 


な っ て し まっ た 。 


と 逢っ た も の 〔 


リン グ 」 (ビー 
ター・ ジ ャ クソ ン 監 督 ) の 影響 で 、 す っ : 


た 『 ロ ー ド ・ オ ブ ・ ザ ・ 
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( 抽 ) / グ 
出 員 更 雪 Ne 如 合理 OVQ 守 妹 「 斑 糧 つ 侍 つ 肥 」 


つき (に たく 


る 翌 革 器 員 ポ ぐつ か ふ い ペー" 
ロロ GII 四 思 @ 由 り め 


伝 避 激 加代 8 人 し 2 の 7 ロキ 11 蜂 本 GS 選 四 NH つき (NHA 
^K 先 ) ぐ 柱 走 注 2 
や へ YhI ミ 8 せ NH へ 人 き 移 無 沼 和 me 丸 登 補 お 唱和 ド ロ ーh 8 人 B6 で レン で S 思 2 涼 史 拉 党 
pt" 「 箇 選 超人 22S」G 肖 堂 " 給 の 2 ぐし 2 の 7 記紀 じ と W し SG や も 8 る ? 癌 ぐ 四 季 KG 潰 " 
3G 宮 " G 趣 回 融 " 選 ぐ 蛍 常光 の 届 寄 の つじ 2k07 る 穫 の 引 電 つつ 8 222S 符 人 り 選 8 
さて NIS 所 OKGS 及 % 守 丸く 所 直下 つ ン 8 で ね のり る 公 SK9 
穴 一 人 ト で へ NH へ つぐ 甘 闘 し SG 還 人 ささ へ S さ の く 全 所 内 つ 尺 選 7 完 補 せ Wh っ のり 遇 07 
軸 は くし 所 り し ろ ? ぴり 選 倒 。 刀 せ 王 肘 づつ 旧 富 党 半 R2 の 8 ン 直 散り 8 選 が 忌避 販 還 守り 


会 ぐ の 人 必 胃 年 エー ミ つ 会 本 電 叩 20 の 室 Pa0 ン SS で 85 回 @ 諸 2 避 困 選 上 し お 是 々 弓 


eo 


福 


縮 つ NHA さ 窒 交 0 や KO 旧家 合 丸 " 

是 々 中 写 ロペ ー ト で へ へ (「 隊長 遇 し 二 いや kooS」1S 紋 ) JO 呈 丸 統 天 りつ QR NH 
ミロ 「mNS 和 編 のり 2 う 守 倒 人 更 00 呈 宙 倒 。 瑞 倒 R 和 0 く の 弓 千 は 愉 約 玉 じ つ 40 7 
ロペ ー ト で へ SI 算 濁 選 人 テ ロー ル (「 思 雪 ゃ *@ の 2S」S 注 ) で や 玉 窒 も 委 ら EK9T の な 
= と 9 き ル エゴ さこ 2 こる どく た めこ だ たく > 4 に ネコ いと 3 バ た 肝 ャ に さ SF08 こ PA 

捉 邊 G 之 年 し せい へ こさ 的 つ 38n6 福 て 計 うり の 倒 全 会 で 尺 征 さえ 手 と トート 選 宗 
人 人 8” と トー ト 尼 無 ら 四 凶 KS 雇 ヨコ S 窓 0 り S407 6 天上 赴 坦 つ S 2 の 2 ぐ 案 話せ つり ” 
共 @ 心 肖 父 会 2 窒 和 さて トミ 提 疾 違 ゴ ちる ? 


マ 藤 ゞ G 劇 唱 全 人 入 ORNHA つ ミ 


是 々 8 玩 ぐ 十 し 公 Rre 公 Sie 昧 的 応 W や の つ 丸 篤 / 織る し 0 作る 9 NH AS 代 二 人 G 詞 aOAO 
9J 公 じ aON0 で の を る 会 論旨 つ 叉 色 / 麹 攻 是 々 S 下 称 張 2 ポン 計ら 湖 ぐう) | 掴 つ お ? 

是 々 8「 再 半 22G」 の 4S 包 おら 線 7 絡 志 る 瑞 己 り で し 福 ぐ さる 眉 芸 "所 限 / 征 々 GS 
選 公 還 二 GS ロ SG ほ 幅 うり 039N 十 / 穀 GS の 038 江 組 つる) トリー 人 三公 SG 王 避 中 
移 0 つ 唄 く 和 G も 。 8 計 つ ン / 辻 QSKoh66B8 で 8? 

ろ め 記 MoxN%ONm つり ^ 意 提 愉 会 生き 7 る っ の 8 症 上 超 る 汐 天 る で 人 必 国 ン パ Sn9" 先 幸 補 6 
宗 宙 りり 9 長 G^ ホリ サー ミ ぐ 中 交会 座 記 の 丸 公選 S 具 補 で る 9 りか つじ P ト へ 人 昔 下 和 ホ ロ 
ふ ( 古 ぶ ぐ や 素 旬 忌 ) 6 下 に 局 ン ぐ 揚 避 切 SN 旧作 89 


に いこ 1 


還 還 朋 EET 1 に PET: で プ コ 
け | | 異 丸 叫 選 つつ 公 つ 叫 求 ロ 7 
・ コト さ FEE こ よさ トマ たい 】 


| 2 nANNNGS 悪 正和 SC" 


せ サロ ーWS6 恩 っ 1 


キロ リー 包 人生 和 を 人 忠 求 束 他 選 政和 時 必 左 図 
せ ^ 析 包 G 北 補 公 回 狂 諾 恒 避 癌 好人 慰 志和 
じじ お 9 SG す リーQ と を 8220 で 記 
間 襲 余 の つじ 還る 赴 信 じ 2 で や も 
人 る? 

過ち | 意 党 ぐせ べ 室 り 宮 会 し 宇和 
つ し る neS や Q 必 会 つり し キリ ロー 私 を 
S 光 OSS ポ し 宗 ぐ の 》0。 ズ 選 お 定 倒 
弄り 0S 穫 会” 課 呈 涯 く 判 訣 折 守 
人 か ト S 忌 中 和 と 也 せ ぐり ヘー 記 人 0 ビ 
hG 


宗 偽 衣 ロ 理 人 だ 選 「 脚 @ 叩 」 


全 ぐ 坦 記 守 「R 全 や て ト 』】( 尼 X 呈 人 ) 
し Gt で 無人 豆 じ る no* 

者 く SS INHN や K 公 加 葉 遂 宙 
和 宮 銘じ る hG 還 り 0 が 606 才 団 民 0 矢 癌 S 
て ロロ て で ト 避 他 る 編 0 レ ン h7 My 宗 弄 全 
人 MS 錠 療 吉 や 40 し 狂人 6 も 護 各 7 
モロ ポ 癌 人 6 で 8SO46 じ 鈴 長 つじ ろ ? 
還る や く K ロ て で ト 8/ 補 密 電 お 代り ぐ 5 
信 護 脱 弱 つね? 

[NH AP や KS 中 避 弟 史生 や 十 11S 
総計 じ 球 表 る ね マロ る し る pe] 

ポン S 党 補 電 玉 守 表 下 己 前科 人 や e の 
ぐし 8 る モレ 並 | 飼 二 や や 選 S 色 谷 S 
志和 ね の" つ 公 の YS 揚 交 Ad 引 吉 仁 ロ 
る 丸 倍 記者 人 お 9 表し 1 ス 懲 和 可 
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つり つが 6 5 

部 せり 人 良 。 送 会 必 下 是 つ 丸 求 長 直人 
ゃ や ゃ KS で SS? 求 郊 示 史 ぐ 鹿 放 和 的 交 
0 お 8? 

十 11 2 の ぐ 但 史 | 肌 宗 球 ン ポポ 人 ぐ 突 だ 8 誠 
宗 史 因 所 つ し 2 ン だ 層 = 導 つ レ エロ 々 部 計 
黙る 如 法 ぐ 欄 的 つじ % 尺 表 人 や か KS つ 
S 届 め 所 つ し Sh? 約 直 る を 本 人 や 
か KS 束 KQ ポ 8/ 呈 史 球 笑 宗 当 人 Si キー 
Sn を SG「S ポ 」 称 束 吉 つ し る 6 

り ぐ や 心 旧 赴 宮 球 貴 人生 目 しか で くさ る 窟 
2^ 宮中 史明 地 ・ 型 局 下 0 の の も 上 軍 つ ろ 語 油 
計 邊 卓 つ 。 嘱 環 ぐ ポ 誠 的 完 :6 りう 心 是 細 号 六 
尻 板 RT お て トト 介 宗 料 御 つか 
トト 会 弄 ン 胃 や で ヘー と も っ の 林間 や 人 Sy5 

玉 忌 者 演 ル く ー く ミー 必 ふ 」S せ も く ヘ へ 
ホキ ー 選 回 田 公記 宝 やく 祭 マー 合せ KK 


や ト と へ 私 ト 選 ( 編 究 吊る ) め 引 べ 直 か り の 
誠に m て こ いき ル く を iu よー いと: 
半 王 坦 ご 旬 祭 光 台 軍人 各 の 詩 朗 pYe 
誤 6 ぐ じ 丸 下 二 お 導 全 そ 求 堂 つ レタ スン 
王 穴 填 に トミ 公 昌 不 倒 毅 ぐ パパ 避 超 忠 称 痢 マ 
そつ こい トト デ く 人 

々 つら B60 し を 改心 く 信 マ ーー 
1 る) に に さく まこ に 3 とく 5 に 
人 08 つ 会 つっ ト さ 代 S 求 2 の が 68 「 王 
ぐ SNS 悪し SN の 旧 紅 全 選 光る? 

選 Gp8rQs 厩 投 吾 抽 上 り 「 了 @ 抽 激 」 

ゃ し も ロ 王寺 の 征 公 ぐつ 会 の 還 一 中公 
く 全 Q で へ 往時 Ko し 涯 党 濃 0 レボ ポ 会 
匂 鞭 りつ し で し る マン 環 ぐ ポポ] つつ し 慰問 史 
器 計 人 で し 2 の 居 有 演 2? で し お る) 
ぶつ リ 「 下 S ポ 」 つつ し 慰 器 宮 計 信人 
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EE くく が vo 

「 ト ミリ ロホ 愉 ホ で ( ト さ 購 球 家 )] し せ ^ 
HHK 人 攻 東 G「 下 ぐ 」 称 K 宗 二 会 竹 還 人 
し る nh ( 守 座 HHK つ 8 和 守 へ ト 是 宮 し 
SW ぐ 年 的 性 つ "ロー ル 是 門 ぐ す サリー と 
ざ 下 | 窓 %SSK りり の 叙 四 う )? 


「H ロ KeIHGHeVf0G に し 46 年 V 叩 選 
早く …… 所 陣 QH68 っ ね? 省 だ 公 人 QR へ ヘ 
6 叩 ( て へ へ ) GpVQMIRD 遇 V 心 邊 VH6 つ ^ 
下 ぜ 雷 G 革 的 は 倫 じ ^ 太 由 し D 選 市 選 
つつ" X1 ト RUf6CpV 軌 っ 恨 玉水 
瓦 所 D お ? NN 疲 人 G 羽 由 尺 で し ロロ 0 や V 
QOS …… 

小刀 VNJ 以 G 墨 G せ し KG-6 心 ロ 袋 YS? 
に SvLti)A05i040ESYCIIIEN5 NYAPI に こめ 
6 叩け 避 倒し Je 生 宮 中 ^ 脚 震 抽 抵 け 合 


で じ し 墨 @ 共 唱 弄 で ね? 瑞 導 的 人 | 
SN01J り 色 し 0 季 ^ 窟 和 や 折っ 拓 誠 け る 
( 守 腹 球 窒 ) 


忌 ゅ 所 
だ"」 


表 多 軍記 りり の 旧記 差 字 控 革 下 
会 の で 生 「 モ っ 聞 拓 の 瑞 癌 8 つ る 代 
会" 攻 迷 価 計 の つ し ^ を 瑞 玩 め 球 Ko 丸 
合 征 赴 つろ 丸 球 公 「 下 ぐ ポポ の つい 演 剖 史 
福 信 4 人 必 旧 人 で や 民 班 革 蛇 計 ” 世 裕 し 


92 


人 旬 G 和 手話 ・ 加 


下図 ぐ 還 喉 秩 付 マーK ぴ つや” 畠 注 G 玩 衣 り 納 
容 t 都 半 記 信介 地 い 福 陵 革 還 肌 妃 し GS サ と 
ふ ふ ーS 誠 年 史 悦 つ 民 2 の 6 会 称 2? 士 民 を 詞 叙 軍 
0 し 2 の で ペ 敵 かぐ 避 必要 妖 HH) ヘ ーー 


3 束 SHS 富 時 を 製 昧 パ ′ MS で 抜天 や te 客 半 の) 
据 座 会 YSne?| 


(で へ と) 
ハン 明貴 藤和 ハント GS 玉 い 蝶 誰 


か に 全 


つ 時 骸 玖 貞 尊 本 NG 圏 革 計 丘 中 


で ハン 挟 過 り 下 誠 つ 7 起 各 Ye 引 年 ・ エ ハン 
INSO 信 際 ” 主 池 敵前 つじ 穫 ら 。 記 回 征 ざっ の 
監 紅玉 し Sn0? 避 を く ヘ へ ルー ぐ パ 人 党 個 や 時 
求 二 S 定 計 盾 GS 民 全 補 る し 2n" エ つ 余震 
戻 G 包 調 完 ぐ 軍 鞭 の つり 無色 SYO り 4)o の S 選 ” 思 
S 誠 を 深 ロ 6 らく ロー か mA 委 騰 人 SGSh97 

NHIN て へ 和 を 生還 六 謀 (素人 
を 包 忠信 暫 し SO 穫 JS 窟 っ の St9)・ や ユー 
井本 内 合 避 年 0 丸和 中 ” 中 科 Oo や 人 
て か 8/ ズ 認 穫 お も 8 ご 是 ざ っ の 宮 毅 志 吉 じ 
介 選 亜人 志 堂 史 鐘 くし る "で へ と 年 せ 家 ろ 


性 揚 宮 5 の KO 公 ホー 必 SRNS 誤 9 つめ せ 


時 


%/ 


KO 

k: 2 
SL] ンコ 
ンプ 人 生 T 。 
を は 計 と く と 
落と っ 規 り 明 下 トビ 
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て お り 、 ほ ぼ | 
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変化 する 如 
な いよ う で ある 。 


と は で き 


マン ガ 『 ドラ ゴン ボー ル 』 (集英社 ) の 主人 公 


採 司空 も 名 意 棒 を 携帯 し て いる 。 赤 色 で 、 金 輪 
が 、 伸 ば し て も 太 さ は 変わ ら ず 、 普 段 も ー メ ー ト ル 


まで 伸び る な ど 、 長 くす る こと は で きる よう で ある 
ほど の 長 さ に し て 背負 っ て いた 


の 装飾 も 無く 、 細 身 の 円 筒 型 を し て いる 。 地球 か ら 


る 


代り 陸 情 空 


孫悟空 は 、 三 蔵 法師 た ちと 共に 天 答 を 
目指 し て 旅 を する 畳 険 語 「 西 遊記 の 登場 
人 物 。 

十 代 の 中 国 で は 、 神 々 の 住む 交 山 を 中 
心 に 八 つ の 山 と 海 が あり 、 そ の 外側 に は 大 
海 と 四 つ の 島 が 広がっ て いる と 信じ ら 
いた 。 四 つの 島 の 一 つ 東 勝 神 州 に 花 果 山 と 
いう 山 が あり 、 頂 上 に は 大 き な 岩 が あっ た 。 
岩 は 世界 が で きた と きか ら 存 在 し て お り 、 
長い 年 月 の 間 に 霊 気 を 花 え た 。 あ る 日 、 岩 
が 弾け て 中 か ら 小 さ な 石 が 飛び 出し 、 そ の 
石 か ら 石 猿 が 生ま れ た 。 石 猿 は 猿 達 の 王 に 
な り 、 名 を 「 美 獲 王 」 と 改め た 。 美 獲 王 は 
楽し く 暮らし て いた が 、 寿 命 が 尽 きる こと に 不安 を 感じ る よう に な る 。 仙 人 や 神 に 
な れ ば 、 寿 命 と は 関係 な く な る と の 話 を 聞い た 美 狂 王 は 、 永 吉 の 命 を 手 に 入れ る た 
め に 仙人 の 弟子 に な る こと を 決意 し た 。 そ こ で 空 の 道 の 第 一 人 者 で ある 頻 菩 提 祖 師 
と いう 仙人 に 弟子 入り し 、「 閣 悟 空 ] の 名 前 を も ら っ た 。 孫悟空 は 十 年 か け て 変化 の 
術 を 中 心 と する 仙 術 を 習得 する と 、 筋 斗 雲 に 乗っ て 花 果 山 へ 帰っ て いっ た 。 

花 果 山 に 戻っ た 孫悟空 は 、 自 分 が 住ん で いた 場所 が 魔物 に 荒らさ れ て いる の を 見 
て 起り 、 龍 王 か ら 貰 っ た 如意 金 籍 棒 で 魔物 を 撃退 し た 。 そ の 後 も 孫悟空 の 大 暴れ は 
続い た た め 、 困 っ た 天界 の 神々 や 仙人 が 秋 遡 に 導 ん で 、 孫 悟空 を 五行 山 に 封じ 込め 
て も ら っ た 。 や が て 三蔵 法師 の 力 で 解放 され 、 天 税 へ の 旅 に お 供する こと に な る 。 

加 意 金 笠 棒 の 最初 の 持ち 主 で ある 画 帝 と 悟 空 の 間 に は 、 両 者 と も 石 か ら 生 まれ 
て いる な ど 共 通 点 が 多く 見 られ る 。 画 帝 は 鍛冶 神 で あっ た し 、 孫 悟空 も 炉 に 閉じ 込 
め ら れ た り 、 火 で 鍛錬 する な ど 銀 冶 と 深い 関連 が 認め られ る 。 画 帝 か ら 孫 悟空 へ と 
名 意 金 条 棒 が 伝達 され た の も 、 あ な が 奇異 な こと で は な い の か も し れ な い 。 

孫悟空 の 乗り 物 と し て 知ら れる キン 斗 雲 は 、 乗 り 物 で は な く 孫 悟空 の 師 で ある 須 
菩提 祖師 が 授け た 術 で ある 。「 キ ン 斗 雲 の 術 ] は 10 万 8000 里 ( 約 6 万 500 キロ 、 地 
球 一 周 半 ほ どの 距離 ) の 速 さ で 空 を 飛ぶ 。 本 来 は 、 雲 の 上 で と ん ぽ 返 り を 切り 続け る 
こと で 動く の だ が 、 ビ ジュ アル 化し た 作品 に この 設定 が 生か され た 事 は ほとん ど な 
い 。 キ ン 斗 雲 は 「 雲 に 乗る 術 」 で ある た め 、 三 蔵 法師 な ど 生身 の 人 間 は 乗れ ず 、 神 仙 
の み 同 乗 可能 な 設定 に な っ て いる 。 

鳥山 明 の マン ガ 「 ド ラゴン ボー ル 』 (集英社 ) で は 「 筋 斗 雲 ] の 文字 で 登場 し 、 マ ッ 
ハ 1.5 (推定 時 速 1800 キロ ) の 速 さ で 空 を 飛ぶ 。 乗 
れる の は 心 が 清らか な 人 ( 亀 仙人 いわ く 「 よ いこ ] ) 
だ け で 、「 悪 いこ 」 が 乗 ろ うう と する と 雲 を すり 抜け 
て 落ち て し まう 。 そ の た め 、 孫 悟空 、 悟 飯 、 悟 天 、 
チチ な ど 、 ご く 一 部 の 登場 人 物 の み が 使 用 で きた 。 、N 
また 別 作 品 と の コラ ボレー ト を し た 際 も 、『Dr. ス や 
ラン プ (集英社 ) の 則 差 アラ レ や 『ONE PIECEI( 集 -"ー 
英 社 ) の ルフ ィ は 乗れ た が 、『 こ ちら 葛飾 区 重 有 公 の 
派出 所 】 (集英社 ) の 両津 勘 吉 は 乗る こと が で 
き な か っ た よう だ 。 3 れ 3、 
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8 ペー 私 Te8 ら 。 差 共 史 軍人 0 や おこ) 窒 る ぐ 警 宮 届 座 定 く 藻 て WO 会 世 AG の 8 約 る 波 7 
1 爵 じ 中 避 宮 か りり Se ST SS 頑 衣 ぐ で 選 半 還付 時 し っ の Sn 福生 竹 秩 】 


せっ っ 0 つる いる て っ り 避 人 る うら 


し 半量 し Sro-RN 本 で 篤 等 演 避 中 N 人 お 午 想 S 1 で つつ し 費 守 ” 各所 恒 | ちせ 選 VS 屋 革 恥 勾 思 和 yo 
つ 蛋 財 屋 D し め 屋 で 計っ 敵 輸 


祭儀 藤 演 S 記 吉 呈 福村 じ Sh97 や 補 祭 倫 せ 童 器 会 人 SN6 愉 る 丸 人 S パン RS うう 祭 僧 し 


まま 
失 な ei に 

別 な れれ 谷 く で め 投 ム 

臣 力 つ 削 腕 る 撮 て 朱 

甘 を 圭 志 輸 っ 使 本 

を 持 神 < 代 ま て う 的 
持っ 濱 於 ゎ た 使 こ に 

3 で 義 郊 り 真 うと 回 

た で て 還 に 和 きとう 者 
が "は も 革 十 は を だ 

多 だ 混 太 も で 目 が 

い が 天 と は ン き 的 

罰 と 人 て ほか し 

肖 共 か た どっ で て ク 

記 に らち ふやし た い ラ 


。 は きず 湾 さ ご ご せ ば てい 江 
PA 


ご は び 洲 Cr 等 選 列 虹 な O 蔽 し 
ot の の 人 計 諸兄 の 


させ (r 豆 香寺 。 が とき 各 宝 (て 半生 
中 . 導 交 ゃ る MIN+4 諾 兄 捧 惹 は さ 
せ 洲 4 る プ マ ユ 沈 革 事 涯 沿 . 司 二 
護 兄 き 光 華 は 々 OS 届 距 避 芋 替 。 が 流 
國 呈 載 均 石 諾 吹 次 寺 O 革 芝 高 時 


ad 銃 叱 太子 、 虹 
諸 計 子 、 太 子 私 、 太 子 元 似 、 訂 東大 子 、 
中 壇 元 帥 な ど と も 呼ば れ 、 イ ンド 神話 に 登場 
する 下級 神 ナ ラク ー バ パラ が 仏教 に 取り 入れ ら 
れ た 姿 だ と いわ れ て いる 。 吐 叱 は 仏教 で は 忘 


東 
洋 
器 
防 
具 


に 残る 。 
「 西 遊記 ] で は 、 孫悟空 が 


知 # 


3 神 演 義 で は 、 深 守 二 大 師 の 一 人 ・ 太 と 
3 真人 の 革 子 と し て 描か れる 。 補 数 の 宝 具 を 
操り 、 
3 大 活躍 を し た 。 


上 () れ た 存在 に な っ た が 、「 圭 
2 神 演義 ] や 「 丁 遊記 ] な どの 
軸 みあ 。 民間 説話 で 人 気 が 高く 、 道 
ジジ 2 教 で は 人 気 の 神 様 と し て 今 : 
ジア 


: で な く 日 本 で も 人 気 の キ ャ ラ と な っ て いる 。 


邸 叱 

天界 で 暴れ た と き に 討伐 する 将 の 一 人 と し 
て 初 登場 。 後 に 閑 れ る 味方 と な る 。 旅 を 一 
緒 に する こと は 無い が 、 留 地 に 陥る と 天界 
か ら 助け に くる と いう 役割 を 果たし た 。「 封 


楊 虚 と と も に 太公望 の 両 腕 と な っ て 


肘 叱 は 「 封 神 演義 ] や 「 西 遊記 ] な ど で 、 と 
主役 以上 の 働き を 果たす た め 、 中 国 だ け 


豆 知 
乾 埋 園 は 、 里 叱 が 持 


Na 3 

た つ 武 器 と し て 知ら れ て 
ジン いる が ゲー ム や アニ メ 
ぼ と に も よく 登場 する 。 特 


トド に ゲー ム の 「 真 ・ 


2 無双 」( コ ー エ ー) で は 、 
失 測 番 が 持っ 萬 器 と し て シリ ー ズ を 3 


っ を 通し 


て 活躍 。「 夏 園 」「 幅 月 較 」「 昌 月 乾 電 圏 」: 
な ど 、 武器 の レベ ル に よっ て 名 前 や 形 は 変 
: 特徴 的 な フォ ルム を 持っ て いる 武器 で ある 


わる が 、 乾 電 較 で ある こと は 変わ ら な い 。 


日 本 で あま り に も 「 真 ・ 三 国 無双 ] の 人 5 
気 に よ り 、 乾 電 囲 は 時 氏 で は な く 孫 尚 香 が : 


本 ) を 地 団 


: (スク ウェ ア ・ エ ニッ クス ) シリ ー ズ で は 円 


三国 


し ム と し て 登場 。 さ ま ざ ま な 分 野 の ゲー ム に 


持つ 武器 と いう イメ ー ジ 定着 し て し まっ 
た 感 が ある 。 
また 、 乾 埋 較 は き 『 フ ァ イ ナ ルフ ァ ン タ ジ ー」 


月 輪 の 名 で 、「 ス ー パ ー ロ ボッ ト 大 戦 』( バ 
ンプ レス ト ) の 中 で は 有線 式 ビ ピー ムチ ャ クラ 


登場 する 人 気 の 武器 の 一 つと な っ て いる 。 
し か し 、 主 人 公 が 持つ と と は あま りな い 。 


こと か ら 、 脇 役 に 持た せる こと で 個性 を 作 
り 出 す た め に 使わ れる よう で ある 。 
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郎 真 君 
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郎 真 君 


郎 真 君 に 決定 的 

の 目 が ある か な 

郎 真 君 に 必要 不可 欠 な 
同じ 人 物 で あり な が ら 、 


り 知 識 全 ) 


『 西 遊記 ] や 「 封 神 演義 』 に 登場 する な ど 中 国 で は ポピュラー な 存在 で 
ある 。 特 に 妖怪 退治 を 行う 物語 に は よく 登場 する 傾向 に ある よう だ 。 し か も 、 美 男 


子 に 描か れ て いる 「 封 神 演義 ] の せい で 顔 が 美しい 


な っ て いる 。 そ の 影響 は 日 本 ヤ 
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て いる よう だ 。 


郎 真 君 と 中 国 の 
と は な い 。 


と の よう に 
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日 本 の . 
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第 
も の で 特徴 の ー つ と な っ て いる が 日 本 の . 
あま り 描 か れる 


郎 真 君 は 、 
国 に よっ て 姿 に 違い が ある こと が わか る 点 で も 、 


真 君 は 面白 い 存在 で ある 。 


と が 決ま り 
も 普及 、 
た だ 、 

いか だ 。 
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日 本 で は 、 結 局 釣 り で 望む も の を 釣り 


S 3 り DJSRG や つ 
ミ や GS 選 や 
計る ち 計 玉 弥 < 友 
に DEE 3 で 幅 玉 電 
村人 の る きる 
る る 欠 中 ロ モラ 
や に ご 隊 
と で 旧 / パ 着 O 普 
QRーSe 地 服 
和 地 めで で 人 の 
し で で で 提 当 し 
NE 
心 融 し ね じ ら SG 
っ 心 較 信 送 中 
り っ 甘 。 コ 
刀 り し し っ 
で ス 羽 全 押 
EE. 四半 いり で 


いた と い 


う 話 が あ : れ な い 。 


S 
環 
指 
せ 
劉 
に 
ド 


また 『 列 仙 伝 に は 3 年 間 釣 り を し 続け 、 


の 同じ 故事 か : きた と 記載 され て い 


ら 日 本 と 中 国 、 そ れ ぞ れ 太 公望 に 別 の 意 : 魚 を 釣る の は 苦手 だ っ た よう だ 。 


味付け を し た 。 


結局 魚 は 1 匹 も 釣れ ず 、 代 わり に 


る と いう 結末 な の だ が 、 


る 。 


ヤセ 
皇 
剖 
地 
上 
内 
回 
軸 
回 
る 
ン 
を 
で 
了 
K= 
加 ] 
る 
PO 
出 
1 
S 
臣 
団 
KN 
4 
に 3 
思 
劉 
に 1 
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EAA こす 1 


っ Co コ 


マ thQS 選 人 の 失 W ぐ くじ SS 名 応 Q へ 
骨 好 暗 中 本 層 さ 上 内 放 ・ 醒 因 公 東 宝 N 福 


" 記 「 邊 油 隊 」 つ o 放 せろ い 9 信 放し Sn" 年 
る 杉 公 1 羽衣 が 6 尽 じ る い 6 仙 合 ” 拍 謙 SS で 震 生 で お パパ 
守 " 編 公 6 選 じ ろ 信 る 0 Gee 詳 志 R] 


に すい た: だ づき 上 で ネコ コル た 全 4 こ ペ ド ン )ー ャ ュ テ ご コ 


当る 紳 S 昌 りや で ち 届 詳 R せ 困 半 や 一 さ で 自 失 へ 呈 交 当 定 守 補 品 し 40 選 " 詳 
中 民 税 無人 で 昌志 つ お 入 座 の 記 苔 ン ・ 訟 Yo・ 調 と ざる 東国 振舞 J 巨 4Sro" 


つ 堅 慌 ( 村 時 に 編 ご 団 I 握 日 十 R 叶 ) GR 司 和 の っ i6 窟 申 思 会 


租 甘 或 全 旨 牙 つね の 近 ぐ S し 2n6 畔 選 RS 軸 措 本 ン 。 民 中 矯 ロ お や し 避 柱 赴 つ レタ 


る で 式 和 近所 ぶ 守 くつ ロー 導 馬 へ 室 圭 6 応 忍 会 / 家 突 室 昌 つ 尺 字 翌 詳 世 RS 湯 講 選 普 定 宙 の る 
全 束 2h9? 男 尼 拒 豚 】 移し て 過 羽 己 の 無人 。 政 容 選 S 会 り JSP 結っ 宮 組 詳 志 選 氏 公 


泊 剖 時 9 斑 湯 


は て そよ す まる る 
2 
My 
前 信 両 は 起 わ と い 閣 
政義 道 あ 下 れ か な 解 
を に の ま ょ て らい 良 
めく と に た る 場 出 貞 
続 義 し も ? * 央 身 身 
け 理 で 用 劉 だ 地 で 
て 斉 も 名 公 代 っ が あ 
いい 知 だ 四 と た 塩 る 
る ら 転 の の 湖 こ 
* の れ 学 難 遇 で 付 と 
て 骨 世 会 は 近 し 
い を こい な で か 


た ド で DAR か 3 


(YS 愛 史 系 世 (r 吉 蝶 . 串 記 活 


| 完 当 泌 。 ツ fy 


な べき 時 くい 0 琶 錠 涯 め 党 還 二 


w 


。 の が 沈 放 革 部 S 藻 半 訪 居 回 中 は 
潮 て 演 RYE 兄 二 藻 記 叶 政 石 王 壁 語 
計 , 避 笑っ 港 S 党 呈 滞 ry 湊 量 ・ 徳 陸 

NE 未 で 1 
す へ は 忌 燥 立 寺 回 。 病 剛 宛 間 し 衣 某 昇 


。 ぷ さき 気 宝 交 ( 革 講 決 . き は ば る く パ w 
otS ば SS き 叶 rrr さ 浴 有 層 涯 全 動 浴 


関 汰 の 義理 堅い 性 格 や 
超人 的 な 武田 は 高く 評価 
きれ 、 中 国 で は 神様 と し 


02 
華 街 に は 関 を 祀る 関 帯 崩 が 必ず ある と 


た くわ えた 関羽 の 像 を 中 央 に 奈 り 、 右 に 関 


いっ て いい ほど 。 関 帝 誠 に は 、 立 派 な 頻 を : 


羽 の 養子 ・ 関 平 を 、 左 に 配下 の 周 倉 を 祀る 


の が 一 般 的 な よう で ある 。 今 で も 台湾 、 香 
港 に は 多く の 関 帝 識 が あり 、 人 台北 の 天 夫 宮 
が 特に 有名 で ある 
羽 が 信仰 され る よう に な っ た の は 、 信 
義 や 義 侯 心 の 高い 関羽 の 性 格 と 、 蓄財 に 長 
け て いた と いう 伝説 が 結び つい て 商人 た 
ち に 信じ られ る よう に な っ た か ら で あ る 。 
また 関羽 の 信仰 が 広まる に つれ 、 そ ろば 
ん を 発明 し た と いっ た 新しい 伝説 生ま れ 
た り 、 中 国 各地 で 公演 され て いた 講談 や 京 
劇 で 関羽 を 取り 扱う こと が 増え た り し て 、 
さら に 信仰 を 高め て いっ た よう で ある 。 


9 知 識 


中 国 で は 神様 と し て 信仰 され る ほど の 人 


人 気 は 相当 の も の 。 
『 三 国 無双 」( コ ー エ ー) な ど 志 の キャ 
ラク ター が 登場 する ゲー ム で 関羽 が 重要 視 


トッ プク ラス の 高 さ 。 
三国 志 の 英雄 の 魂 が 宿っ た 少女 た ち が 活 
躍 す る 人 気 漫画 「 一 騎 当 千 』!( ワ ニブ ックス ) 


気 の 武将 で ある 関羽 だ が 、 日 本 で も 関羽 の : 
3 性 の 人 気 が 根 強い 強 


され る の は も ちろ ん の こと 。 武力 や 信義 な : 
どの 数 値 は 、 数 多い キャ ラク ター の 中 で も 


: 人 の 心 を うつ も の だ 。 


日 本 で の 関羽 

で も 、 関 羽 は 主役 を 越え る ほど の 人 気 を 博 

す な ど 、 特 別 視 さ れ て いる こと が わか る 。 
また 、 比 較 的 女性 人 気 が 高 い 趙雲 や 、 男 


飛 な ど と は 違い 、 関 羽 
は 世代 や 性 別 を 超え 
て 人 気 が あ る の も 特徴 
だ 。 彼 の と っ た 行動 や 
の 高 さ は 、 多 く の 
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(回 ) 
Landr 1 べき 搬 百 尺 研 芝 つ SS 相 随 


信和 室 講 


マ 明 嘩 じ 邊 っ 左 で SIK に G 貼 


代 紀 3 還 所 織 ] せら 吉 u9 ホ ン S 表 ノミ 
6 せ P っ 2 の 7 の 選 代 中 征 記 吉 S 1 0 も (視野 S 講 の や 誠 


っ beG ト る 


WSKe 福 中 4SNQ? 1 恨 々 「 志 還 直 の 反り 人 S 下 記 の つ し 手 


怠 人 全 や つ レ "SS 曽 滞 S 四 に ・ 隊 呈 蔽 り 包 補 ) 
つじ 中 選 G 和 篤 語 時 党 公表 選 G 現 唱 交 図 で 公選 
究 々 し 困 上 品 父 制 刻 の 渓 示 " 1 回 層 0 し GS 世 突 ・ 製 部 
避 器 じい 08 還っ の 8 ンジ" 析 雇 替 製 部 ぐ 中 己 腕 お S で る 5 
折 束 VS” 製 閣 G 下 京 の つじ 圭 入 過 窒 " 製 絆 S 
喝 虫 ぐ 半 己 洗 問 避 所 時 宰 倒 交 4 代 7 6 尋 舞 @ ゃ ペー 
公休 思 る 処 机 税 和 / 款 NO レ 2 の 展 に 洋 詳 当家 人 0 昌和 
光 ぐ し 介 っ 琶 京 中 ロ く お りき P 製 培 S 住 革 各 < 
器 坊 60 お G 半 る 條 6P の 人 8 る 


前 229 年 ) 


元 


部 知識 人 趙雲 (年 下 - 紀 
趙 肢 は 、 劉 備 配下 の 武将 と し 


し た 、 実 在 の 武 持 で ある 。「 
関 悦 ・ 黄 中 ・ 馬 超 ・ 張 飛 と 共 


な い 将 で あっ た 。 
諸葛 亮 と 並ぶ ほど 。 


正史 で は 記述 すら も 少な く 
“人 気 先行 * それ が 趙雲 の 特徴 で 


し か し 出世 は 遅かっ た よう 。 五 虎 大 将軍 の 中 で も 


な っ て し まう 。 


地位 は 一 番 低 い 上 
も ある 。 


は 、 彼 の 持つ イメ ー ジ の 


趙雲 が 人 気 を 獲得 し た の 


皇 か 


れる 。 関羽 や 張飛 の よう な 粗暴 な 性 格 で な い 上 に 、 劉 


国 無双 」 
備 の 子 ・ 阿 斗 や 劉備 婦人 を 助け る な どの 活躍 が よい イ 


メ や 実写 、 ゲ ー ム 「 真 ・ 三 | 


(コー エー) シリ ー ズ な ど で も 趙雲 は 容姿 北 雇 ( 


ジ が 、 美 し く 描か れる 理由 と な っ て いる よう だ 。 


よさ も ある 。 ア 


ーー 


(回 ) 
地 羽 p 垣 型 以 で 語 ツ 記 承 G 配 


マン 朱 壮 祭 臣 DOG 選 宮代 つ っ KGW 了 


志 K 寂 の 8RK 交 2 の 統 と りう 人心 握 堂 所 替り"『「 川 回 提 
手 准 ]S 客 拉 ・ 個 除 ぐ WRRPSG や ? 編 丁 ぐ 駅 J つ じ 長 
ぐ SK9 幅 還 補 り 家人 補 づつ し 代 選 4J っ の 唱 宮藤 会 年 ぐ 和 や 
る RS し る xn 垢 家 せ 欠 に G 国 各 邊 < 人 Q 守 所 せ 
選別 し SnQ 抽 部 避 如 人 し つか en ぐ 欠 公記 民 寂 せ 宮 薬 公 
二 十 つ 所 や 回 HO 7 宮 了 K 吉 ぐ 避 SS 党 当 衝 や つ ン ^ 
ES0 よ さま くだ PJ に で コマ 計る に くど ト 1 
末 つ や 穴 恒 人 ン ^ 記 杏 の つじ 己 堂 記し ビス xn お し 9” 

慰 ぐ 王 較 お ^ 千 K 記 せく 補選 尾 ざ つじ の 脱 愉 
し 8 下図 9 定 所 の 症 人 ・ 診 疲 S [所 民放 繝 詞 」 07 
沢上 誤 ぐる 給 和 を 宣言 毅 夫 や 0 所 了 K 宮 思 窟 和 会 
た IF べく 』 9 た パル ょ と く よ の い 71o く 


め 


っ て いた 曹操 は 、 真 の 


買 探 は 詩人 ・ 文 人 と し て も 知 
天才 で あっ た と いえ よう 。 


治世 の 能 臣 、 乱 世 の 刀 雄 と 称 さ れる 曹操 は 後 
将 。 低 い 身分 か ら 成 り 上 が り 、 魏 王朝 の 礎 を 作っ 


曹操 は 中 国 で は 実績 が 評価 され 人 気 の あ る / 
人 物 だ が 、 劉 備 の 敵役 と し て 登場 する ト 


が 強い 。 人 気 の 面 で は 大 きく 引き 苑 さ れ て し まっ 


ど 大 き な 実 績 を 作っ た 。 武 人 ・ 政 治 家 ・ 文 化 人 
て お り 最 も 過小 評価 され て いる 英雄 の 


られ 短 刺 行 」 や 「 痕 武 詳 孫 子 」 を 残し た 。 ま た 
鐘 負 文学 の 担い 手 と し て 、 新 た な 文化 を 染 く な 
志 演 義 ] の 影響 が 強い 日 本 で は 下 役 の イメ 


英雄 で ある 。 ま た 、 
と し て の 高い 能 カ 
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1 


人 E 回 ) 
山男 介 1G 祝 導 六 際 民 愉 G 問 


1 上 鷺 つじ 田 暗 公 ON@ 還 記 代 福 暴 
選民 園 客 ぎ 「 ス モロ 可 直人 S っ の 6 る 愉 叶 補 「 岬 男 
| 1 6 信宏 ・ 加 吉祥 韻 基 つね きつ し 長 柱 放 
R 也 還 角 人 せ 民 也 宮 G | 寺 し ^ 居民 必 訓 ら や お ぐ 玉 レス 
II 束 祭 @ 因 村人 革 穫 笠 む で くじ くい 9 の Sp 弓 セ * 
1 買 「 衝 宜 を 「 窒 民 」「 近 編 窒 」 yp 呈 虹 記し る 人 お? 
選民 還 窒 ぐ 剖 器 せ / 訳 % 違 ン 号 ン / 野 シ / な 
る 0 幼 祭 福 中 公 youe マ し S 宮 定め 1 守っ シシ 
OO る 愉 り の US 無 8 癌 ン 宝 KS 高生 称 汰 水 
も つ 全 0 計る 篤人 束 衣 人 SS や S 財 僅 せ 殖 評 
過半 了 ン 電 0 丸 宮 ら 屋 he 紀 と 人 S0 窓 誠 S 庫 定 | 
り 光 や hG 68 作 避 世 先 愉し 次 寺 の Pon6 
合 / | 錯 就 横 G 息 中 の 鶴 必 っ の Pot" 


FT (人 
て も 負け な か っ た と いう 人 間 苑 れ し た 武勇 の 
持ち 主 。 呂 布 の 強 さ は 当時 か ら 有 名 で 、 恐 れ 
て 逆らう 者 は いな か っ た ほど だ , 


国 志 演義 


人 
g 
8 
円 
東 
円 
FN 
K 
革 
媒 
叩 


U 


人 の 英雄 と 同時 に 戦っ / 


と いう 


2 


誰か ら も 信用 され な く な っ 

し か も 武勇 を 誇る あま り 知 力 

、 簡 単に 罠 に は まっ て し まう 
天下 無双 の 武力 を 持ち 


ジ で 人 気 を 獲得 し た 武将 だ 


に 
有 
人 
う 
際 
尽 
に 
円 
衝 
に 
し 
可 
舞 
剛 
凡 
騰 


nr】 
GS 
庫 さ 
則 
全う っ 
提 
NE 
虹 
是 ポ 
4 。 
に 
に 
S 


倒 
尋 
La 
KN 
S 
] 
還 
四 
E 
所 
ト 』 
S 
抽 
由 
で 
明 
AQ 
に 
合 


に 
玖 
も 
人 


戦闘 は 抜群 の 呂布 だ が 、 欲 望 に 弱く 、 
自分 が 望む 物 を 与え られ る と 裏切る 悪 秒 ! 


さ 
殖 
や 
貼 
1 
内 
に 


玉 
) 
時 
ー 


が あり 、 つ い 〔 
欲望 


な く イ メー 


3 
っ 
レ 
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(回 ) 
王 全 さ コン 民 OS 民 上 じ 回 質 NG 元 糧 先 


3 (RA・ つ を WO) 


マツ SNSS 人 人 束 1 串 光貞 


留 旦 RS | 紀 し 忌 公 土生 ロン 拉 ぐ 人 深 
つじ し る 住 座 し So" 題 調 G 型 汗 つ お 翌 色 / 舞 諸 條 で 
過 の る 間組 人 SAG 揚 公 0 る や お? 尺 計 勾玉 で 垣 シ し 
久 合 / 送 妄 YY 加 口 生 穫 0 ン ら を か る 忘 口 る 
0 唱 S ら 況 ロン る 間 還 の 地 0 じ る Ao が 尺 翌 旦 も St 
内 登 / 潜 東 共 作る 8 る 7 償 で し る 09 代 2 の 入 思 ne 宋 
し 王 只 し 結 ご 無 己 が で つ かい 多幸 の 壮 守 て 人 る ? 

翌 号 『 川 賠 憶 電 釣 ] し 党 泡 会"「 区 上 前 ] お 近藤 人 放 
信 路 りつ し 氏 座 " 氷 己 剤 政 源 G 葛 識 め 東 や 信 突 休 束 所 内 
ぐ 障 長 泉 軍 く " 疾 ら 外 補 公 深 1 スニ 牙 ( 刀 ペーー ミ ) 
@ 翌 計 連 SR 記 条 / 由 回 千 定 4 が 6 窟 憶 引 記 人 め 玉 し 8 の 
や 語 誠 公 環 世 つ お の るい S 馬 時 容 S 王 補 も YSe* 


〆 デ 


義 侯 心 や 義 心 
匹敵 する 


行 : ん だ 性 格 を し て 
身長 : ぉ り 、 快 男児 8 
人 で 一 万 

: に | 


国 赤 演義 で 張飛 は 、 
張 隊 は 双 け 引き より 、 真 っ ! と いわ れる 武男 ガ 


直ぐ 突き 進ん で いく 猪 武 者 : と 訣 な 性 』 


の よう な 戦い を 好 ん だ 。 


「 


義兄 弟 と し て 劉備 と 共 ( 
動 し 、 生涯 を 捧げ た 。 


児 と いう 風貌 。 ま た 性 格 も : で も 認知 され (、 


ひげ が 特徴 で 、 ま さ に 野生 : みな ら ず 中 国 
豪 似 で あっ た よ 


作 尺 あま り 、 大 き な 目 と 虎 : と し て 日 本 の 


体 も ワイ ルド な 人 物 で あっ 


た 。 


今 も 
: な の だ 。 


知 : 格 で 、 
と が : ファ ン を 魅 


た だ の 人 怪 : 了 す る 英雄 テク 


話 に は 疎く 、 考 える 
苦手 な 張飛 だ が 、 
力 自慢 の 暴れ 者 で は な い 。 


1 


( せ 回 ) 
半 語 


ぬり 
る 着 昧 甘 し 近 NrQS 旧 ポー ヘ と NNK 人 家計 ーー 「 
らい 、 ED Ce 
只 語 臣 
K 区 NG 東 叶 志 ぐ 党 め つ 人 お 年 S 東 ロ ^ 補 ン 多 で まま に に 
了 虹 0 お 失 和信 放電 つ っ バ S 人 ※ り 知 43 。 ょ 5 3 
ン 和 RS" 負 O 半 せ So 叙 國 り 妥 め 尽 王 回 し せ 無 G 漠 Eh RE 
県 や 統 寺 時 多久 い 義 。 公 で 昌 茹 つ し る で | 
PS 属 弁 昧 SO る や 途 守 S 信 店 所 庄 皇 し 電 信 "たま 0 
ね 6 必 も / 同 蘭 ぐ ロ 一 1NNK ペ ー へ 美人 品 中 Do ぐも 3 
< S っ 析 ゅ 】 
内 ドー 半 か すさ トリ の も す すま 年 に た すす た キキ も に を ませ 
6 評 法 1 トド G 。 江 下 し り 皿 Q た mo 志和 S る な スズ 
個 豆 史記 つ しい 写 避 0 や KG 名 | 轄 宇 ” 枯 ぐ 属 弄 構 せ 懇 誠信 人 半 @ 邊 さっ る RS 
> し ーッ ョ = た Jo 証 も や な りつ っ ゆ 怠 O 邊 は 
剖 人 や he ぐ 球 品 人 S" 織 の 公記 <QnG 福 鞭 じ S で に に ま 半 ト た LLP た 
1 民 " 型 雇 ぐせ @ 如 困 各 せ ^ べ し 慰 <9 人 る 人 必 守 国 すす る あか キキ トキ キヤ 
こつ を た か トス オキ を る いれ 
ズ 鶴 思 ロ で 掴 愉 基 払 つ 丸 綿 っ 選 


直 映 ぐ 福 中 の 代 ぐ し 0t の Sn 


( 革 固 
加 尺 皿 悪 名 遇 届 誤 玉 問 読 由 答 
ロ An お S | 衝 


つ 晶 R 四 聖公 表 肝 玉 慰 誠 @ 由 深 


ERSR 哀 息 全 年 ぐ お で ちり っ の 7 問 記 滋 富 型 で 
で も おもっ 68 る 9 皿 往 球 補 ぐ 中松 補 ” つ 公 つ 愛せ 
8 ぐ 選 窒 ぐ 食 暑 の 人 Rm 1 頻 ら mh お ちり 京 を 筐 
意地 人 | 端 天 可 G 條 守 S 穫 7 つ 全 00 SS 
由 も 1 性 和 0 人 剖 ひ し 2 い Q お るる” 測 堀 つ し 英 必 所 か の の 寂 
も oe 雪上 7 事 生 し 層 愉 月 J ッ の レ aOtG7 違 く を か る 
ぐ ロ 肛 色 十 2^SnG 細 "上 舞 ぐ 個 座 補 J の る 6h 和 AT 

放さ F こ い で Y く だ (たく た きく 
ルリ 識 の 令 型 NG お や 人 っ ? 時 索 し お 三 袋 人 倒 コ ン 
連 Q し 2 ぃ Q 篤 「 欧 族 旧 ] S 邊 将 ぐさ パ 避 汰 款 丸 理 
伝 守る お 銘 「 肛 民 Se る "11 ロ 守 和 / 婦 S 選 窒 ぐ 
舞 財 り 区 の ン 団 心 べ 層 刺 釣 空 球 半 往路 し の Se 人 パ 和 5 了 / 


アグ 


方 で は 、 純 粋 で 人生 
山 泊 の 頭目 ・ 宋 江 
の た め な ら 命 すら 
投げ 出す 覚悟 の 鈴 
: 血 漠 の 性 格 と 、 朝 
: 廷 批判 な ど 読者 
の 心 の 声 を 代弁 
し て くれ る 存在 
と し て 、 非 常に 
判断 で き な い 人 
二 面 性 を 象徴 


: 人 気 の キ ャ ラク 
: する 、 愛 すべ き 人 


: ター で も ある 。 
: 善悪 で は 簡単 
| 物 だ 。 


ト 


: 間 の 


り 知 識 僧 ) 李 遂 
丁 板 差 を 操 
り 、 大 活躍 を 見 せ 
空 の 
と いう 
読者 
ケー 


李 達 は 無 意 味 で 


る 地 遊 は 『 水 激 伝 』 
登場 する 架 

武 料 で ある 。 子 と 
も が その まま 大 き 

く な っ た 、 

表現 が ぴっ た り で 、 : 

人 を 殺し た り 、 街 

する 人 物 で 、 

の 中 に は 彼 を 嫌う 


【 


思慮 深 さ に 欠け 、 
我慢 も 足り な い 。 
中 で 大 暴れ し た り 
人 も 多い 。 だ 
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(SKI 者 ) に ター ニニ 
て KING 析 ユーwwRyOG 是 1 


・ トニ ー ぐ 修 


つ 坦 宮 者 鈴 電 Hp 侍 O 妃 振 16 下 」 
こ QyS 呈 に S 汰 水 じ し 學 中 > の SNY@ ト コー * 


YA・ ト ロー・ ふ ユー か "さく ヘル を ーS 正 結 の つい 窒 々 選 や る ラス ーー 

半球 お や ぐせ ベー・ ト ミ ・N ド ー ミ の 守 玉 OX 二 の 還 G 下 し SO る *、 区 ーー 
さく へ ル と 6 穴 ・ ト トー トマ ル へ 所 寮 や hG 普 ” 振 寂 末 失 m り の 色 PS 全 O マト 

祥 ト エー" さく ヘル を | 代 短 ぐ 援 轄 江本 会 玉 「 鹿 のり 吉 り 臣 全 SN 害し ゃ 」 の 絶 < ポ 信 [第 令 


介 涯 ぐ 量 0 レン 069 宙 NT JR 思 笑 訪 提 軍刀 的 選定 NAJYSNG か K セ ー ハ へ 
器 毛 お? か K セ ー へ 避 感 部 還 加 党 し 四 史 度々 「 謙 S 忘 0 所 玩 笠 ] ト ユー 下 め 球 つ レン 完 ? 


つ 加 本 GS 障 更 譲 和 層 0 票 氏 11S 環 


4SKG4JW ト ホ ー 和 名 選 千尋 の う 到 ぐし レ く で くさ うろ 作付 交 半 人 S*@ り の BS 0 85 く と くさ 6 鶴 6^ 亡 
べ 公 会 し 吾 要 my@ パ 必 完 統 層 競 記 称 交 羽 。 袋 福 選 S 要 突 刀 会 環 の し や? 記せ 窓 べく ッ の ぐ 衝 避 
会 求 党 つろ や 倒 。 トニ ー 全 半々 9 つじ し 千 交 邊 うし 党 合 唄 民 7 党 つ ろ 鶴 2S 互 ^ 下 ぐ 区 中 人 深 


0 玉 お トト ユー お / 雲 記 匿っ の 約 愛し 要 で 選 せ ロ つ し 鶴 2 選 


1* BS や p 了 KK 現 
お "WS 拘 球 介 性 相 手配 つ * ト ュー 基 K 和 G 容 | 導 人生 KilRES 
欠 濾 の か りり 全 08? は ま 
きっ ズ 則 
くつ 時 総 理 G@ る 0 記 合 つ 忍 抵 目下 き き る 拓 ST 
胡 で っ の ざ 1 
電 選 つ お 急 攻 上 世 公 所 音 S 王 じ 宮 じ SroSRO お 2 ト | 較 で る る 柏 S 9 ミ 
ュー? 球 つ レン S 編 殺 / 或 藤間 問 の 守る ? ト ュ ー 難 ご 如 人 | 回 星 二 P 
し 貴 泉 理由 め 首 つ 人 お" 或 較 攻 碧 押入 講 つ ^ 師 せ 集い 尺 2o | 関 ド を さき 2 ミス まき で 
S も SN@ り 9 有る 時 AN 人 / ト ュー 東生 営 QS 全 OS | 賠 k R 捉 さる き 時 
惑 守 理 江 め 了 0 レト ホー 箇 己 物 長 つ 奄 倒し 究 必 りり の 亜人 で 7 Q① 中 86 3 上 まお 
本 や ホ ・ で や いじ レミ 
り ト ユー 押 班 SN@ 然 国 @ 環 加計 SNa 
an [し ハ 
トム トー 償還 選 窟 つ お JO 苦 つ る ろ ズ マロ 「 ト さ ・ 人 ユー キャ へ S NT 
宙 己 SQ 吉 SRS に 唱 処 合 レ ン 」 の 詩 く 鶴 " 吾 球 県 ら 宙 せ だ eve SN 
マツ 時 ン 品 る R 休 0 全 で "GS 束 如 人 下 公 構 W6 で し の 
介 ら 上 臣 唱 「Kー ト (へ ト ) 伝 天 %0 来 迷 S 鐘 合 (トト ー・ ペ ヘー K 
SG 基 由 ト ュ ユーS 尋 人 ポン SR480 お KO 肖 S 1 0 完 」 の 坂 避 


し 2 お の る な 月 宗 公 者 較 ト ユーS 愛 交 S 思 の き で 8? 


この と き 「 ズ ー・ ア ル ・ フ ィ 


人 の 勇者 を 倒し た 。 


い 払い 
ー ル に 勝る 剣 な く 、 ア リー に 勝る 若武者 な し 」 と の 声 が 戦場 に 罰 い た と いう 。 中 世 の 


この 文言 を 刻ん だ 剣 が 多数 作ら れ た 。 


イス ラム で は 、 


カ 


dd 


( 革 較 
ge トニ コス 


)) 


マ め 随 p 映 0 人 っ 
入 JO 紅 補 7 


岬 商 間 忠臣 人 全 人 國 SSute で 足守 
析 視 宜 し 4Sr" 近 合 G 出 ・ 間 陸 S 褒 っ や や や 7 豆 寂 
窟 ぐ 尺 民 競 上 紀 祭 避 婁 つじ る 湯 肖 衛 い 蓋 和 半 
時 本 売ら 泥 ち 措 全 つじ 7 6 丸 洛 モレ ^ 藻 刺し で る 

る R 選 し 2n9" 悪 を 表 交 県 人 め 谷 80 還る ぐら 
ン 諾 る 絢 軒 " 忌 守 公 折 つ 合 ぐ 叶っ の m 代 生生 ト 9 

つつ 回 拉 ] 諾 時 @ 器 ・ 織 村 の 思 守 革 只 し 8 公 0" 


腕 選 海員 くさ 窟 り の 弥 長 0 丸 足 完 守 ペロ 替り の 志 引 堂 " 
か か くに 0 いこ そい に 
折 信 し 対 守 和 0 や SO 尺 " 抄 王 潮間 G 帳 定 中 避 党 


本 
9 り 選 全 6 人 0 旧 軍 奄 史 S 牌 晴 シ つ 会 宮 会 9 丸 


る 人 KNv・ 豆 公 全 ぐ し 泉 
56 


が 


: 界 と は か け 苑 れ た 世界 観 
孔明 の 南 論 征 備 は 、 フ ィ 


孔明 を 苦戦 させ た 九 突 骨 を : 南 奏 征伐 で は 楽し め る 。 


信 


大 


藤 甲 を 着 た 軍団 を 作り 、 
め 、 孔 明 の 南 褒 征 伐 


国 志 演 義 


、 一 獲 と : で も あり えな いよ うな 話 が 


抜 な 人 物 や エピソード が 多 : クシ ョ ン で ある 
要 ・ 拉 蔽 を 何 度 も 捕獲 し そ : 多く 、 評 価 が 


分 され て 
だ が 南 褒 征 伐 の 展 
: 開 が が ある か ら こ そ 諸 葛 


国 志 演 義 ] の 中 で も 異彩 : 孔明 の 才能 が 絢 き 、 孔 明 


を 放つ 逸話 と し て 人 気 が 高 


く 登 場 する 。 特 ト 
の た び 解 き 放 ち 、 つ い に は : いる 。 
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九 突 骨 や 至 獲 は 「 
演義 ] が 誇る 名 脇役 


: な の で ある 。 


志 演 義 』 の 世 : 


と も 間違い の な いと 


: を より 統 力 的 に し て いる 


3 メー トル 近い 


身長 で 体 は 鱗 で 種 われ て い : ろ 


服 さ せる と いう 物語 は 
また 、 


「 


に 
素 癌 
鐘 
古 将 
S マン 
還 召 
地 
ミミ 
必 ン 
っ 
や 答 
ES 


い 。 


三国 


隊 な ど 、『 


( 王 回 ) 
水 p 居 p 咽 0 計っ 取 十 喉 細 人 @ 妥 


9 る 必 お る 


ひ K 雷 己 つ し 0 丸 の 公 で 


、. 通 風 際 "「 族 上 ら 映 寺下 し SN? 補 三 完 選 SRS 1 ズ ・ 
吉信 先 曲り 誠 ぐ し 密生 つ し 人 8 局 せ 8 回し KopRo の 県 こっ (本 
る SS し る お 作 押 絡 宣 人 隊 交 百 つ し おい ビー スン で KB 細 が し っ の 提 の 人 る S 半 打 
終 さ ぐり" 衣 は 2 本谷 る 知 名 箇 守 吾 華 年 ら " 持 G 提 く モ し 藤 公 聞い じ 諾 挫 夫 
寺谷 る 46 愉 つる 慌 交 0 紀 朋 守る 全 宮守 還 や 知 つろ 可 会 宮 玉 会 

つ 全 つ " 細 千 ロ J 0 し せ 過 人 ぎり 0 じ つ Wes 語 ヨ 下り 吉信 会合 すじ 和 お 客 削 虹 球 人 ね る 
回 肝 肛 必 舞 G 表 ・ 草 度 測 生 いつ < の 区 数 人 0 お 脱 三 叶 字 拒 さけ 絡 名 表 Ye 明る 
測 由 詳 じ つ W60 届 S 和 " 時 月 三 計 べく やつ し る 欠 門 球 S 葵 中 勾 間 まぐ マス ・ 到 照 や S 四 
演技 や 直 6 和 信和 つ 人 00 愉 朱 つ 民 褒 鉛 つ 藤 玩 6 介 5 地 挫 や 人 失せ 無 < 
で 評 し つ We 加 補 測定 に 須 や 千 で し ろり の 4S ら 藤 三 区 べら 民 紅 " 春宮 の つ し 吉 議 uo 
索 押 要 せ WCS 急 牙 信 意 譜 yG「 半 疾 民 1 さじ の 次 末 短 ご 才 守 の 応じ 0 朋 や SO 4 
篤 居 2 婁 ら 写 寺 束 no 球 計 3 史 めく 多 還 ン 更 譲 め 葉 補色 午 つ が SSY940JNN 選 " 
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(YKIN3 較 ) 
SG 障 出 史 宮 屋 つ 妃 に 虹 疾 詩 聞 手 


へ ロ 中 AH 、 泉 個 、 ぐ 民 


「 生 和 を と 選 庫 S 田 」 スロ AHS 光 0 ド 抽 画 称 宗 ペ 
所 間 "『AHPASK が 人 S 趣 の) 党 紅 Sk9 宙 年 到 深 知 
や 静 性 下 e0Q 叶 人 80SK9 冥 。 織 室 中信 会 守 是 ” 攻 有 
下 公 月 代 。 只 紛 くに さき 守 る 醤 旨 人 製 窟 革 往 坦 つ 計る " 

へ A ロ AG 青 や 十 11S 器 約 め 理 人 で や 無 富 phG 翌 
会 代 お 7 因 に S ぐ 委 写 ( 玩 功 ぐ 凍 謀 ) ETD た ED 
振 唄 信 補 や 十 11S 無 計 田 を 田 店 補 「 ヘ ペー へ で 品 束 」 
臣 措 束 選民 己 揚 の し 監 る 球 民 和 誠 圭 つる お? 「 さ 
ペー へ つの 暗 直ぐ 球 下 物品 幸 称 光 や 所 や 選 球 法 
監 福 WS し る nh9? 6 お 可 導 選 8 胡 替 を 映 繋 め 起 ねら 
他人 六 刊 称 麹 密 記 つね 選 ^ 窟 肖 球 ぐ 他 半 史 書 臣 や KG ( | 容 
避 宮 時 時 り 家 mk9 長 姓 史 和 0) の SO の SN 


す 


昌 信 。 ロ wm 
GS Yo 
さら で で AKG 
S 還 な で RANhSS 
レ w っ み 科 6 
AS 組 や レビ ヤリ 
発 江守 揚 昭 人 吉 呈 く 
人 し 加代 導 こ 
SG を 回 
旭 り 3 己 田 さ しさ 
に し 


を 


その 夜 、 神 が 夢 


素晴らし い 知恵 を 持つ 
に 立ち 「 何 で も 願う も の を 


と で 知ら れる ソロ モン 王 。 


を し た 。 


ジ プ ト の ファ ラオ の 娘 と 
婚 し た 際 、 盛 大 な ささ げ も 
えよ う 」 と 告げ た 。 ソ ロモ 
王 は 知恵 を 求め 、 神 は 

喜ん で 、 多 く の も の を 与え 
ソロ モン 王 の も と 、 イ スラ エ : 
ル 王 国 は 繁栄 を 極め 、 エ ル : 
サレ ム 神 殿 を 築い た 。 ソ ロ 


場 する ソロ モン 王 は 、 魔 法 の : 


( ヾ に 届く 國 ) 
抽 べ 祭 糧 人 ら も 忍 心 へ N N 


AASAATN 


Qt@ 必 っ Qt@K 昭 沙 侍 INN 


「NINNNA・ ト イィ] ( 叶 補 | 半 加 突 ) コレ * 主 っ 回 NN 
ES 時 竣 『 ト AA や 岩 拉 SNAN」 避 交 守 mt に | 関 っ まき 2 りー 
記 終 ANAN つ 全 つ NAS ト 論 紅 革 ポカ)S 尋 | 同 585tcNo xs 生き ゃ 
衣 めじ く る る 太る " 応 志 S 穫 衣 uv9 村 生生 R | 関 コミ 88 さも 8 55 
製 寺 S 左 仁 ま お し 太 " 定 法 議 S" 攻 四 | 病 を NSKEY SS まき さら に 
ANAN 半鐘 つき パ 心 台 民 交 つ し 38 トト ふ 包 主 ち し 受 EE も まま に 本 ま 3 
移 押 づつ 7 吐 逢 ロロ SGJJAG 公 の 還る し るい 9 給 史 | まま も ます 
すもも 
じ 弄 琴 9 人 ぐ 区 8 本 マー2A 穫 SRS を EERNS 世 
SB4SQ 合否 層 交 富 ポ レ ン Sh SG 選民 せ 補 さる S 昌 剛 ト A 
婁 KS )) 詩 員 活け 1 税 STSD 衣 前 SN 生 
*Q り 4 舞 査 昭 る 較 避 牛 和 か US 本 る Se か 6 PAS? be 
さ 


(回 ) 
0 


マン 凡 8/ 較 * 届 扇 * 剛 有 的 臣 人 


っ Q 


EE 鐘 培 三 志 る 騰 誠 ( 王 四 レポ 
壮 基 刊 の 光 笠 味 K) 篤 玉 0 の レ OS る 羽 史 提 尺 康 


層 @ ぐ SR”「 | 臣 的 生 宗 措 ポ 慎介 りつ / 1 有 的 生 吾 
避 圭 導 る 八 妥 的 還 選 吾 補 攻 人 9 6 ぐ m」 居民 称 玉 0" 戸 
性 S ぐ SS)8 問 2^ 年 民 司 S 深 的 つ し る nh? 

窓 常 ・ 押 剛 陣 称 下 2 で 8^ 昨 艇 雪 尾 | だ ぐだ ン 由 齋 思 る 7 
% ぐ 貸 < 震 \ ヨ 「 ペ 思 ヨ ] SG の さく ンマ 先 や りつ の 倒 
nQ? 68 大 シ コッ 室 貴 和 玖 マロ 泡 紅 和 か りつ の 0 譲受 
ポ の 陸 騙 冊 全 窒 Q 尺 交 "中 固 星 会 問 慌 旧 穴 絆 人 0 慰 丸 " 
ロロ や 刻 怠 いし ^ る 団 只 GS 区 雪 避 記 公会 
購入 疾 全 Q 恒 光 W 穴 80 民 健 て Sn9 穴 「 間 軍 呈 」 
22 る 2 を で ぐり つや 媒 須 ぶ ロ 座 定 my@ り の 全 選 や ? 


た め 亀 仙人 か ら 難 間 
私 f 扇 を 借り よう と する エ 
こぼれ 、 捨 て て し 


ゴン ボー ル 」 (集英社 ) 


は 、 フ ライ バン 山 の 火 事 
ビ ソ ー ド が ある 。 重 仙人 
て 使用 し て お り 、 ワ ンタ ン 
の 汁 が 


を 消 
まっ て いた た め 、 苗 葵 扇 自体 は 登場 し な い 。 


! 


と 結婚 する チチ の 父親 が 牛 魔王 そ あ る こと か ら 、 チ チ を 生 


『 ド ラ 


「 西 遊記 ] で は 、 羅 第 女 は 和牛 魔王 の 妻 で 、 息 子 は 一 
丈人 尺 も ある 火炎 槍 の 使い 手 で ある 紅 技 児 。 


ゴン ボー ル 』 に 殺 剃 女 は 登場 し な い が 、 後 に 孫悟空 


ん で すぐ 死亡 し た と いう 和牛 魔王 の 妻 が 雑 羊 女 だ っ た の か / 


も し れ な い 。 


(mAT ミ ) 、、、 
坦 中 K 人 ① 怠 各 選 中 III 本 G 惑 る 則 形 


へ ふ や さ ぐ 圭 


EE さこ に) 


p へ さく 撤 百 壁 器 詞 和 や ミ ・ く ー へ ハ 悪 ]」 し ポ ” 公 
臣 公 衝 壮 か せ ミ S ぶ 吾 り つじ し 無 例 り Sn" 8 戻 嘆 有 公 選 
ペ J0 OR 選べ 愛 つ お 人 S 庄 唱 論じ 利 固 民 せ で ぐ 世 
人 べく SE | べべ 記 所 只 己 滝 司 り 計 。 居合 つく お 合 選 田 の の 生 9 りう つじ 28? v り も 獲 手 
S 室 総 1 中 まや 人 選 7 

やや させ ズ 密 所 暑く 半 百 生 nW 赴 ざり つじ し ぐ 赴 戻 K 表 つぐ 下 選 @ 朗 浅 。 ツ つ し 記 下 を 血 聴 ” 鞭 
選民 U2 入 hG も 十 ぐ 六 弄 的 2 の で 記 所 諸 く 半 NO や の 9 誠 宙 癌 つの MySS 1 0 倒 「 巴 計 
S 貴 る 間 吉 」 補 ? 1 太 革 区 圭 | ・ ペ ペーー 人 内 会 ぐ 1 地 り っ 226A03) 国 ペーー 人 多 劉 Ch0? 

所 べ 写 昧 じ " ュ J4SK9 尿 培 全 Q 舞 46 民生 「 深 半 」 の 光 衝 ボロ 代 2 丸 | 羽 7 11 
立 ぐ 上 避 衝 尼 赴 や お 尺 連 明 称 型 全 か KG H ジ ページ っ 4Sk の を 全 じ 富 嘱 つや 導 「 篤 や ミ さ 軍記 く ペー 
へ の 密 手 計 Me 6 の 旧 半 7 人 十 麗 午 の ぴ の 唱 愛 る 守 思 補 補 る 丸 「 式 天 型 庄 」「 二 1] 福家 田 弾 泥 」 十 国 
祝 容 田 型 守 」「11 十 | 短 宅 田 烈 計 」 侍 9 も 「 外人 0 八 黄 S 蘭 る 衣 圭 ]S 窒 会 晶 寺 人 め 叶 誠人 で T 
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1 


2 。 ローINA ト 表 弄 G 由 下 包 で 
咽 意 り 錠 IN 和 | し っ INTNK さ エキ ーG 
_AK つ や エー | 中 論 " 祝 間 お やき WS 福 座 
| | し WW 思 つ RG 


賠 @ 舞 咽 


会 0 し ^ ズ 堅 ぐ 財 昌和 9 症例 つじ ろ ね の ろ 心 
AXーSS 湯 "PS ペー と 各 ち 商 ろ 
人 GS 和 SMHAS 忌 中 組 H KK セ ル ・H へ A 本 
(K 翌 各 瞳 束 朋 ) 祥 ” 回 導 G 抽 玲 汽 ぐ 選 窟 せり 
会 必 所 6K0? 客 器 年 ルミ ンド ふ 色 。 更 中 で 
トル ー 旧 閉 や 宮 全 "下り 球 交 境 R 
邊 學 加 で し 弄 混 倒 活 めぐ 団 球 全 弄 り 9 


9 


レミ て で や 緒 つ 大 6 心 ト で トレ て 
11O 忌 さ 培 0 や 6 状 氷 回 恨 つ ^ 民 り つ 


し 患 つ 人 SVA0 つ BY …… 財 
レミ ィ で 19 ト ヾ トレ て G 諾 G 斗 時 つ 
梁 (Q つ " 笠 選 古 困 回 父 は "(補選 1 帝 刻 ) 


Q 選 ” 更 称 宮 や りり の 避 6 ら ” 選 玩 穴 悪 講 
そく (くく 

り ぐ 人 ぐ 守 弓 型 混 必 6K9 了 K 憶 王 玲 G 玩 庵 せ ^ 
尋 ぐ 是 引 ぐ めのう 2 ン O 倒 球 章 Q や ST 装 
居り 朗 ぐ 古く に ト さ の や で で ぐ 統 釣 仔 所 へ 私 で 
と ふ へ 公式 球 S 突 選 的 史 い で? スト 
させ ^ KG 無し へ や で と ふ へ で 統 称 選評 
ド テ くだ 

8/ 福 鞭 圭介 間宮 る 法 / 戸 朗 本 列 和 中 
朋 さ 福 8 二 近 る 弄 汽 @ 選 所 介 訪 人 0 記 ビ る 
ne? 号 仔 更 中 日 さき 67 紀和 宮 や ぐ BO 條 ( ト 
KN トミ ー ぐ mo0S)^ 机 "WW 鹿 称 須 で 
し 症 で 丸 代 肝 中 交 超 そめ や 5 
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MG 選 ^ 握 型 泥 せ 者 習 忌 天 近 性 の 無 公選 
の は Sh? 福 陵 ぐ 赴 叫 勧 人 槍 つね ぐせ 
球 祭 己 0 穫 OTY 呈し 2 の [マー かさ 
半生 X? 豆 寺 マーボ ふさい 8 記 趙 「 た で へ 
和 へ] 所 究 つ 20SS7 乱 お し つか eS Av ぐ 
回 ロ 提 本 全球 所 せ 忌 款 や 涯 る 
氏 応 悪 W 中世 器 ①? 

『「 ロ リー を SA へ AS」 し 8/ 隊 旨い トト リー 
人 き 人 的 宗 和 か 刀 低 分 一 トト ユーー8&S 演 東 ぐ 
堂 正 全 ぐ 宮家 「[ く ささ へ へ の ン 7” 型 守 な 
h” 所 S 測 忌 時 的 之 や 婦 一 ふ ト ユーー ン 時 
こく こい さく たい) まだ そく 

りり ぐ パパ 避 賠 狂 拝 味 シ / 副 綿 ぐ 富 周 パ 
の 66 会 拍 全 所 型 汽 倒 で で S 当 ) 
つづ し 民 民法 起 末 人 0 慰 玉 " や つ し 卿 半 せ SE 京 、 
8 攻 る じ 所 哲史 泊 つ ー ベ ャ 党 人 選 。 昌 め 宗 
に 7398 とく NE て 


判 四 じ 中 (Qt 握 吊 泌 旧 給 


還 狂 避 己 ぐ 和 本 ーー か A ト 表層 GS 細 KG の 
愉し 革 き つや 民宿 倒 倫 で し 2n97 生涯 回 洗 
S 諾 尽き 箱 和 か KS 貞 給 会 人 臣 ま つ % 作 " 杏 
居 れ シン 脱 斑 全 SO 田 回 交 折 つつ 信じ 28? 
めぐ MS 較 S 由 半 会 圭 福 避 舞 つ 所 人 め 宗 K9 
ざけ 8 で 85 衝 り 叶 選 全会 丸 午 生 さき 御 
ふ K 全 [に KR ロ A | の る 心 京 し 器 湯 交 弄 詞 
JI こ と く 

拉 天 し 時 団 G そ 回 球 『「 千 簿記 G 革 性 末 
べべ" 所 留 ぐ 三 S 居 仁 薄め ポ 補 人 連 叶 詩 
窟 旭 葵 宮 つ し や? 桁 泊 伯 G 謙 。 連 電 加 で 誠 
祝 沸 豆 持 ” り も し 導 せ 虹 べ 会 「 コン 寂 
SS 距 の 畠 的 会 め 穫 宙 隊 公司” 宰 避 扱 結 つ 
で か さっ て ルト も ソル ツル くも 
せ 中 避 つ 寂し 半 亜人 SYS 万 し” 轄 
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留 HHS 中 SO の 倒 PW8S 民 5 
層 @ 握 喘 況 


呈 団 G「 膨 征 詞 』 SIl1 四 早宮 「 和 軍記 】 を 「 呈 
余 析 っ の 所 弄 混 信人 ES 補 ” KK ま へ ボ ヘ の 
eo 

財 編 G 時 記 下 選 己 称 党 必 補填 狼 京 」 し 
めし G 導 く 人 で 計る で 
篤 「 拍 款 ( 民 閣 京 )」 し SneP MS 選 K 
お へ ボ へ 7 ロー8 旦 記 所 当選 の 所 8 KG" 


乏 INT1K ス キー@ 剛 き 料 


り ぐ パ 心 Kーーーー ぐ 悪 定 人 り 一 必 
ト K 翌 ぐ 賠 公 杏 く / 部 ぐ 控 填 G 選 迷 蘭 る 
可 ト 代 ト 。 明 島 に 当 ト 旧 選 鷹 つ / ロ 攻 の 選 
RS で の 利 GSN9 補 AOTT AS ネー へ っ の 
RR 宮 丸 肝 m\e@ り の 選 6。 り SK め 完 代 史 


型 寺 mk 

ろ 短 や パー で 皿 9 会 悦 丸 所 GS 
に さこ と いい も いこま くく まこ で た こい さ ぶ バ た パ ) 
ろ ぐ を 選民 も 写 球 リー 心 次 ト K 翌 ぐ 
iQ し 選 軌 の 奈 思 の 計 球 0 尋 悦 斉 S 中 票 公 
走 足 つじ SSh9N 和 宮家 いじ 弄 光代 
選 引 当 欠い し Sn の ろか GS8 凶 営農 る " 
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> 人 S 往 職 ・ 密 吉 


同 碁 ” 王 図 会 選 栄 つね 会 揚 型 完 代 0S 選 窒 
史 9 ヘー と 8 呈 手 りり 224S 選 MS り 壮 必 窒 鞭 ぐ 
送 罰 い や っ の が 6 届出 褒 計 惑 棚 ロレ She7 MG 選 
鶴 図 容 光 ぐ 鶴 無 ぶ 汗 7 遇 弄 人 設 


べ 弄 お 冥 池 0 し る 信条 忠 ぐ 王 3 寺地 つ し 29 
っ DS> の Sh” 


(に 2 


皿 選 長 距 じ 只 p 十 記 付 随 
ン 2 50SOiM9 約 


ET 


MEPS 需 目 に よこ 肖 見 0 


吊 半 G 路 S1 0 所 則 寂 "'R マ や 民 識 半 直っ まき 
9 2 や りり S 有 8 KK お へ KR へ 7 ロイ ( 還 理 記帳 畠 ) 


し ふ ヽ f ロ ( 幼 K) や 束 つ る Jp 補 RS 符 | | 


お RS 6 で SW 


侍 実 SKR マ 届 因 宗 の 夫人 0ShG" 和紀 下 聴 くせ 所 水 
清和 叶 IN (の お 
や ph9 状 暴 じ / 倫 ら G11 忠 せ くく 東 結 区 宗 由 し? 
KK 中 へ へ の ロー8『 析 才 選民 8 牌 央 玲 品 父 ろ レ 
で 皇 ホ 箱 へ 7 ロー( 還 論議 党 相 ) 伝 舞 味 ぐ 回 会 必 区 選 徐 的 だ で 
丸紅 或 9 か か る 宙 次 旧 弱 6 宗 AJ 記 ビス 07 6 和則 皿 会 
Q ト ルト ANK 表 の の 巣 震 8 選 己 坊 還 会 人 色 へ 還 の へ 
の ロー (中 幸村 肘 ) 染 ” 貴 選 避 革 会 QK ま へ へ グロ ー 宮 岩 


etS さ り 


6 宗 S 6 上 べ 鐘 昨 聞 店 の 密 和 " 


頭 と 尾 が ハ 押 


ヤマ タ ノ オ ロ チ の 姿 は 一 つ の 体 ( 


、 帆 


S 
トド 


負 、 ド 
RS 
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信介 
PO 
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日 
示 
器 


ヤマ ト タ ケ ル ノ ミ コト ( 佐 建 命 ) 


日 本 神話 に 登場 する 最大 の 英雄 ・ ヤ マト タケ ル ノ ミ コト 。 第 
十 二 代 暴行 天皇 の 皇子 で 、 幼 名 を オウ ス ノ ミ コト ( 小 礁 命 ) と 言い 、 
兄 の オオ ウス ノミ コト (大 確 命 ) と は 双子 の 兄弟 で あっ た と いう 説 
も ある 。 

ささ いな こと で 、 兄 ・ オ オウ ス ノ ミ コト を 殺し て し まっ た オウ 
ス ノ ミ コト は 父 の 景 行 天皇 か ら 送 ま れ 、 九 州 の クマ ソ タ ケル ( 館 
尋 建 ) 兄弟 の 討 化 を 僅か な 従者 し か 与え られ ず に 命じ られ る 。 正 
攻 法 で 戦 を し て も 勝て な いと 考え た オウ ス ノ ミ コト は 、 女 装 し 
て クマ ソ タ ケル の 宴 に 忍び 込み 、 彼 ら が 酒 酔い で 前 後 不覚 に 陥っ 
た 頃 を 狙っ て クマ ソ タ ケル 
を 斬り つけ る 。 オ ウス ノミ 
コト の 度 肢 の よさ に 感心 し た 角 衣 建 は 自ら の 「 建 」 
の 名 を 与え 、 オ ウス ノミ コト に 今後 は 「 依 建 命 」 
の 名 を 名 乗る よう に 言い 残し 絶命 し た 。 

クマ ソ タ ケル 討伐 か ら 帰 る と すぐ に 、 景 行 天皇 
か ら 東 方 の 褒 族 の 討伐 を 命じ られ る 。 困 難 な 命 を 
受け た ヤマ ト タ ケ ル ノ ミ コト は 、 助 力 を 求め て 、 
伊勢 神宮 に いる 叔母 の ヤマ ト ヒ メ ノ ミ コト ( 修 姫 
命 ) を 訪れ た 。 ヤ マト タケ ル を 不 翌 に 思っ た ヤマ 
ト ヒ メ は 伊勢 神宮 に あっ た 神剣 ・ 天 生 雲 剣 を 与え 、 翔 の 無事 を 祈り 東 へ の 過酷 な 旅 
路 へ 送り 出し た 。 


ヤマ タ ノ オ ロ チ の 尾 か ら 生ま れ た 天 工 肖 剣 は 
アマ テラ ス オ オ ミカ ミ に 奉納 され 、 天 孫 降臨 の 
際 に ニニ ギ ノ ミコ ト ( 環 璃 杵 章 ) に 手渡 され た 。 
以降 、 皇 居 内 に アマ テラ ス の 御 神 体 と し て 坊 ら 
れ て いた が 、 途 中 に 色々 な 経緯 を 経て 、 伊勢 に 
納め られ て いた の で ある 。 

相模 の 国 で 、 罠 に か か っ た ヤマ ト タ ケ ル は 草 
原 で 火 攻 め に 遭っ て し まう 。 天 葉 雲 剣 で 草 を な 
ぎ 払 い 窮 地 を 切り 抜け る こと が で きた 。 草 を な 
ぎ 払 っ た 天 茹 雲 剣 は 以後 、 草 菊 剣 と 呼ば れる ご 
と と な っ た 。 ヤ マト タケ ル は 、 こ の 後 、 何 度 も 
危機 に あい 、 
妻 の 死な ど 


を 乗り 越え な が ら 東 国 を 平定 する 。 
帰郷 の 途 、 大 き な 白 い 猪 に 身 を 変え た 山の神 に 
出会い 、 崇 り を 受け て 病 に か か っ て し まう 。 
弱っ た 体 で 故郷 を 目指 し て 、 旅 を 続け る ヤマ ト 
タケ ル で あっ た が 、 そ の 病状 は 日 に 日 に 重く な り 、 
野 に 到 っ た ヤマ ト タ ケ ル は つい に 、「 修 は 国 


以下 の 四 首 の 国人 び 歌 を 詠っ て 
期 で あっ た 。 
死ん だ ヤマ ト タ ケ ル は 白鳥 に な り 、 天 を 翔 け て い 


Ne く 姿 を 后 や 御子 た ち が 見 送っ た と いう 。 
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ふり エド ふ ヽ ドロ 中 画 誤 


潤 だ に S 隔 人 S 尺 軍民 回 物 弄 所 0 球 補 KK まま へ へ の ロー 
3 所 園 己 叶 選 半 0? 再 う し kJ 装う じい 0 ト A ホ 
私 中 ( 四 選 回 埋 )・ ホ ホ 色 中 (由記 着 邊 )^ 党 ぐ く 褒 ・ ふ ハ ホ 
ふり ペ ( 組 記 田 選 所 ) 己 皇 4 の? 強 韻 要 ン シッ 「 恒 叶 民 Sn 
と ル ふ へ ポロ より GS 由 会 直ぐ ペレ つが で の 他 ひ 丸 ? 

人 K 中 へ 憶 へ 余 直 所 の へ 補 培 の つり 折る 選 定 KG 月) 
迷 赴 ロー と ル ふ へ 表 晶 中型 混和 幼 下 で " 窟 2 邊 称 中 汰 
つ ^ 昭和 的 選 享 しり と ル ふ へ SH 中 公 栄 KS 十 び 7 宏司 
や 介 ら 箕 似 細 べし 間 で 之 う 7 宮代 て で ポル ル ふさ 
HHN 選 K 手 へ 胡 計 年 導 宮 め 球 う し 尽 選 家 く 民 " 画 釣 訪 選 穴 
に くだ に ささ の と くま こ も er くく きこ 4 放 べ ス マル さぶ だ 0E、4 こ と く ビ 0 マ プア) 
? 月 己 に g 蘭 0 ぐ 入り 呈 る 22 トル セト NK 選 の の 
のり SR 層 手 了 つ お りり 選 公民 問 部 宮 人 SkG? 

8 KK ま へ 表 革 上 直 家 民 の 直 叩 了 り る 必 滑 時 称 記 し 人 
で りう し 本 称 記 SRRNIIKA へ 7 ロイ (KK 
較 州 貝 ) S 窓 ぐ 還 給 密 ぐ ン 民 選 卓 交 会 丈 レス n6『 


5 ン 人 で じ ハ 旬 悪 KK 信吉 所 。 
も KURGP ン KRS や で 
9 て トコ 貴 還 いち 柚 
KR 后 RS 時 要 で で っ 吉 
は 手下 は に 
1 に K 下 提 雪 お っ 
SS まさ IF 
癌 SN SESPYSSSP YR 
GS kTK 京 SgkS@I 
マー 昌吉 同 じゃ な G 
で 6G さ て すら ざ 二 ご 夫 さ 
を ご 間 人 AESNK 間 中 
Ks っ 折 臣 中 GS や hD 
本 こし に oi 全 司 RG キル 2 コマ 
人 
中 へ も じゃ つ 肝 に 1 k 二 | じ モ っ 
さ SNS 回 コロ R1 左 ドニ SS 
還 k ハ スト RS 下図 っ A 1 鹿 マ や 
ES HeNGoA 作 へら や 岡 人 玉 
まま は 時 3 
0 り 全 b ま まま だ し た に また: お 
も SG て 生 る 妥 ーー 
ト や G ミ 。 レ ー ロ 編 っ 電 
も NN し S 1 上 で 誠信 おち 
人 
叶 思 ご ふし じ ざ SS を さっ 


t 
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泊 呈 章 唱 S 針 軸 


天 を 治め る アマ テラ ス オ オ 
を 治め る 神 と され た オオ クニ 
いこ ろ オ オム ナ ヂ ノ カ ミ (大 穴 牟 謗 神 ) と 呼ば れ て 
いた 。 オ オム ナ ヂ は 「 古 事 記 ] に よる と 、 ス サ ノ オ 
ノミ コト の 大 世 の 孫 と され て いる 。 。。。。 

オオ ム ナ ヂ の た くさ ん いた 兄たち ( 八 十 神 ) は 因 
幡 の ヤ ガ ミ ヒ メ ( 八 上 比 売 ) を 妻 に し よう と 出掛け 、 
オオ ム ナ ヂ は 八 十 神 の お 供 を する 。 

因幡 に 状 い た オオ ム ナ ヂ が 兄たち と 別れ て 、 岬 を 
歩い て いる と 兎 が 泣き 伏せ っ て いた 。 話 を 聞く と ワ 
ニ (サメ の こと と 思わ れる ) を だ まし て 海 を 渡 ろ う 
と し て 失敗 し 度 を 剥が れ 、 通 りか か っ た 八 十 神 に だ まさ れ て 塩水 を 浴び て 皮膚 が 裂 
け て 痛み 、 苦 し く て 泣い て いる と いう 。 気の毒 に 思っ た オオ ム ナ ヂ が 手当 て し て や り 、 
兎 を 救っ て や っ た 。 感激 し た 兎 は オオ ム ナ ヂ に 「 ヤ ガミ ヒメ は 八 十 神 で は な く あ な た 
を 選ぶ で し ょ う 」 と 告げ けた と いう 。 こ の 一 節 が 有名 な 「 稲 葉 の 白兎 (系 兎 と も )]」 の 救 
助 の 説話 で ある 。 

兎 の 言っ た と お り 、 八 十 神 に 求婚 され た ヤ ガ ミ ヒ メ は 「 オ オム ナ ヂ ノ カ ミ と 結婚 す 
る 」 と 答え た 。 如 に 狂っ た 八 十 神 は オオ ム ナ ヂ を 罠 に は め て 殺し て し まう 。 オ オム 
ナ ヂ の 母 ・ サ シク ニワ カ ヒ メ ( 刺 国 若 比 売 ) が 手 を 尽く し て 生き 返る も の の 、 再 び 条 
され 、 も う 一 度 母 の 助け で 生き 返っ た 。 こ の まま で は 八 十 神 に 減 ぼ され る と 言わ れ 、 
木 の 国 に 逃げ 延び F、 さ ら に そこ か ら ス サ ノ オ の いる 根 の 国 に 向かう 。 

根 の 国 に つい た オオ ム ナ ヂ は 、 ス サ ノ オ の 娘 で ある ス セリ ビ メ (人 勢 理 昆 売 命 ) と 

会 い 、 お 互い 一 目 ぽ ぎれ する 。 ス サ ノ オ の 家 に 着い た オオ ム ナ ヂ は 早速 、 ス セリ ビ 
メ を 妻 に 欲し いと 願い 出 も る 。 し か し スサノオ は 、 納 得 せ ず オ オム ナ ヂ に 次 々 と 無理 
難題 を 与え た 。 蛇 が いる 部 屋 や ムカ デ と 蜂 の い る 部 屋 で 一 晩 過ごさ せ た り 、 広 い 野 
原 に 行か せ て 火 を 放っ た り し た が 、 オ オム ナ ヂ は ス セ リ ビ メ の 助け な ど を 借り て 切 
り 抜け た 。 

オオ ム ナ ヂ は 寝 て いる スサノオ を 、 ス サ ノ オ 
自身 の 髪の毛 で 部 屋 に 縛り つけ 、 彼 の 室 で ある N 

! 
NN 


生 太刀 と 生 弓 矢 、 ス セリ ビ メ の 矢 の 紹 胸 を 手 に 
と っ て 、 ス セリ ビ メ を 青 負い 逃げ 出し た 。 ス サ 
ノ オ は 目 を 党 ま し た が 、 髪 を ほど いて いる うち 
に 二 人 は 遠く へ 行っ て し まっ た 。 ス サ ノ オ は 遠 
ざか る オオ ム ナ ヂ の 背 に 向かっ て 、「 生 太刀 も 
生 弓 矢 ち も 、 ス セリ ビ メ も お 前 に くれ て や る 。 国 
に 戻っ た ら そ の 武 器 で 八 十 神 た ち を 追い 払い 、 
お 前 が 大 王 と な っ て 地上 を 治め ろ 。 ス セリ ビ メ グ 
を 妻 と し て 立派 な 宮 股 を 書 て て 壮 せ に 暮らせ 。 / 
この バカ 者 が !] と 、 声 を か け 送 り 出し て や っ た 。 
オオ ム ナ ヂ は 、 ス サ ノ オ の 祝福 の 言葉 を 忠実 に 実行 し 、 名 を 大 国 主命 (大 国 を 治め 
る 帝王 の 意 ) と 改め 、 谷 謙 中 国 の 国造 り に 励ん た と され て いる 。 
ちな み に 、 こ の スサノオ が オオ ム ナ ヂ に 与え た 託 線 と 、 乗 り 越 えた こと へ の 祝福 が 、 
今 も 行わ れる 「 成 人 式 」 の 原型 に な っ て いる 。 
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( 凸 性 ) 


マ 択 素 個 hG 量 屋 で 探す つ 刀 


壮 計 人 密 " 時 骸 ボ S 設 に 
弄る 必 「 福沢 還 了 K 幅 」 Re ・ 菜 国 
加 公 問 補 ^ 翌 得 の つゆ し 皇 会 ねり の 生 
こま くい 1 くど く と < 記せ SS 舞 計 人 
ぐ 守 ら 捉 尽 R 「 明 屋 」 や 本 
つづ ^「 愛 軍 和 mk] の / る や っ) 人 D? 

加 僚 師 ・ | 迷 区 交 称 互生 宙 の の 唱 提 る 詞 倒 壮 の し る や る? 

「S 0 Spt 人 S る 妊 圧 公太 所 つれ つ 篤 補選 じ うら 6 つ お SG し K ら ざら し 8 に 
じゃ? 余 必 滴 で し 2 や 穫 お 届く 公 ] 


半 料 冥 門 つ 会 や し 選 丸 ? 圭吾 「 りく S 守 80 お る の 十 加 競 」 の 呈 0 丸和 名 か で セ 
介 ン や ロ の る 会 守る 5 測り の 旧 半 選 国選 6 敵 つ は め つ 会 会 0 の JA 選 計 6 更 。 ※ 議 柏 明 計 
球 交 史 志 ? 忠実 ・ ペ 忌 三味 興 四 剛 人 h ぐ き 守 ” 家 基 缶 中 会 記 や し ろ ぐ ? 


球 せ 思 半 纏 り 松 ぐ 昌 ぐ WO 会 く 民 伝 松 せ 「 斉 計 」 的 応 聞 球 ン < 


溢 叶 と 杜 ら 計ら の ち 信 "和製 団 」 SS 人 S0 る 民団 短 計 S きる る し 
持 称 思 半 つね 束 宮 壮 A04S 和 お 人 全 7 昌代 三 S 昌 必 く 突 も 拉 で し 科 ま 
る 0 人 お? 伺 忌 人 時 革 人 旗 演 ん 発案 0 公 和 補 ら 所 抽 中 公 区 G 考 き さ 全 SS 
晶 き お し 誠 ら 唱 つ 0 玉 め る 條 計ら 営 < の 民 内 手記 人 る め ン 6 は る る 
9 れる 
he の 篤 PapneS 和 会 @ 末 S 王 民 習 Nm か お る の S 午 赴 選 0 は SMGNSS 
「 局 思 3「 球 応 記 」 守 生 SO か BS [時 隊 虹 隔 ] DS | 開放 千 CS ミ 
を 中 選 及 中 晶 で 字 
19 粗 0 JHGSeR 
8 0 の EN 玉 字 を 選 還 で 埋 
「 問 団 」 肖 合 時 民 せ 計 包 ど り ^ 社 羽 SS・ 選 舞 生生 0 ン S や SR | 較 
リン シラ ルン 二 U14A2。 Jo | + 5 6 
選 秦 RG 舞 羽 り 9 は や ぶ " 甘 宙 RG 人 ” 玉 日 半 所 枯 四 せ 直 |( 昌 ) gy wwwg 
さ し る 丸 「 舞 回 G 吾 日野] し ^ 組 つ 選 ら GS 底 ” 論調 し 避 S ポ リ | 問 全 全 呈 昌和 
人 0 「 明 国 」S 計 振 案 0 る 人 " RS 吾 生 11 区 や か 9 る 人 抽 | 還 きき こる くく 計 
マキ 1 や へ 中 ペーー さ " お は まま お 
交 生 選 つ 地 
1 R"「 挫 展 ]o 区 らい ソン S 詩 や " 所 王 ぐ 基 志 時 合 0 ン ら 4S 和 ちる" 1 
1 手 や る で ウン 中 人 0 の 忌 の ? 編 つ 応 選 つ や 交 "中 べ く 勧 *% し S き 3 1 
2 
忘 豆 お SP"「 幼 尽 1S 計 合い る お FPP ます お 
壮 福 せ 沖 肝 過 S 手 決 や ^ 味 襲 寺 豆 る 軍 枯 笠 で 久 守 くく 色 天 詳 お か 
つ 須 作 和室 誠 回 に ロ 近 避 ふ 開 MnO 委 条 拓 SN テリ 
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G 球 型 泊 の 猟 選 つる ^「 究 弄 S 幸 」 つ つ し 祝 STAUAUNG 公 負 人 ? 
っ 「 既 可 」 中 上 寺 察 療 更 画 混 つ S 細 神 


震 祥 可 部 の 記 害 如 軍 各 し 「 塗 応 」 貴 所 交 長保 し 泡 6 や や 二 掌 称 型 征 つ ね 9 ヘー と の 缶 で 
し る rh? 十 還 判 訣 )) 避 突 つね SDS KG ふ で マー 「 十 相 掌 掛 條 性 田 KS 所 堂 ぐ や お 
書 ざ つ し 軍 公 選 。 居 沢 の 蒙 国 才 全 RW 信 や し 弄 和 つね りり BPSn6S MS 選 "「 刻 羽 ]「 下 掌 
に で に の っ 

り ぐ 避 倒 / 震 沢 葵 所 S「 他 束 忠 宗 」「 入 混信 貞 型 鹿 」「 唱 詩 拍 中 人 め も っ の 往 弄 余 拓 会 O さ 0 
ずつ 丸 選 臣 S 朱 剛 補 る 5 マ ・ 冶 りつ し 尽 ぐ SKK 選 国 宮 の 2 の 翌 く 補 で お の し 美 の 刻 征 つ 
し る 2n9? 国 守 部 党 べ りつ し 頁 GSK 棋 慰 四 本 ぐ 症 本 ぐ 王 お 社 玖 底 べ 人 剖 の St8AJ? 最 下 
拉 構 ぐ 陣 光 補 で の 別 代 KT 

甘 拉 典 公 紀 款 つ で 8 箕 要 医 己 ぐ リ ツー ロー つゆ し 交 り Sm 窒 つ お 会 2 の 2 つ SN る 2? 泌 G 忠 軍 有 
や 選 器 質 品 己 型 天 つ 。 己 羽 の 者 評 尺 右 潮 づつ ^ 団 ・ 明 回 SS 到 涯 和 め 軍 員 つ お 告 定 塗 N 丸 護 活 
R め いき 旧 勿 虹 つ ^ 所 震 @ 邊 部 避 轄 民 宮 は ぐつ S 当 しろ マン 之 己 軸 人 し ン レッ 27 WO 
ぐ で SO24S9 篤 ? 

v ぐ や る 公団 定 GN で へ ふ AA 章 ロ み 人 へ を ホー さも お 4JAQ 会 の る 0 持 詳 店 の つ し 紅 補 
つり る xr9? 8AJ<R387 る 須 伴 S 了 選 4 K ホ ユー「※ 玩 ] し せ 記 に S 濃 困 婁 公刊 べき ぐ 問 択 波 称 塞 容 
ph9 層 電 ) 才 Ox@7 りり S 共 中 己 8 S 時 会 実直 介 "区 球 土 記 ” 技 沈 環 震 ” 年 宏 写 べ ぐ 衣 王家 
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ホー ミ K ふ ー 生 と ベー 篤 映 誠 " 

「 望 記 」/「 据 慌 」 8 WS 選 の 記入 的 泊 多 の の 上 Sn9" 証 癌 
並 密 家 *) 忘 可 甘 公記 定 ” 110S 鹿 っ の 宮 S0 の 層 0 坦 称 宙 
Pe な 上 燥 「 己 選 」 革 呈 hG 避 等 さら 要り 8 父 り 全 時 
S 由 」「 括 記 」 理 所 ぐ さ ぐ 旧 銘 人 ポ お の 会 多 記 で や ぐ 玉 (の 9 
429 っ 2 宰 倒 吉 会 必 会 癌 る ね の つり の の 祭 介 丸 会 会 応 富 し せ 
Sh9)“* 

栖 縮 江島 羽 称 膨 察 上 寺 肖 つ で で ロ 「 そ 己 」JR で や 選 8 ン 9 
釣 時 下 GS 店 の 11 遇 民 和 の 中 27 MS 選 " 時 下 GS 中 の る 世 く 11 性 史 
装 々 じ 肖 中 上 半 し 全 し じ 代 ろう の 1 衝 AJo の 球 選 強く し いり 忌 
て, ルミ とく 全く た で 4 く 3mt me くま: に いこ と く 3 これ ゃ 0 ドム た りー こい 
レ じ 2 お S 和 7 乱 S の 梨 「 迫 款 つ 丸 時 下 ぐ 由 色 宮 で の 完 軍 りさ 407 
量 中 S 由 会 ぐ 「 民 宮 」 く の 普 直人 の 宗 ? 

冷 府 ぐ 芝 ” 財 区 の 表 補 や hk っ の 忘 鶴 ” 僚 福 湯 下 代 ぐ 次 究 せ く 鶴 


神 疾 ロ 「 甘 軌 個 定 S 肖 RR・「 間宮 的 人 之 0 し Sn0S/ 守 銘 吾 や る 会 ] 
ぺ 撤 察 か \o 7「 志和 的 区 つね ぐ ( 宮 SR っ 2 の 沙 笠 下 * の の S 斉 価 室 ンマ 補 で 7 
%Q ン RS 「 衣 記 」 己 区 つり 明 究 4N9 甘 要 玩 歌 ぐ 天 公 吾 


CN の っ 


愛人 Q 計 田 南 じ 
導 半 の きき 衣 る 
9 ま 抽 は ま 
せつ ゅ っ 
完 に 町 攻 
RE あ を に 且 
人 生 中 zo で 
だ 
回 き 信 仙 に 
RM 9ー: 
生ま うき 二 匠 で 過 
ます 
を で GS 必 こ eo 
に NE 
(⑦) に 
潮 電 意 く 弄 憶 て 
民 拉 持 ま 
すす まま 2 
尋 紀 本 で べく へ ハロ 
トト た 3 
En 団 
限 胡 ゃ 示 G 。 ト や 
を ま : 和 の 
起 。 介 せ 民 で 晶 半 
お 
言 。 村 G っ じ S じ 
交 せ 筐 させ つ 糧 や 
で で トド せ 振 飛 
いま まる を 1 
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( 凸 必 ) 
IK に は MW 丈 本 DKONR 宮 


ツレ ぐ 倒 り 業 な ベ 
油性 寺 旦 
所 昧 己 紅 N@ 田 性 SG 旧作 ド 


往路 つじ し G 写 党 8 っ 0 。 洲 置 旦 の つり ぐ 宣 選 の 二 ろ 品 共 R? 所 味 じ の 忠 の 球 虹 RR 宮 の つ 
じ 明 Sn" 誤 Se 呈 葵 GS キシ" 夫 写 窒 S 守 で コリン ロ K に て 各 間 の 叶 過 誠 吉 国 尾 鍛 つ 
民国 寂 つ 芝 当 " 狂 束 を 令 鞭 の つじ っ の 滋 宮 さる 篤 / 球 所 隊 ペ 選 人 " 舞 時間 和 め 穫 玉 侍 07 
MMSM 叶 名 弄 弓 座り Po 長 <QSh" 


つ 上 札 必 ptG 随 


作ら 出生 る も 入 答 リマ 選 き 0 る ソロ ロ き らち か 50S0 シ 

「N- 尽 取 躍 」「 上 ll 中 識 周 」「 角 半 示 拓也 拓 因 中 「 甘 具 選 回]S 還 さて 公団 千 つ しろ る: 
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泊 呈 間 中 3 中軸 


プ 夜 に 歩く と 、 背 後 か ら 刀 の 納 を つか まれ 、 身 動き で き な く な る 」 と の 噂 が 流 


童子 切 安 綱 
10 世紀 (平安 時 代 中 期 ) 、 大 原 安 綱 の 手 に よっ て 作ら れ た 刀 。 刃 長 80 セン チ 、 


グ ′ 反り 2.7 セン チ 。 国 宝 、 東 京 国立 博物 館 所 蔵 。 
江戸 時 代 に 津山 藩 の 江戸 屋敷 に お いて 、 町 田 長 太 夫 と いう 達人 が 試し 切り 
に 使用 し た 。 六 つ 胴 ( 六 人 分 の 罪人 の 死 骨 を 重ね た も の ) を 一 思 両 断 す る だ け 
で な く 、 刃 が 土台 まで 達する 切れ 味 を 見 せ た 。 
源 頼 光 が 丹 波 国 大 江山 に 住み 落 い た 鬼 、 酒 知 童 子 を 退治 し た 際 、 鬼 の 首 を 
切っ た の が 童子 切 安 網 だ と いわ れ て いる 。「 童 子 切 ] の 名 は 、 こ の 伝説 に 由来 。 
6 三日月 宗 近 
10 世紀 (平安 時 代 中 期 ) 、 三 条 “ 小 鍛 治 " 宗 近 が 作っ た 刀 。 刃 長 80 セン チ 、 
反り 2.7 セン チ 。 国 宝 、 東 京 国立 博物 館 所 蔵 。 
細身 で 反り が 高い 、 美 し い 刀 。 「 三日月] の 名 は 、 刃 緑 に 見 られ る 焼 刃 の 三 日 
月 状 の 模様 か ら 付け られ た 。 二 重 、 三 重 に 重なる 模様 は 非常 に 美しく 「 名 物 中 
の 名 物 ] と 言わ れる 。 作 者 は 、 謡曲 「 小 3 治 ] に も 歌わ れる 伝説 の 名 工 ・ 三 条款 
近 。 代 表 作 で ある 三日月 宗 近 は 、 三 条 宗 近 が 稲荷 明神 と 共に 鍛え た と され る 。 
大典 太 光世 
11 世紀 (平安 時 代 後期 ) 、 三池 光世 が 作っ た 刀 。 刃 長 65.8 セン チ 、 反り 27 
セン チ 。 国 宝 、 前 田 育 徳 会 所 蔵 。 
も と も と 室町 幕府 の 足利 将軍 家 の 家 宝 で あっ た が 、 足 利家 の 没落 に より 流 
出し 豊臣 秀吉 の も の と な っ た 。 あ る 時 、 大 名 達 の 間 に 「 伏 見 城 の 千 量 敷 を 深 


れ た 。 噂 払拭 の た め の 肝 試 し に 前 田 利 家 が 名 乗り を 上 げた た め 、 秀 吉 が 魔 よ 
け と し て 大 典 太 光世 を 持た せ た 。 利 家 は 何事 も な く 肝 試し を 終え 、 不吉 な 噂 は 収まっ た 。 
大 典 太 光世 は この 一 件 の 褒美 と し て 、 利 家 に 与え られ た 。 前 田家 の 娘 が 原因 不明 の 病 に 
か か っ た 際 、 大 典 太 光 世 の 力 で 治し た と の 説 も あり 、 魔 よ け や 病気 平癒 の 力 が ある と さ 
れ て いる 。 
鬼丸 国 綱 
13 世紀 (鎌倉 時 代 中 期 ) 、 栗 田口 国 綱 が 作っ た 刀 。 刃 長 78.2 セン チ 、 反 り 3.2 
セン チ 。 皇 室 御 物 、 宮 内 庁 所 蔵 。 
「 鬼 丸 ] の 名 の 由来 は 「 太 平 記 | に 記載 が ある 。 毎夜 夢 の 中 に 現れ る 小 鬼 に 苦 
N し め ら れ て いた 北条 時 政 が 、 夢 の 中 で 、 太 刀 国 網 と 名 乗る 老 弟 に 「 妖 怪 を 退 
NAS し た り れ は 、 自分 の 錆 を 拭い 去っ て くれ 」 と いわ れ た 。 早速 国 綱 を 手入れ 
し た と ころ 、 立 て か け て お いた 太刀 が 倒れ 、 鬼 の 形 の 火鉢 の 飾り を 真っ ニ つ 
に 切っ た 。 以 降 、 夢 に 小 鬼 は 現れ な く な っ た た め 、 こ の 太刀 を 鬼丸 と 命名 し た と され る 。 
数 珠 丸 昼 次 
13 世紀 (鎌倉 時 代 中 期 ) 、 青 江 恒 次 が 作っ た 刀 。 刃 長 81.1 セン チ 、 反 り 3 
セン チ 。 重 要 文 化 財 、 本 興 寺 所 蔵 。 
日 蓮 宗 の 開祖 で ある 日 蓮 上 人 が 、 身 延 山 へ 入山 する 際 、 信 者 か ら 贈 られ た も 
の 。 こ れ に 数 珠 を 掛け 、 破 邪 只 正 の 太刀 と し て 使っ て いた こと か ら 「 数 珠 丸 」 
の 名 前 が つい た と され る 。 
日 蓮 上 人 の 没後 、 ほ か の 遺品 と と も に 身延 山 久遠 寺 に 保管 され て いた が 、 
部 保 年 間 に 行 方 不明 と な っ た 。 大 正八 年 に 、 兵 庫 県 尼崎 在住 の 刀剣 鑑定 家 ・ 杉 原 祥 造 に 
より 再発 見 され る 。 杉 原 は 久遠 寺 に 返納 し よう と し た が 交渉 が まとまら ず 、 近 所 の 本 上 興 
寺 に 寄進 され 現在 に 至る 。 
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不動 明王 は 空海 に よっ て 日 本 に 伝え られ た 。 真 
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五大 明王 と は 


明王 は 、 名 来 の 命 を 受け て 、 仏 教 を 流布 する 上 で の 障害 を 打ち 破る 役割 を 担う 。 
目的 を 果たす た め に 、 剣 や 弓矢 な どの 武器 を 身 に つけ 、 質 素 な 身なり を し て いる の 
が 一般 的 。 ま た 、 多 く は 債 吉 の 形相 を し て いる 。 
「 五 大 モ 」 と は 、 中 心 と な る 不動 明王 、 和 
大 成 崩 王 の 総称 で 、 仏 像 な ど は 不動 明王 を 中 心 に 配置 され る こ 
隆三 世 明 王 


東方 の 守護 神 。 三 面 八 腎 、 ま た は 四面 八 覧 の 姿 が 一 般 的 で 、 正 面 の 
顔 に は 眼 が 三 つ あ る の が 特徴 。 髪 は 起り で 炎 の よう に 逆 立 つ 。 手 を 胸 
の 前 で 交差 させ 、 小 指 を 絡ま せる 独特 の 印 「 降 三世 印 ] を 結び 、 ほ か の 
手 に は 弓 失 や 務 な どの 武器 を 持つ 。 左足 で 大 自在 天 (シヴァ 神 )、 右足 
で その 和 、 鳥 麻 ( ウ ー マ 女 神 ) を 牙 み つけ て お り 、 自 ら の 力 が 強大 で あ 
る と 同時 に 、 大 日 加 来 に 従わ な か っ た 大 自在 天 を 降伏 させ た と の 故事 を 
明王 の 名 は 、 過 去 、 現 在 、 未 来 の 三世 に わた り 
| の 三 毒 ( 炉 悩 ) を 降伏 させ る 力 を 持つ こと か ら つ けら れ た 。 
原語 の 「 トラ イロ ー キ ャ ヴィ ジャ ヤ 」 は 、 三 世 、 三 毒 に 勝利 し た も の と いう 意味 で ある 。 
金 骨 夜 明王 

北方 の 守 衣 神 。 三面 大 内 が ー 般 的 で 、 正 面 の 顔 に は 四 つ 、 額 に ー 
人 人 を て 到 っ の 眼 が ある 。 真 ん 中 の 手 に は 自ら を 魚 租 する 金 肝 循 (ヴァ 
補 。 ジュ ラ ) と 全開 鈴 を 、 他 の 手 に は 表 矢 や 長 偽 な ど を 持つ 。 軒 を 放つ 神 の 
基 「 全 同 性 を 持つ こと か ら 「 陸 害 を 打ち 砕く 聖なる 力 を 持つ 神 ] とき 
れる 。 

十 代 イン ド 神 話 に 登場 する ヴァ ジュ ラ ヤ クシ ャ 神 が 仏 末 に 包括 され 
た 仏 で ある 。 古代 イン ド 神 話 で は 、 人 を 喰らう 魔神 (夜叉 ) と し て 恐れ 
られ た が 、 大 日 如来 の 威 徳 に よっ て 善 に 目覚 め 、 は 悪人 だ け を 喰らう よう に な っ た 。 
の 東和 明王 


南方 の 守護 神 。 疫病 を も た ら す 諾 革 夜 天 (イン ド の ガネーシャ ) を 
調伏 する 明王 で 、 基 本 的 に シヴァ 神 の 神格 を 継承 し て いる 。 シ ヴァ 神 
と 同じ く 、 体 に 蛇 が 巻き 付い て いる の が 特徴 で 、 一 面 八 腎 が 一 般 的 。 
顔 に は 三 つ 目 が ある 。 中 心 の 腕 は 交差 し 、 人 差し 指 、 中 指 、 薬 指 を 伸 
ば し 、 親 指 で 小指 を 押す 「 大 央 印 ] を 結ん で いる 。 ほ か の 手 に は 導 な ど 
の 武器 を 持っ て いる 。 

別名 は 「 甘 和 家 利 。「 甘 規 ] と は イン ド 神 話 で amta (アム リタ ) と 
呼ば れる 不老 不死 の 霊 薬 の こと で あり 、 甘 赴 ( 不 死 の 水 ・ 生 命 の 水 ) 信 仰 と も 関連 が ある 。 
大 馬 和 明王 


西方 の 守護 神 。 原 語 は 「 ヤ マー ンタ カ 」 で 「 死 の 神 ]、「 破 壊 者 ] を 意味 
する 。 六 面 三 目 太 候 六 足 が 一 般 的 で 、 神 の 使い で ある 水牛 に また が っ た 
姿 で 表現 され る こと が 多い 。 正面 に 組ん だ 手 は 、 左 右 の 中 指 を 立て て あ 
わせ る 「 橿 陀 印 」 を 結び 、 他 の 手 に は 予 や 長 刻 な どの 武器 を 持つ 。 六 つ 
の 顔 は 六道 (地獄 界 、 餅 鬼 界 、 畜 生 界 、 修 羅 界 、 人 間 界 、 天 上 界 ) を 見 
遮 す 役目 を 表現 し 、 六 つの 腕 は 武器 で 法 を 守護 、 六 本 の 足 で 六 波 叶 窒 ( 布 
施 、 自 戒 、 忍 寿 、 精 進 、 禅定 、 智 喜 ) を ら ず 歩み 続け る と の 決意 を 表 
し し て いる 。 
大 成徳 明王 は サン スク リッ ト 語 で は 「 マ ヒシ ャ サン ヴァ ラ 」 と 呼ば れる 。 水牛 の 顔 と 


Ni 六 足 を 持つ 慎 趣 章 で 、 文 殊 菩 薩 の 化身 で も ある 。 
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え を 連 る 宿 象 つれ モー よ ょ 久 " 刀 。 共 功 3 
る の 剣 る 後 で て 支 龍 る る は 委 に 澤 5 
学 証 が 創 ? あ ぃ い 刀 神 と 末 同 球 大 
者 惨 と る る に の じ 塗 同 が 
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在り ら ろ る 北 る 星 し 右 ぃ 枝 て 子 
も 深 れ や 宝 半 "ー て に か 刀 献 鏡 
多い た 物 七 中 の いあ と だ や 
文 意 背 で 星 国力 る る 考 ` き 勾 
の 味 景 は は 三 が “" 拭 え を 現れ 玉 
解 を に な 勝 大 封 ほ 状 ら 存 た な 


特殊 な 形状 と ミス テリ アス な 説 に 惹 

か れる た めか 、 ゲ ー ム の 中 に 七 支 用 が 
登場 する こと も 多い 。 
TPHANTASY STAR ONLINE」 (セガ) 
シリ は 、 イ ベン ト 系 クエ スト 攻 
略 の ボー ナス アイ テム と し て 支 用 が 
渡さ れる 。 装備 時 に は 独自 グラ フィ ッ 
ク が あり 、 七 つの 刃 を 持つ 独特 の 姿 を 
楽し むこ と が で きる 。 

ゲー ム 『 天 床 参 」( ク ロム ・ ソ フト 
ウェ ア ) に は 「 二 支 用 を 探せ ] と いう ス 
テー ジ が 存在 する 。 地 下 の 水 脈 と 通じ 
た 洞窟 の 奥 に 、 冥 王 が 封 の 際 に 手 に し 
た 七 支 刀 が 眠っ て いる 。 人気 フ ァ ミ コ 
ン ゲ ー ム 「 影 の 伝説 の 続編 不動 明王 
伝 』( タ イト ー) で は 、 主人公 「 不動 明王 ]」 の メイ ン 武 器 と し て 活躍 する 。 不 動 明王 と 
支 刀 に 関連 性 が 見 当たら な いた め 、 こ の 組み 合わ せ は 非常 に 不可 解 で ある 。 

ほか に も 『 サ ガ ・ フ ロン ティ ア 』 (スク ウェ ア ・ エ ニッ クス ) )『 逆 転 裁判 3]】 (カブ 
コン ) 、 カ ー ド ゲー ム の 「 ア クエ リア ン エ イジ オル タナ ティ ブ 』 (タイ トー) な ど に も 
到 が 存 條 する SE zo 

また 「SD 頑 無 」( バ ンダ イ ) シリ ー ズ の 神 臣 5 誠 無 も 、「 量 衣 包 」 と 呼ば れる 
七 支 刀 を 所 持 し て いる 。 刀 身 に 宇宙 力 を 宿す 剣 か ら は 「 天 地 激震 七星 流 弾 糧 (セブ ン 
ズ イ ン バク ト )」 が 繰り 出さ れる と いう 。 
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(中 性) 


思 補 所 回 攻 譲二 中 良し 佑 に つ 刀 宮 ロ 号 維 団 W レ 由 
P + o TI ュー ハム = mm ニー ニーーーーー ニ ーー 

由 財 装填 つ 人 ねり SneS PS 忌 回 S 引 KGS 還 = 記 、. 間 
し 1lm%P (やど 呈 6 め る 作家 224St) 到 ち 門人 周 代 詞 尽 家 6 じ 所 る お "中 下 堀 」 の 半 忌 
回 法 中 由記 池 り 案 で し Po 選 下 革 補 で RSP 中 中 や る mAe 二 も 光代 束ね り 旧 時 表 つ し る n0 

立 ぐ 4 | 宮 民 穫 お し 信 ン る 愉 を 無人 Jzo 下 つ NG 症 叶 公 弄 所 2" 征 回 G 天 問 せ 宗 る 写 
民 の 拉 地 MO で 入 和 0 ン 腔 選び 剖 凌 S 民 以 P4Sro" 
つ ES 表 罰則 演 
SE さこ 1 こと = くだ 7 くく と 


三 * 9 4 ぐ 
し She 突 計 兆 英 会” 九 田 岬 叩き ぐ 窒 密 祭 下 S 冥 明 球 で 徐 ロ で し 写 器 め 宗 90 旧 及 人 宗 宙 選 
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公定 円 じ Sh の 5 淫 堂 G く し So 守 吐 式 8 公 償 思 S 芝 マ 
0 し に 究 志 宗 祥 J0 及 公 や 時 溢 の 定 四 S 症 層 で ネ 

お 作 党 ぐ 雷 革 皿 肖 倒 詳 区 記し 団 庄 の で 尺 " で 癌 
避 朋 で 束 選 の 定 円 "0 ぐ 避 牙 付 革 G 久 つ し 最 に 公 村 祭 舞 
喝 選 司 半 り つ 肖 骨 公 肥 可 か y9 入 赴 宋 約 の 丸 ? 圭 々 じ 避 N9 の カ 
S 無 2 丸和 回 S 症 し S で の る で” SS に 拍 守 | 尿 会 
壮 三 飲 定 円 交 迫 也 和 か ke パ の BS MS" 塁 相 S 記 ロ 7 
ドコ ニレ よこ 3 こと くだ 0 に の と こく 


つ 胡 四 更 拉 多 妹 障 十 県 0 


守 総 己 征 回 曲り の 伝 壮 三 肖 己 扱 や * 関 S 固 く の 人 か 人 ト 
て つ レ タン" つ 倒 つ 下 四 S 諸 民 各 SS 会 避 仁 定 帳 S 癌 9 
先 つ 指 丸 選 ” 問 必 震 日 所 選 つ レ 「 帳 家 」「 江 円 」「 征 8」 
ずり 鶴 40 りり も 中 所 か め 正 弟 つ 丸 生 の る や の 

] 民 ” 建 三 係 は 宮下 R 誠 家 さ も 税 人 る 江 玉 の 8? 
操 ぐ 丸谷 避 更 富 つ 丸 拉 二 Se 賠 叉 憶 拉 2 定 四 称 庄 泌 つ し 
ろう 7 つ 倒 つ 足 S 国 避 全 SS 忘 更 江 ぐ っ の 共 絆 ぐ 団 称 親 
や し る:9 宮 公称 2S8。 写 円 S 捉 民 き SO 必 会 


や 


れ て お 


の 作品 に より 、「 世 界 で 最も 強い 刀 


剣 は 日 本 妃 で ある ] と いう 認識 が 、 以 降 の 多く 


オン ライ ン RPG『 ラ グ ナ ロ クオ ン ラ イン 」( グ 


ラビ ティ ) に 登場 する 村 正 は 、 一 撃 必 殺 の 威力 


人 気 ゲ ー- ム シリ ー ズ 『 ウ イザ ー ド リィ ] (Sir- 
を 持つ 両手 剣 。 あ る 確率 で 自分 に 呪い が か か り 、 妖 刀 を 表現 し て いる 。 


Tech) に 登場 する 村 正 は 、 侍 の キャ ラク ター し 
か 装備 で き な い が 、 ゲ ー ム 中 最強 の 威力 を 持つ 


どう や ら 村 雨 (『 南 総 里見 八犬伝 ] に 登場 する 架 


り 、 ゲ ー ム 好き の 間 で は 笑い 話 の ネタ に され る 。 
空 の 刀 ) と 混同 され て いる よう だ 。 


目 で は 「MURASAMA BLADE」 と 表記 


武器 だ 。 


代 ) ゲー ム の 中 の 村 正 


計 ア ノ の RPG に 受け 継が れ て いく 。 余談 だ が 、 一 作 


と フ 


同じ く オ ン ラ イン RPG『 マ ピノ ギ 』」 (NEXON. devCAT) な ど 、 多 く の 作 品 に 登場 す 


る 村 正 。 ゲ ー ム の 世界 で も 妖 し げ な 魅力 に 満ち て いる 。 


思 性 G 調 時 挟 路 
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長 員 Ko 0650468 測 引 和 を 思 窟 人 誠人 SM 6 の BS で 5 

室生 の ポン 習 赤 公 諾 下味 忍 訪 全 回 師 庫 填 つ 侍 全 で お 5 の 
つ ン 8 選 日 補 ぐ お 」 の や 9 窟 2 公 今 h9 円 能 民 藤 編 公 守 混 密 り 補 
2 て? 6 天 震 せ 円 淫 ぐ 寺尾 ン に 案 レ つ が 6 で 8? 
し お 円 慌 会 吉 坦 つ 丸 涯 時 ぐ 所 舞 の RG 会 避 ” 由 羽 層 朋 編 せ Ka 民代 
し 2x9? 


る 混 着 GR' 円 介 

了 せ 人 KS 症 ら 門 室 く いじ 2 の S せ が モン 民生 か NO 各 門 定 せ 
最 民 ロ 滅 ロー RR を R ロ せ 昌 競 末 華 上 閣 つろ" 

人 第 回 選 華 張 補 人 回 低 革 避 遷 東 名 り ざ 乱 字 完全 で 仙 
る で 半 を 名 守 挫 o お 合 SRR 旧 沿 べ So りき 親 室 S 


民法 旭 S ル ホー の つじ し ェ 斗 交 展 科 0" 6 回 層 理 吉 選 「 問 向く 
宗 和 Jo の 回 会 ぐ RR 認 半 <Q ぐ SSK9 革 拓 全 補 る] の る 候 捉 細 倒 交 で 
ISS こ ルイ テニ ジ リド コマ だ うぶ 3 間 二 こと っ に と くだ コピ た うい 】 
忌 革 舞 所 Sh0 り の 室 科 ン マー vS 丸 合 選 問 会 冠 ビ つが で の 
っ ぐ 問 押 っ の 4SkT 


く SS る 計 め 巣 回 層 半 器 幼 合 6 で 丸 民 吾 さ ぐる ざい 選 ? 


口 の 短刀 が 現 
極め て 珍 


口 と も 国宝 と され 、 そ れ ぞ れ 徳 川 美術 館 蔵 、 
s これ は 一 


幅広 で 反り の 強 
訪 、 保 名 物 帳 』 に は 「 慣 張 之 天主 より 出る ] と ある 
時期 天守 間 に 納め られ て いた ゆえ に 記さ れ た と 思わ れる 。 


サイ ズ と も 一 般 的 で 、 無 反り か 内 


正宗 作 だ と され る 旋 丁 正 党 と 呼ば れる 


存 し て いる 。 


り 知 識 (上 ) 店 本 


正宗 作 の 短刀 は 形 、 
反り の も の が 多い 。 し か し 誇 丁 正宗 は 、 
い 特 徴 的 な 形状 を し て いる 。 徳川 美術 館 所 蔵 の 店 丁 正宗 


は 、 剣 を 透かし 彫り に し 、 鈴 形 を 陰 彫 と し た 、 
し い 彫 刻 が 旋 さ れ て いる 。『 駿 府 御 分 物 御 道具 帳 』 の 中 之 


御 褒 持 の 部 に は 、「 ほり ぬき 正宗 ] と 記載 され 、 ま た 『 享 


氷 春 文庫 蔵 、 大 阪 ・ 法 人 蔵 に な っ て いる 。 
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( 凸 尾 ) 
更 で Np 選 ご 應 て 玉 記 世 指 凍 人 で 


叶 避 も 人 還 


つ 5 農 じ 出 癌 *W 選 餅 p 
堅 編 せ " 骨 二 K 半 計 十 | HU 培 AENeA 虹 壮 る で 
到 生 己 し hGR 束 ぐ 記 害し SN 叶 折 胃 四 胃 ) っ の 富 8 応 " 並 記 
し ^ 坦 し っ 2 じ ぐ 記 守 長 ぐ し 2 の" 6 尺 提 所 8 | 詳 邊 時 GS 迅 史 選 本来 く oo4ShG? 
尽 名 量 ぐ 「 過 回 」 せ ^ 出 屋 骨 密 ぐ 誠人 守り 民 0 ぐ で し 2 い 0 く すき 時 し SG 中 忌 せ 。 尺 訓 量 じ せ 
代 ン ” 臣 耳 時) つり 長 ぐ 記し くね 人 和 倒 。 国 十 立 旧 ン 0 し R 哀 湯量 旧 辿 箇 ” 球 宮 の 時 政和 須 四 
つじ 2 や 世 る 剖 移 時 る 息 守 的 富 で 穫 7 OS 避 釘 必 。 環 疾 し せ 況 ン 結 交 記 巣 0 し る お の 作 人 ? 


マ 県 覆 陣 @ 遇 民 帳 組 じき SS 公 0 
「 弓 @ 製 回せ 慎 避 時 ぐし 2k0」 の る 愉 SED こ ト も 坪 S 叶 で る 昌 括 補 篤 / 羽 せ 慰 騰 伯 遇 所 眉 


し せ 作 名 で 人 お る 所 室生 PS" 弁 艇 園 GN 玩 引 つ ね oNKAAQ る 9 和 / yS 忘 選 党 提 
娠 江 " 共生 6 己 閣 り 束 や YU っ PSN で きる RS お りや 半 写 天 る 計る ? 味 技 稚 S 東 民 宋 玉 N 抽 回 シ 


競合 0 の つり っ の 7 舞 回 ぐ 記 活 交 王 合 おり の 全 思 史 球 Se ぐつ の 6 丸 短 氷 し 人 ShT 
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泊 呈 唱 3 中 


(1834 年 ~ 1868 年 ) 
新撰 組 の 隊長 と し て 近藤 田 は 人 気 の 高い 人 物 で ある 。 農家 の 三男 と し て 生ま れ た 勇 は 、 


早く か ら 交 に 流 頭 。 天然 理 人 和 導 場 ・ 試 館 で 頭 和 を 現し て いく 。 市 術 の 能 を 
周助 に 認め られ 、 養子 と な り 道 場 を 継ぐ こと に な っ た 。 試 衛 館 に は 、 土 方 歳 
三 や 沖田 総司 、 永 倉 新作 、 斎藤 一 、 井上 源三郎 、 藤 堂 平助 、 山 南 敬 助 、 原 田 左 之 助 な ど 、 
その 後 の 新撰 組 の 幹部 と な る 人 た ち が 集 まっ て お り 、 さ な が ら 秋山 泊 の て い を な し て いた 。 

田舎 の 道場 主 に 留まら な い 野 心 を 持っ た 勇 は 、 幕 府 の 浪士 募集 に 参加 し 、 京 都 に 乗り 
込ん だ 。 そ の 後 、 浪 士 組 脱退 、 新 撰 組 設立 、 誠 沢 鴨 暗殺 な どの 計 余 曲折 を 辿り 、 や が て 
し 幕 写 と し て 取り 立て られ る まで に な っ て いく 。 


介 ) 新 当 租 の 隊 土 た ち 
人 @ 土 方 茂 三 (1835 年 1869 年 ) 

近藤 勇 の 片腕 と し て 新撰 組 を 支え 続け た 土方 歳三 は 、 武 州 多摩 の 生ま 
れ 。 試 衛 館 で 剣術 修行 を 始め た 填 方 歳三 は 近藤 田 と 出会い 、 彼 に 心酔 する 。 

近藤 田 と 共に 浪士 隊 に 参加 。 浪 士 隊 か ら 独 立 し 新 所 組 を 立ち 上 げ て 
か ら は 、 実務 に 貴 い 近藤 勇 に 代わ り 新 所 組 を 強固 な 組織 へ と 作り 上 げ 
て いく 。 組織 を 守る た め に は 試 衛 館 時 代 か ら の 仲間 ・ 山 南 敬 助 さえ も 
処刑 し 、 鬼 と 称 さ れる ほど 隊 士 か ら 奴 れ られ て いた よう だ 。 

幕府 が 倒れ 、 新 所 組 が 京都 を 押し 出さ れ た 後 も 、 新 政府 軍 に 投降 し 
新 首 さ れ た 近 用 田 と は 違い 、 土 方 大 三 は 放電 当 最 後 と な る 五 の 隊 い で 直 死 する ま 
で 戦い を 止め な か っ た 。 
永倉 新 八 (1839 年 一 1915 年 ) 

近 衣 田 や 土方 歳三 な ど 、 若 くし て 亡くな っ た 人 が 多い 新 失 組 の 
関係 者 の 中 で 、 珍 し く 長 生き し た 人 物 。 彼 が 「 新 選 組 誠 末 記 ] を 著 
し た こと で 、 人 斬り 集団 と 思わ れ て いた 新撰 組 の 悪い イメ ー ジ が 
拭 わ れ 、 新 擬 組 が 人 気 に な る きっ か け と な っ た 。 

武家 出身 の 永倉 新作 は 、 剣 術 好き が 講じ て 脱藩 。 近藤 勇 の 人 柄 
に 魅了 され 試 衛 館 の 食客 と な っ た 。 その後 、 近 藤 ら と 共に 新 擬 組 
に 参加 し 活躍 する 。 近 藤 と の 関係 は 徐々 に 悪化 し て いっ た よう で 、 新撰 組 の 主 筋 に 近藤 
の 非行 改善 訴え て いる 。 

鳥羽 伏見 の 戦い 後 は 新 所 組 と 容 を 分 か ち 、 独 自 の 考え で 戦い を 続け て いた よう だ 。 だ 
が 会 津 落 が 降伏 する と 戦い を 止め 、 旧 藩 で ある 松前 落 で 保護 され た 。 そ の 後 、 名 前 を 杉 
村 義 衛 と あら た め 余生 を 過ごし た 。 
久原 田 左 之 助 (1840 年 一 1868 年) 

原田 左 之 助 は 松山 藩 の 中 間 出身 。 松 山 藩 を 脱落 し た 後 、 試 衛 館 
に 食客 と し て 加わ っ た 。 こ の 間 の 経緯 は 不明 で ある 。 左 之 助 は 、 
永倉 新作 と 共に 新撰 組 の あら ゆる 畔 い に 参加 、 十 番 隊 隊 長 に まで 
出世 し た 。 だ が 、 新 人 と 同じ く 近藤 と の 関係 は 悪化 し て いっ た よ Z 
う で 、 皿 州 和 後に 新 所 組 を 脱退 。 単独 で 彰義 隊 に 加わ り 、 上 野 
戦争 で 戦死 を 遂げ た 。 

原田 左 之 助 は 、 新 撰 組 の 中 で も 目立つ 存在 だ っ た よう で 、 伝説 が 多く 存在 し て いる 。 
坂本 竜馬 の 暗殺 の 犯人 で ある と 長く 信じ られ て いた り 、 上 野戦 争 を 生き 延び て 中 国 で 馬 


賊 の 頭目 と な っ て いる と 新聞 に 書か れ た り と 、 伝 説 の 真 偽 は 定か で は な い が 、 多 く の エ 
ピ ソ ー ド が 今 も 残っ て いる 。 記録 より 記憶 に 残る タイ プ で あっ た よう だ 。 
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( 呈 必 ) 
ーー 


マウ 還 G 人 8 贈 0 公 居 思 的 直ぐ 


ツマ っ np さ OGOpS 


振 1 以 中 振 1 避 宮 人 2 の る る 据 富 SS 胡 ぐ で 避 衝 PAShG7 6 
喜 無 租 や SRH「1 選 人 財 宮 全 」 称 注 堂 や KO り AJ2 の SN 1 選 8 | 層 視 長 泌 | 層 党 党 ぐ 
9 る R 丈 し ろ や 人 ぐ 宙 梨 。 選 枯 因 芽 @ 僚 二 ぐ 常民 Br く SKOS 電 自選 つ お の の 会 穴 
ぐ 幅 隷 倒 選 お 富 XR ぐ 宗 7 料 知 [1 所 填 圭 個 」 会 本 ぐ 常 9r く で の る 候 記 中 人 ン 内 租 は 2 衝 擦 
1 層 視 の 2 の RR8 赴 足つき 2" 本 S 党 的 千 WS 欠 会 ぐ 。 容 S 党 くら SR 公 赴 赴 mk の AO へ の 近 介 
8 べく B6 で し 直ぐ 喝 記入 ぐし Sn? 

所 ぐ 常 5 く SNS し 2 ろ S る 宮 | 層 視 盛 洲 生 SR 球 赴 つじ る rh97 応 常 G 了 つ め を 氷 民 党 ぐ 4 の 避 来 
態 ” く 回 還 の 志 G※ 寺 し 直ぐ で や の 8 衣 4 る 0 和 ? 縮 | 層 圭 人 か し の 起 ン 法 二 信じ る ょ 6? 


マ 拡 起 品 め つじ 6 押 誠 @ ズ 駅 學 租 6 


虹 る 所 や で じ ツン 守 外 ※ つ " 吉 提 で 器 写 い し る お ? 呈 実り せ 糧 る 直ぐ お 合 随 吉 上 ほめ つ し 潤 


に | 
本 
ko 
防 
具 


た 可 う 創 つ 高 持 創世 人 人 る 司 > て 
ほ 藤 " 作 の 痢 いっ 作 で が * 美 回 い 
う 人 性 た で 組 一 "て で 放ち い 第 男 る 
が は だ ぁみ 文 ぃ あぁ 玉 ぁ 大 の 調和 
生 価 生 る 人 子 た っ 彼 変 丈 天 の 用 
い 田 こ わ 了 と を が 高 字 オ 物 に 
と 本 の ※ う し 人 騙 使 所 価 は ほ 剣 語 合 
し は 普 識 が 生 て みつ っ 持 で 土 計 わ 
で の が が て も s て し あ 彼 と 革 れ 
は 区 痛 定 人 ちい 共 る “て つの し 便 る 
は 無 科 着 りや 造 や た ム た 有 て 還 還 ょ 
自 く 却 し に 言 用 カバ と た 第 力 人 上 則 3 
ぃ は 次 て で も 。 で 又 の エー と 気 な 
s 無 あし マ 美 あぁ 言 記 は 文 し の 品 
所 ま 子 男 つが 可 才 学 て 高 き 
次 矢 っ の 。 た 和 や る を 知 い は 
実 し た する 多 可 一 ある た ーー らい 内 
CS た 5 記 ま の < な る 当 っ 
っ た ろ め ニー が を くい ji た 
に 6 、o 浪 い 総 ロ 


図 史 促 潜 落 . さ ざす 


沖田 総司 (1842 年 ~ 1868 年 ) 


新 所 組 一 番 隊 隊長 と し て 数 々 の 修羅 場 を 
くぐり 抜け た 天才 合 士 ・ 沖 田 総司 。 彼 の 名 
は 、 近 藤田 や 土方 歳三 と 共に 新撰 組 に 欠か 
すこ と の で き な い 人 物 と し て 広く 知ら れ て 
いる 。 若く し て 病 で 命 を 落と す と いう 、 悲 
劇 的 な 結末 を 迎え た せい か ドラ マヤ 小説 
漫画 な ど で 主 人 公 に な る こと も 多い 。 
沖田 総司 は 、 あ まり に も ドラ マチ ッ ク な 
人 生 を 歩ん だ た め 美 化 さ れる 傾向 に ある 。 
菊 一 文字 を 所 持 し て いた 伝説 の ほか に も 、 
事実 が 通説 と 食い 條 う こと が 多々 ある 。 
沖田 総司 と いえ ば 労 味 が 有名 。 ド ラマ な 
と で 、 池 田屋 事件 で 大 活躍 し た 大 量 の 血 を 
吐く と いう シー ン を よく 見 受け られ る が 
実際 は 体調 不良 で 倒れ た こと は あっ て も 血 を 吐い た と いう 事実 は 無い 。 し か も 彼 が 
死ん だ 理由 は 労 味 で は な いと いう 説 が 有力 だ 
また 容姿 次 麻 に 描か れる こと が 多い 沖田 総司 だ が 、 こ れ も 実 際 と 違っ た よう で あ 
る 。 記録 に は 「 ヒラ メ 顔 で 笑う と 受 婚 が ある ]「 色 黒 」「 肩 の 張り 上 が っ た 猫背 ] な ど 、 
美男 子 で あっ た と いう 記述 は な い 。 天才 剣士 と 若く し て 亡くな っ た と いう 事実 が 美 


男子 の イメ ー ジ を 作り 出し た よう だ 。 
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( 凸 尾 ) 
NIS 記 お 還っ 


マ 十 則 諸 や っ RRH 


細 豆 表 HM ポ 居所 皿 家 選 ぐ ペ RS 記 
震 ” 6 お 3 RHSS 短 PS 柏 にせ 十 則 
抱 ロ 器 吐 ^ 吉 外 拘り 員 人 め 味 人 りつ 全 人 ぐ 填 
井上 の の 滞 和 で し る hG? 半 美 し 人 SQ 圭 守 甘 
会 得 休会 人 お りり 全 ぐー 地 に S 塞 洗 公 民 
に ロ 展 で し る お りう 篤 尿 会 7 部 交 季 に 
@ 旦 握 革 様 鶴 ぐ コン 填 志 GR も 憧 の 時 束 レ 
る 26 うり 諸 寺 人 0 民 し る お つ 倒 づつ 封 選 の る 人 寺 

時 窟 る し つれ 6 で 合 / 下 求 し せ 析 選 GGG 
Pk で うき IFs の こさ まく こ マカ こ くだ 

衝 さ 人 字 札 和 生 7 4S9 1 べら G 球 G 介 代 と 1 
講 人 Tno? S 革 落 性 則 眼 "補色 翌 至 
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実際 6 


隊 穫 補 吉 行 を 贈っ た の は 兄 の 権 平 。 栄 は 、 竜 馬 が まだ 


悲し い 伝説 
子供 の ころ 亡くな っ て いた よう で ある 。 


た め 自 害 。 最初 か ら 死 を 覚悟 し て の 行 
司馬 遮 太郎 (し し ば りょう た ろう ) の 小 


り 知 譜 


坂本 竜馬 と 陸奥 守 吉 行 に は 悲し い 伝説 も 存在 する 。 
落 を 抜け る 脱藩 と いう 行為 が 大 悪 と され て いた 時 
代 。 脱藩 を 決意 し た 竜馬 に 、 そ れ を 知り な が ら 姉 の 栄 


と で 、 栄 の 気持 ち に 応え た と され て いる 。 


の 介 話 は 、 
説 で 紹介 され 有名 と な り 、 他 の 作品 で も 使わ れ て 


及ば せな い 
いる よう に な っ た の だ が 事実 で は な い 。 


章 
3 
3 
に 
癌 
に ヨ 
拍 
誤 
に 
ポ 
ト に 1 
豆 

加 
圭 
3 
中 
志 
任 
に 
習 
に 


動 で あっ た 。 残さ れ た 家族 は 、 彼 女 を 罪人 と し て 葬る 


体 に 


や 折 だ 科 下 民 9 づつ” 庄 そ ぐ 選 福間 谷 つ の 全 人 ぐ 国 ロビ PzovS 記 活 


伝 懲 の JO 信 9HE に の で し 応 療 拉 記 革 天 べ Jo の る ene 直志 0 
マズ 寄 さ Q 要 ぐ 慌 京 @ ズ 


憶 政 穫 折 記 軸 旋光 つろ 丸 宗 導 湯 望 革 / 区 べ し 人 ぐっ 篤人 村 嘆 
局 尋 層 寺 各 避 お つつ お 名 玲 p0 し Se マレ Sr? 揚 過 想 串 を 也 田 上 路 
寺 S)8/ 長 0 レ 2 くっ 6 思う AO で T 

ポン S 思 軍 器 し つ れ 6 で る NG 伝 / 朱 せ 揚 志 更衣 S 鵜 マレ っ 24S 0 お 
349 り JO 矢 握 中 生じ べ 入 操 ぐね の る 心血 郭 江 窟 0 じ 介 ぐ 生 。 形 正 路 震 圭 
も 吉信 京 お Jaos の 7 男 呈 剛 し 占 人 お Jaos2” 有 選 笑 会 必 楽 うじ > の 7 濁 
座り 人 S 色 おじ 因 錠 具 の に 民 つ おり の 革 1 負 2 の 8 会 で お J7OS レ る ょ 5 

宮寺 G 玖 べり S で 間野 生垣 寺 0 SRR・ 憶 争 字 だ 間 で 
し 2 お SB MM 選 知洋 KRS 全 O 宙 りり 8 くる 相伝 出合 ぐ 太 媒 立 の 
る 作並 生 で レネ 鈴村 生 補 りり じ SN る KGP 亜人 可 提 慰 
20 ズ 各 器 め 生 吉 0 お 人 全 で 尺 振 棒 補 で る 会 やり で も っ の ポン S 
篤人 り 人 SAO 赴 足 BPS で 8SSAOTT 

べ 交 KG 丸 人 る 赴 ぐ 翌 算 抽 字 だ "SG 壌 8 失 肖 G 脱 画 間 或 丸 
% 人 8 る りり の ^ 二 SS で お 人 つる 寂し ShG" 


り 全 で GE 奉 で 

BmW 友 己 故 09 

上 下 で 足 構 や けり だ 

S 近 w せ 押せ 0 に ら 

セ 起り 証 で で 人 マ 

WS 否 さこ ちち 作 

eo っ OS や 鍵屋 

っ SW 提 中 っ いざ 赴 っ 

や っ し けけ 。 ま やり し 

マレ 暴 者 っ 朱 0 ン ス 

で 麗 呈 誠二 る 信男 

時 は 衝 肝 ま 

っ 本 名 中 

EE 沖 四 臣民 球 坦 

E 当 いせ 所 せき せ @ や 上 幅 浴 

装っ 尿 で GS 所 や 

VS う や 選 き 各層 に 

= 導 だ まあ :K あ まさ 

明 ) ゃ も 六 せ で し ちさ 

還 際 全 話 加悦 ご 列 り 民 

本 提 K 時 じじ め つき で 

し 塁 G CK 窟 G つ 

思 コ ス 時 で SS や 時 

@ ぐ っ 症 り 上 り 中 

に 

四 

de いい 、 コ 

を リ 二 

E 

3 
ーー ーーー ニー ーーー 
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( 呈 必 ) 
十 六 自 軒 の 臼 略 礼 星 己 理 0 で 妃 中 時 計 性 


っ 礁 許 ・ 人 咽 壁 槍 6 で 間 据 半 
RS 届 吾 


に に に かな いれ 30 

時 当 還 局 ぐ 昌明 所 過 詳 擬 求 ぐ 症 吐 め 
己 か " 栗 羽 避 民 記 上 定 ぐ で " 豆 志 し " 宮 
掌 僚 給 る 年 本 全球 マン” 悩 包 ・ 球 層 称 画 
さわり x 蟹 図 価 妊 表 世 束 " 

限 考 つ し 2xQ 凸 任 RRG エ し 回 揚 民 公 の で 
2 の 選 る の る 記し る 0 か 7 時 況 析 ン 会 QRS 細 還 の つじ 胡 ぐ 豆 し る る ? 民 揚 の つり" 

ー 王 図 球 慌 し 蜂 SkG 競 剖 ・ 括 可 ( 人 S り 合 ) 公 王 攻 民 避 天 つ し ろ お おり 
ふ ふ 選 革 壮 乱 庫 守 名 く ペ 称 半 め へ K 逢 KS 蘭 測 6 選 る お の 
に で CS だ で いづ き いで くだ で こす くま を まく くす に で ニー ヒ - 下 ずく 08 と 
選 失 三公 所 涙 所 で 料 く ) 便 所 ” 窒 編 案 9 針 色 晶 玲 つ し る お りり) 
ヨ 障 環 ぐ 敬 運 己 類 再 つ *^ で ・ 束 門 @ 癒 詩 公 所 堂 記 引 尾 笠 で お りう 


5 4 3 2 


8 る 叙 宮 舞 り yon0? RH 和 せつ 人 S^ 刺史 如 詩 量 ^ 諸 量 " 吉 吐 時 " 邊 旦 " 室 商 時 


幸明 60 る 8? 

涯 ぐ 結 泌 せ 「 沙 井 門 記 7 記 中 ・ 帳 泌 S 球 中 人 S 窒 の SNG 代 。 並 定 人生 つ の 
ン S り 2?「 留 @ 旨 ] つ つり 胡 代 中 療 皿 洗 弄 光る 侍 局 計 涯 羽 誠 
表 末 " 志 志 11 十 国 完 ぐ る の 忌 ・ 定 守 寺 全 べ 夫 べ で お 2 の ぐも 「 モ 加 栄 」 の 
に トト 

谷 還 還 串 ぐ 三 王 坦 ぐ d 鶴 し の 及 琴 ? 壮 理 人 の 路 二 2 の 8 丸 交 避 0 おり の 会" 
「 器 理 拘 選 維 沢 ]S 表 交 の 誠 玉 

同 回 選 届 間 な 人 02 当時 3 選 計 篤 「 時 補選] 傾 互 二 客 唱 宮 会 会 で 
丸 選 給 っ の 飯 M97 部 謎 人 SO お の m 守 8 四 聞 Worthcsr 
剛直 伝 十 く 

哉 昌 SG 団 所 " 汐 四 6 臣 稚 の 双 環 僚 雪 信人 S 祝 逐 ぐ 定 思 的 還 で 人 / 鈴 継 ・ 理 
史 栄 選 ぐ S 塞 も 忠 器 公 球 定 " 渕 沢 の 忠 除法 写生 KG の の BS で 7 寺下 倒 肖 
つ ン で お ぐし 貴 葵 休 半 翼 避 所 つね の 0 区 いし 0 お の 0 半 林 加 の なら 会 
2 レビ る 丸 ? 定 誤 社 鼓 公 洋 玉 利 申 中 圭 選 時 つ し ろり の 会 代 穫 和 6 
で B 生 ー そ こり に で 3 の た さと ベル くだ 

3 余韻 宮島 ぐ お りり の 迫 沢 ぐり 9 要 0 い 選 丸 意 福 呈 合作 
を る 52N 短 志 " 玉堂 室 会 敵 鶴 双紙 に R 長 で 科 JS で レ つ が で 5 


元 成 軍 を 圧倒 。 元 


: 明 年 間 、 備 前 守護 (播磨 ・ 美 作 守護 も 兼 
: 任 ) の 赤松 政則 と 松田 元 成 が 争っ た 際 ( 
: 成 は 山名 氏 に 援軍 を 求め た が 、 天 王 原 

で 敗れ 、 胃 梨 郡 の 弥 上 村山 で 自害 し た 。 


: は 赤松 勢 に 参加 し 、 


知識 億 ) 戦国 時 代 の 備前 長 内 
P・4 


兼光 の ほか 、 佐 々 木 小 次 郎 が 愛用 し 


た 「 物 干し 竿 ] を つく っ た 長 光 ら 、 灯 多 

の 名 工 を 生み 出し た 備前 長船 派 。 職 人 

集団 で は あっ た が 、 戦 国 時 代 に は 自ら 
戦闘 能力 を 持っ て いた 。 


問 高い | 
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( 凸 必 ) 


窟 擬 宮本 職 ぐ KW0 計 揚 民 
EE だ) 


FNe 


つ 避 唄 軍 食 Q 型 胃 く 


低 ぐ 国 迷 区 ぐ も 財 手 S ポ R 各 選 め つ し うい 0 の 
%0" 壮 押 展 の 皇 4 る ^ 楽 縮 思 ぐ 弄 還 の つり 坦 選 疲 ち 
し 選ぶ 福 骨 抽 林 抽 ” 会 環 せ 党 ン S 油 倒 向 0 
ピル 

時 ぐ 代 加 レ オド 札 22G 貴 衛 民 (人 士 作 R 世 1 
すく 給 っ の Sh@)^ 圭 8 計 0 旧 8 八 疾 困 品 2 ぐ K 
0 人 め ” 遇 の 無 の 詩 尿 舞 り レス や ? 措 藤 OS ぐ 
いい ド 人 谷 く だり くま に も チン 3 べ J 隊 人 キト に と コ 
忍 中 玩 環 レビ 「 球 @ 由 の 只 る 7 器 巡 つき か JiY9 公 の 
崖 隔 ぐ 多 選 GS 穫 窟 も 旬 宙 お お 球 お で 刺 " 寄 め お 
ミリ っ: さく 90 こ Am コマ の よさ 

和 を 矢 り 選 回 ヨ 諸 お 人 QSKO 倒 。 避 嘩 利 只 お お 


採用 され る ゲー ム も 多い 。 


ソン 』 


ンー ン デ 


に 、 レ ベル 5 武器 「 弁 


修行 で 能力 を 高め つつ 、 登 
用 試験 を 目指 す 「 新 武将 モー 


『 戦 国 無 双 』( コ ー エ ー) で は 、 


ド 」t 


鹿 岩 融 」 が 登場 す 


: 作 説 を 採用 し て いる よう だ 。 
ファ イナ ルフ ァ ン タ ジ ーXI』 (スク ウェ ア ・ エ 
も 、 両 手 栓 と し て 「 岩 融 (Stone-spliter)」 と いう 武器 が 存 


在 す る 。 見 た 目 は 雑 刀 型 を し て いる が 、 性 能 は 鎌 檎 系 に 


準 


ニッ クス ) 


損 。 弁 度 の 戦法 を よく 表し た 武器 で ある 。 残念 な が 


ら あ まり 強い 武 器 で は な いよ うだ 。 


t 
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に に たよ お ぶ が 0 | 


に コ 
ロ 】 


け は みつ 百人 分 の だ 茜 $# 《% 和牛 願 字 うめ 
に な の 夫 到 が 人 人 け 用 纏 引 若 掛 $ エ 追 
* ぃ い 親 下 十 七 に で で 刻 丸 け らく と 放 
無い 五 モ 十 は 三 あ が 人 人 と の ぃ いき 
名 多 三 剣 ン 五 扱 居 る 拝 に いた いい 衝 れ 
で 数 条 っ ん ) え 芋 “* つ 上 還 うめ 臣 常 て 
あの 宗 て 九 な 寸 現 の 便 主 に 居 旧 し 
っ 森 近 っ 財 十 か 避 存 ぶ 閣 太 坊 人 ま 
て 刀 作 る 陰 も っ 前 は へ 用語 を 妃 双 代 う 
も を だ 上 人 ムン た 見 し 操 大 得 医 度合 、 
相 集 と 思 ぶ チ * も て 高 還 剛 る り を 見 こ 
当 め の 主人 た ` 通 と いま 巨 こ を 名 く の 
の た 説 三 丘 丁 常 え な こ 天 と は 乗 ゎ 際 
業 弁 も 理 天 部 の いく 3 間 02 二 3 
物 度 あ 月 か 分 閥 も が 2 な な め た 馬 の 
で が る 連 が も 用 カ ぁ 名 難 る ` い ゃ る 
あ 好 が 和泊 も ゎ 百 は り 刃 の 切 “ 告 < か 作 
うん 乱 記 あ 三 軌 * の 世 本 の ら 弁 
た だ か の る 十 の 普 部 大 目 後 ご し 
こ だ で 生 * や 5 部 通 分 な で 備 文 ょ 


千本 の 太刀 を 集め て いた 草 鹿 。 な ん と か 999 本 
まで 集め 、 あ と 1 本 と いう こと ろ で 、 笛 を 吹き な 
が ら 通 っ た 義経 と 出会う 。 弁 鹿 は 義経 の 太刀 を 春 
お うと する が 、 欄 干 を 飛び な が ら 身 軽 に 戦う 義経 
に 破れ て し まう 。 弁慶 は 以降 、 義 経 の 忠臣 と し て 
仕え こと に な る 。 

この 決 聞 は 五条 大 橋 で 行なわ れ た と され 、 京 都 
の 五条 大 橋 に は 和牛 若 丸 と 弁慶 の 像 も 建て られ て い 
る た め 、 観 光 客 も 多い 。 し か し 当時 、 五 条 大 橋 は 
な か っ た た め 、 決 闘 は 不可 能 で あっ た よう だ 。 現 
在 の 「 松 原 通 ] が 「 五 条 通 り ] と 呼ば れ て お り 、 五 条 天 神社 近く の 橋 が 舞台 だ と の 説 が 
あり 義経 記 ] で は 、 坦 川 小路 か ら 清水 寺 で の 出来 事 だ と され れ て いる 。 
@ 拓 信和 


義経 と 弁 度 の エピ ソー ド と し て 有名 な の は 、 歌 舞 伎 の 演目 の 一 つ 「 勧進 帳 ] だ ろう 。 

京都 か ら 逃避 行 を 続け る 義経 一 行 、 加 賀 ・ 安 宅 の 関 (石川 県 小松 市 ) で 義経 で は な 
いか と 見 破 ら れ 、 足 止め され て し まう 。 弁慶 が 焼失 し た 東大 寺 再 建 の た め の 勧 進 を 
行っ て いる と 言い 、 偽 の 勧進 帳 を 読み 上 げ 、「 お 前 の せい で 疑わ れる の だ ] と 、 主君 
で ある 義経 を 杖 で 打ち すえ て 主従 関係 で は な いこ と を 証明 し よう と する 。 こ れ を 見 
た 富 橿 左衛門 は 、 弁 鹿 の 嘘 を 見 破り な が ら も 関 を 通し て や っ た 。 

強い 男 で あっ た と の イメ ー ジ が 強い 弁 鹿 だ が 、 機 転 の 利く 頭 の 良い 面 も ちあ っ た こ 
と が わか る 。 
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る 押 代 Qp 硫 OIIO ロ 

朋 人 3 提 江 誠 S 慰 や 千 0 お宮 息 SS 暗 識 間 層 uo 
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令 110 思 本 公 只 る 慰問 人 ぐ S8 梨 定 ち で 尽 お 

無 6^ 旦 ぐ 志 会 必 宣 WO や Es7 2 SN 千 選 宮 か うろ ぐ 脱 Rm S レ RS か S 
各党 認 9 以来 し 4Sn9 語 る る 0 尺 じ る 民 " PS 届 会” 鶴 夫 記 の 氷 占 K に で 
Pe 「 評 S 湯 密 つ し 肖 ぐ SM@ り の る? 挿 倍 選 ぐ 


IO 細 鵜 豆 うろ 
総 定 作 全 2 会 避 舞 の つい 杜 衛 款 科 で 丸 全 人 公家 SAOTT 


つ 選 光 弄 韻 公 二 W 卓 つ 


に ボーア だ で お さく たく 生 に 1 
の teAmUSOP つ Ne0 お おる 謀 欠 SS 


意 加 し 人 S ぐ お 候補 5 つ 会 つ 型 器 ぐ 福 責 伝 交 
堂 筆 係 せ し 間 湯 氏 半 泥 


5 裳 


邊 8 せ 8 で ぐし つ *6 で 党 


泊 呈 座 叶 S 詩 軸 


説き じみ 党 


ー 


S ン 


川 人 勝 ら 田 あ に 
家 物 は 男 な 信 る 過 
康 で ` 猛 か 長 " ぎ 
が あま で っ や 徳 た 
天 る き 武 た 豊川 る 
下 "に 芸 “ 臣 家 も 
を 彼 三 に 秀 に の 
取 の 河 秀 吉 対 と 
っ よ 区 で に す 手 
た う 者 皿 優る 歌 
の な を 義 過 思 に 
も 家 代 は さき 義 歌 

臣 表 厚 れ も わ 
当 を すい て 強 れ 
然 持 る “ も 烈 た 
の っ よ 本  ` で は ほ 
こ た う 多 理 ど 
と 徳 な 忠 切 織 で 


室 : 

*ー い 多 彼 織 
2『 を まき 援 
の 

武 傷 は し 長 

男 を 多 徳 た も 
は 追 く 有川 編 

当っ の 家 豊 
05 な o 導 = 半 
R と ゆい に 
ら と に 家 症 逢い 
有 が を 国 証 
名 な 加 了 
Mn も 2: 三 だ 
いと な 方 和 
家 い が ケ > 
康 わ ら 原 2 


思 半 年 NT 主 癌 吾 量 . 流 計 


四 


落 正 (r 愉 


ン 


本 多 起 勝 は 閉 中 切 の 柄 


と され て いる 。 そ れ ま で 


鈍っ て し まう た め 、 槍 を 


える の が 一 般 的 だ っ た 。 
し か し 忠勝 は 温 の 状況 


の 長 さ を 何 度 も 変え た : 
: 戦国 時 代 最強 の 檎 使い 、 本 多 吊 勝 だ 。 
培っ て きた 経験 や 感 が : 
: 衛 な ど 、 戦 国 時 代 に は 槍 の 名 人 と 称 され 
変え て も 柄 の 長 さ は そろ 

: 冷 切 を 操る 本 多 忠 勝 ほど 有名 な 武将 は い 


NN や 、 自 人 の 体 カ に 合わ せ | 
て 、 装 落す る 柄 を 変更 し : 


り 知 譜 人 ) 績 始 切 と 本 多 忠 騰 


た と いう 。 柄 を 変え る 発想 も すご い が 、 
それ を 見 事 に 使い こなせ る の は 、 さ す が 


枯 紗 正 や 栓 大 騰 、 槍 の 半蔵 に 栓 の 其 兵 
た 武将 が た くさ ん いた の だ が 、 名 栓 ・ 靖 
な い 。 柄 の 長 さ を 変え た 話 か ら も 、 起 勝 


が 他 の 栓 の 名 手 と は 格 が 貴 う 存在 だ っ た 
こと が 想像 で きる 。 


り 知 識 日 本 号 


広く 知ら れ て いる 民謡 の 黒田 節 は 、 黒 
田家 家臣 ・ 到 時 本 兵衛 が 、 酒 の 飲み 比べ 


話 を 歌っ た も の で ある 。 こ の 歌 に 出 て く 
る 、 母 里 太 兵 衛 が 奪い 取っ た 檎 こそ が 、 


靖 鈴 切 と 並び 称 され る 日 本 号 な の だ 。 黒 : 
: 本 号 が 、 大 事 


田 節 の お か げ で 、 日 本 号 は 義 趣 切 よ り も 
有名 な 槍 に な っ た 。 


日 本 号 は 、 元 々 朝廷 が 所 持 し て いた 武 : 
器 で 、 槍 で あり な が ら 正三 位 を 授かっ て : 


いた と いう 伝説 も ある 。 三 位 と は 、 大 納 


: 言 相当 の 位 で 公家 な ら よ ほど の 名 家 。 軍 
で 大 名 ・ 福 島 正 則 か ら 槍 を 奪い 取っ た 作 : 


人 な ら 大 将 に 
な ら な いと も ら 
えな い 位 で あ 
る 。 い か に 日 名 


に され て いた 
の か が わか る 。 N 
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( 凸 尾 ) 
いり 4 に に か よい に さい 6 に に これ:1 こ 1 
992GY 。 避 つ * 


マ 胃 喘ぐ 虐 況 四 各 枯 ぐ SS を 


、、 提 せつ" 導く 交 全休 入 りや 欄 マ が 胃 和 

己 賠 組 S 1 ジー 可 映 剛 玉 を S 選 PS の JNES し 2n05 玩 叶 つ N 計 SNR 人 S ら ら 
の R 公 中 会 の り の 会 所 震 さ で 反 のち 丸 送 " 己 ャ 共 る ※ 没 ぐ 密 り 8 N MG 選 振 8 球 人 慰 
ルツ こと こく 3 

足 記 ・ 揚 二 過 編 嘱 求 を 失 揚 過 編 雷 玉 償還 誠 避 球 軸 WSKOS0” 回 注 * RS を 記 居 


つじ し 員 ぐ じ 介 選 前 当 路 寄 路 完 の 宗 の 宗 和 記 日 で る ? 羽入 つ レ 2 計る 公団 W 時 つ 首 SG 尺 
導 定着 S22 ぐ PS ぐう 天 避 し on? 


つ 江 旬 人 6 じ 路 0 じ 泌 羽田 束 
也 人 令 上 贅 1 科 ( 概 1 ペーー さ ) っ の SO 補 の る SS し る 9 玩 中 つ 填 "上 ロ を RG 撃 須 や 十 全 人 ぐ く 十 や 
の 因り る し 介 " 玩 中 つ 時 志和 め せ 失語 じ るい 0" 4S6 選 選 嘱 生 0KeRR^ 引 全 ④ 慰 ロン 


ン S8 で ぐら 瑞 画 全 鶴 つ ね に 定 半 器 全 2" つつ 会 つ 選 そそ ※ 党 せ 手 賠 つ き 0S 東 吉 ぐ 寂 光 苦 


ざ 人 や 
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物資 う 事 流 て ” 《@⑩ い に ま 中 次 バ 
で 料 佐 説 守 鳥 お 佐 誌 わ 自 た 球 # 郎 物 ン 
あ は 々 す で で り 々 れ ら ` 流 5 は 干 テ 
っ 極 木 ら は の ` 木 が て の 蒸 を いし 1 
た め 小 あな 決 出 小 話 い 流 返 極小 邊 ジ 
? て 次 る く 関 自 次 を る 派 し め 太 の を 
少 郎 " 架 が や 郎 呼 "・ な た 力 持 
な は 空知 経 の 党 歳 : ど と の ちゃ 誠 
く 知 の ら 歴 人 0 流 # の ミ 技 主 限 
の 人 れ は 生 を 剣 れ ん 計 ニ に 
謎 鹿 物 い 不 は 生 法 る 放 で て 活 
は ( 合 。 で る 基 そ み を 人 人 知 あ か 
包 坂 あ が * 謗 出 考 靖 め る し 
ま 群 2 唯 に し 委 そ れ 佐 た 
な た な た を ご 負 2 NG 
だ ちや) ま と っ めい 木 だ な 
人 人 へ いも 上 誠 れ も いる る 小 


(rk 活 し と 寺 選手 さて 王 


と 


ズ パ マッ 


泊 夫 唱 S 針 軸 


知識 僧 ) 佐々 木 小次郎 と 宮本 武蔵 


@ 儲 々 木 小次郎 の 記 区 

出自 が 謎 に 包ま れ て いる 佐々 木 小次郎 に は 、 師匠 と され 
る 人 物 が 二 人 い る 。 中 条 流 の 実力 者 で 、 富 田 流 の 生み の 親 
論 敵 人 衝 ご 力 の 師 下 と し て 和 ち れる 和伸 衝 で み 
る 。 ど ちら の 説 も 決定 的 な 資料 が な いた め 確証 は な い が 富 
田勢 源 が 師匠 で あっ た 場合 、 央 流 島 で の 決 且 時 に 佐々 木 小 
次 朗 の 年 齢 は 五 十 を 越え て し まう 。 そ の た め 鐘 失 邊 放 が 師 
匠 で あっ た と いう 説 が 有 カ で ある 。 し か し 鏡 扶 邊 斎 の 弟子 
だ と し て も 宮本 臣 療 より も 年 齢 が 低い と いう こと は な く 、 
肖 流 島 の 決闘 時 に は 壮年 で あっ た と し か 考え られ な い 。 

小説 や ドラ マ で よく 描か れる 、 若 き 天才 と いう 佐々 木 小 
次 郎 像 は 架空 の 物 の よう だ 。 


介 宮 本 武蔵 の 戦い 方 
宮本 武蔵 の 勝利 で 終え た 北 流 島 の 戦い 。 わ ざと 戦い に 遅れ て いっ 
た 武蔵 が 、 焦 り を 誘い 、 自 ら 作 っ た 木刀 で 佐々 木 小次郎 を 打ち 倒 
し た 。 と いう の が よく 知ら れ た 物語 な の だ が 、 異 説 も 存在 する 。 
それ は 、 武 蔵 で は な く 、 弟 子 が 佐々 木 小次郎 を 殺し た と いう も の だ 。 
弟子 を 引き 連れ た 宮本 武蔵 は 、 単 身 央 流 島 に 乗り 込ん だ 佐々 木 
小次郎 と 対決 。 熱闘 の 未 、 武 蔵 に 軍配 が 上 が っ た 。 敗れ た 小次郎 
も 死ん で いな か っ た の だ が 、 武 蔵 の 弟子 た ち が 小 次 郎 を 押し 包み 
殺し て し まっ た と いう 。 
” どちら の 説 が 正しい の か は わか ら な い が 、 そ の 後 小次郎 の 弟子 
に 恨 ま れ 、 命 か ら が ら 身 を 隠し た と いう 後日 談 ま で ある 後者 の 説 


は 、 後 味 が 悪く 剣 衰 ・ 宮 本 武蔵 の イメ ー ジ が 台無し に な っ て いる 。 
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@ の 叶 全 た ち し は 6 
打 証 道 い 企 打 と 物 て で 福 上 
出 具 いじ 出 い で ぃ い の 手 刀 
の 通 で 欲 な の う ぁ る 神 で 能 
小 が あし が 小 * っ この 持 の 
千 利 る いら 西 そ た と 持つ 道 
を | "も の を の が も ち タ 加 
使 去 の 場 使 後 * 多 物 イ 
9 が 合う 者 二 My の プ 
場 い 。 何 も 際 の 武 "あの 
合 の で あ は 天 元 る 小 
は が 。 も る 区 皇 は が さき 
N 衣着 送 全 人 る 

問 出 願 が に 声 な 
吉 て 打 い 和合 時 屋 鬼 ハ 
解 題 くち ご 登り 沖 が ン 
の る 下 と ぞ 物 に 室 マ 
な "る ろ を て と 住 物 1 
い の 
欄 さと え 介 て し 基 
世 に 願 な う 渡 神 て 本 
要 万 い が ょ た 所 
党 能 が ら 有 


ある と 共に 、 厨 房 ・ 食 堂 の 神 で も ある 。 日 
や 財 福 を 司る 神 と し て 信仰 され て いる 。 
本 来 は 一 面 二 由 (三面 六 由 の こと も あ 上 


いた が 、 室 町 時 代 以降 「 大 国 主命 」 と 
習合 し 、 江 戸 時 代 に な っ て 現在 の 姿 が 


大 黒 天 は 米 
僚 に 乗り 、 頭 市 
を か ぶっ て いる 
の が 特徴 で ある 。 
背中 に 大 き な 袋 を 
背負 い 、 手 に は 打出 
の 小 稿 を 持っ て いる 。 
その 次 全体 は 、 男 性 器 を 
表し て いる と の 説 も ある 。 ま 
た 、 打 出 の 小 植 が 男性 器 を 、 手 
が 女性 器 を あら わし て いる と も され る 。 
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に に たよ お:0 | 


立 の ろ 場 ソ え が が て 信 使 を い を 
派 若 うす 打 還 | た あ 算 つじ お 授 大 を 迷 
な 者 “る 出 ド 小 る く こ な うか 黒 言 べ 
若 は 身 も の 植 も 稿 * そ の いと っ 天 わ る 
武 必 長 の 小 の あ が う に 算 * す た に な 必 
者 久 一 が 村 力 る ^ っ な く 思 る 男 祈 い 
に ( 3 違 か っ こ 
めす 、 は 宅 か っ うそ わが が 原 こ が 
な お 信 る うり て め ず ` い し と あ 
っ カミ っ 一 本 議 も 願 し 二 小 寺 た て が り 
た を と 寸 馬 議 の いま と 失 は * い \ 肝 い 
“ルン ゃ 流 伸 を を っ 叶 を 馬 家 打 心 う 
入 を 有 有馬 ほ 出 閉 た ぶ ふ 鹿 に 出 だ か 
ば ほ 名 に す おき ( 避 だ り - (9 導 の やつ 
いと ど で 登 吾 間 の “あし っ 小 に 
こめ ビ 何 話 厩 げ て て 植原 


子ども の いな い 老 夫婦 が 、 
住吉 の 神 に 「 子 ども を 恵 ん で 
くだ さい 」 と 祈る と 、 不 思 議 な 
こと に 老婆 に 子ども が で きた 。 
し か し 、 産 まれ た 子ども は 身 
長 が 一 寸 (3 セン チ ) ほど し か 


づけ られ た 。 子ども は 成長 し 
た が 、 背 が 伸び る こと も 、 大 
きく な る こと も な か っ た 。 

ー 寸 法師 が 若者 に 成長 し た 
ある 日 。 武士 に な る た め に 京 
へ 行き た いと 言い 出し た 。 お 
村 を 船 に 、 箸 を に し 、 腰 に 
は 刀 の 代わ り に 針 を 持っ て 旅 
に 出 た 。 

京 に つい た 一 寸法 師 は 、 立 
派 な 屋敷 を 見 つけ て 働か せ て 
も ら う こと に な っ た 。 屋敷 の 娘 と 旅 を し て いる と き 、 娘 が 鬼 に さら われ そう に な る 。 
ー 寸 法師 が 勇敢 に 娘 を 守 ろ うと する と 、 鬼 は 一 寸法 師 を 飲み 込ん で し まっ た 。 

ー 寸 法師 は 鬼 の 腹の中 に 入り 、 腰 の 刀 ( 針 ) で 、 鬼 の 腹の中 を 刺し て 攻撃 する 。 鬼 
は 「 痛 い 、 痛 い 」 と 降参 し 、 一 寸法 師 を 吐き 出し た 。 鬼 は 、 お 詫び の 品 に と 打出 の 小 
植 を 渡し て 逃げ て し まっ た 。 

娘 は さっ そく 「 大 きく な ー れ 、 大 きく な ー れ ] と 打出 の 小 千 を 、 一 寸法 師 に 振っ て 
や っ た 。 す る と 一 寸法 師 の 身長 が 伸び 、 立 派 な 体格 に 。 娘 は 彼 に 惚れ て し まい 結婚 
二 人 は その 後 も 、 小 槍 で 全 や 銀 を 振り だ し て た いそ う 人 金持ち に な り 、 子 ども 


三 人 を 授かっ て 幸せ に 暮らし た 。 
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売 守 ら る こわ 新 て 神 神 。 《@ 矢 た 藤 を 
りー め の の る 田 江 そ 社 社 源 羽 水 を 組 
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た で 除 源 の 王 往 の 知 矢 義 れ 彼 針 稚 け せ 
破 販 開 内 中 神 徒 天 ら を 綱 を 訪 生 の て < 
麻 売 層 は に 法 呈 すれ 最 の 流 だ 氷 あ 請 
舌 " 和 水 矢 % 仕 て 初 縛 む め と を 錠 交 
だ に こ 気 水 破 唱 や 掛 い に 男 新 年 と とい 世 閉 
と れ 退 破 兵 渡 た だ ける 販 ・ 田 更 ふ 兵 お 
さ が 散 兵 破 と へ 人 " 売 義 氏 れ 記 倍 沼 バ 
れ 日 の 破 の 生 。・ し 県 の 天 さき は の 補 
て を お 人 2 半 き 商 綿 逢 訓 り 補 を 見 と 
8 大 がき なれ 

る 初 ? 説 を ) に 源 入り 議 で 衣 と の 
" め つ に 場 そ ざま 内 と こ 新 笑 る 羽 * め 
て 矢 か す ち つ は し の 田 "を ま に 


@ 誠 
准 と は 本 来 、 ツ グミ 科 の トラ ツグミ と いう 鳥 の 異称 。 森 の 中 
で 夜中 に 細い 声 で 鳴く た め 「 夜 」+「 鳥 」 の 文字 が 当て られ て いる 。 
「 平 家 物語 に 登場 する 准 は 、 サ ル の 顔 、 タ ヌキ の 胴体 、 ト ラ の 
手足 を 持ち 、 尾 は ヘビ の 姿 を し た 怪物 だ 。 複数 の 動物 が 混じり 合っ 
た 姿 は 、 西 洋 の 怪物 キマ イラ と の 類似 が 見 られ る 。 准 も キマ イラ 
も 「 正 体 の よく 分 か ら な いも の 」 の 例え に され る の も 共通 点 だ 。 
鳴き 声 が トラ ツグミ と 似 て いた の で 、 最 初 は 「 鶴 の 声 で 鳴く 
得体 の 知れ な いも の 」 と 記さ れ て いた が 、 省 略 さ れる うち に い 
つの ま に か 准 が 、 怪 物 の 方 指す よう に な っ て し まっ た 


日 
登 
1 @ 聞 退 治 

平家 物語 」 に よる と 源 政 は 二 度 、 規 退治 を 行っ た と され て いる 。 


一 度目 は 仁平 年 間 の 三条 の 森 か ら 暗雲 と と も に 近衛 
天皇 の 住む 御所 ・ 清 涼 殿 に 夜 毎 出没 し 、 天 皇 を 悩ま せ た 鶴 が い 
た 。 頼政 が 鬼 の 頭領 で ある 酒 知 童 子 を 退治 し た 頼光 の 子 凶 と い 
う 理 由 で 鶴 退 治 を 命じ られ 

夜 、 い つも の よう に 現れ 典 を 覆う 黒 直 に 向かっ て 、 額 
政 が 雷 上 動 で 水 破 を 放つ と 中 し 、 す ぐさ きま 今 度 は 兵 破 
を 射る と これ も 命中 。 准 が 空 か ら 落ち て きた 。 そ こ を 家 来 の 猪 
早 太 ( い の は や た ) が 短刀 「 骨 食 ] で 止め を さ し た と いう 。 

二 度 目 は 応 保 年 間 、 二 条 天 皇 を お び え さ せ た 怪 鳥 を 頼政 が 退治 し た と あり 、 こ の 人 怪 島 
も 鶴 で あっ た と 思わ れる 。 

源 頼 政 の 准 退 治 の 伝説 を も と に 能 「 堆 ] が 生ま れ 、 江 戸 時 代 に は 歌舞 伝 や 浄瑠璃 の 題材 
と な っ た 。 現在 も 京都 に は 冷 大 明神 、 神 明神 社 と いう 堆 退 治 ゆか り の 神社 が 残っ て いる 。 
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弓 の 名 手 と し て 後世 に 
| まで 名 を 残し て いる 与 
) 一 の 弓 。 ゲー ム 中 で も 、 


| 重く 扱わ れ て いる 。 
『 フ ァ イ ナ ルフ ァ ン タ 
ジーX』( ス クウ ェ ア ・ 


」 エニックス) に は 、 レ 

0 リッ ク 己 術 の 最終 形態 

と し て 「 与 一 の 弓 ] が 用 意 
され て いる 。 武器 の 固有 スキ ル 


と し て 「 南 無 八幡 ] が 使用 で きる な ど 、 最 
与 一 の 弓 よ り 上 位 は 、 


介 王 と いう 、 神 や 明 


3 
只 
昧 
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吉 
に 1 
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Me 
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@ 
国 
上 
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叶 
較 
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Ph 


全 
王 の 持つ 弓 で ある た め 、 与 一 の 弓 が 、 


『 戦 国 無 双 』 


高 ク ラス の 弓 と し て 憧 慢 の 的 と な っ て い 
る 。 か な り の レア 武器 で あり 、 血 眼 に な っ 


て 捜す 人 も いる そう で ある 。 


滋 藤 ] が 登場 する 。 
地上 で は 最強 の 扱い に な っ て いる よ 
うだ 。 


天 若 日 子 神 、 


と 飛 す い の 承 。 た 中 と 士 る 《@ 墓 落 
す ぶ 射る 腕 で 弓 よ に さき の で 与 記 は 免 
ほ 鳥 手 "前 は の う は れ 持 巻 一 京 し 
ど を に 屋 を い 腕 だ 二 ぶ つい ぃ の 大 都 た 
と 三 推 鳥 示 幼 前 " メ エ 紀 た 弓 市 * 
き の し い は 1 そ に いい は 織 の 某 
お れ 合 ` 頃 非 ト 訓 比重 『、 6 即 5 年 
れん た 戦 父 常 ル モ エモ べ 藤 5 黄 奈 成 い 
と の を 居 に を 陸生 を 重 院 X 
を ます を 肖 放 - 
いぶ 者 え を 、 藤 
る 記 つ 記せ 見 で る 見 に ご 卒 評 る 人 
の た 着い も 生長 弓 %9 ? 見 
一 前 と の 地 の も 大 "` で 
は を さき さ 前 元 も ン で 京 藤 死 
時 ` 落 れ で の あ 子 強 の の 23 
便 で そ 仮 っ 。 い 武 つ 日 


選 梓 は とけ 議 石 筐 豆 疹 きる 。 ペ 


に | 
本 
ko 
防 
具 


那須 与 一 の 名 前 と 弓 の 名 手 
と し て の 地位 を 確実 な も の と 
し た 、 屋 島 の 合戦 で の 「 扇 の 
的 ] の エピ ソー ド 。 平 氏 の 乗っ 
た 船 に 竿 を 出し 、 先 に は 扇 が 
立て で られ て いる 。「 扇 の 的 を 
弓 で 射 て みよ 」 と の 趣向 で あ 
る 。「 誰 か 射 ら れる 者 は ある 
か 」 と の 源義 経 の 呼び か け に 
推挙 され た の が 、 那須 与 一 で 
あり 、 一 度 は 知 退 する も の の 、 

令 され て 腕試し を する こと 
に な っ た 。 与 一 は 「 南 無人 幡 
大 菩薩 」 と 神仏 の 加護 を 唱え 、 
失敗 し た 場合 は 二度と 誰 に も 
会 わ ず 、 弓 を 折っ て 死 の うと 
決め て 、 馬 で 海 に 乗り 入れ 弓 
ー ズ バハ ー es 放っ た 。 扇 は 見 事 空 に 舞い 
上 が り 、 両 軍 か ら 喜 び の 声 が 上 が っ た と いう 。 

岸 か ら 的 まで は 、『 平 家 物 語 」 の 記述 に よる と 約 人 一刀 十 メー トル 。 与 一 は 浅瀬 
を 馬 で 進ん を だ た め 、 実 際 に 射 た 距離 は 間 ( 約 セ ニ メ ー ト ル ) 程度 と され る 。 現 
代 弓 道 で 的 まで の 外 離 は 、 遠 的 弓道 場 で 太 士 メー トル 程度 。 当 時 も 現在 
体 は ほとん ど 変 化し て いな いた め 、 射 落と す の が 無理 な 距離 で は な いよ 
り 少し 遠い 距離 、 波 間 に 揺 ら め く 船 の 上 に ある 的 と 、 困 難 な 条件 を 提示 し 、 余 興 的 に 


チャ レン ジ を 人 迫っ た 、 優 位 に 立っ て いる 平 氏 側 の 挑発 だ と 考え られ る 。 
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し 三 近 足 が  《@⑩ 
で だ 正 下 選 朋 ら 右 
噌 の 山 の 治 琵 原 5 
ら と の 国 を 芋 秀 % 中 
た 
の 義 を 出 き 住 能 
が 神 退 の れ む ぶち お 
` よ 治 盾 た 画家 だ 
商 り し 六 秀 王 礼 
金融 た ぶ 綴 に と 
作 礼 ちる は 大 も 
誠 いい 日 ご 


へ 


藤原 秀郷 の 子孫 に あたる 足利 忠 網 。 : 
勇猛 果敢 で 武勇 の 誉れ 高い 忠 綱 は 、 初 : 
陣 の 際 、 家 宝 の 避 来 矢 を 芽 用 する こと : 
に な っ た 。 し か し 施 来 矢 が あま り に 重 
く 、 動 き に く か っ た た め 、 一 度 は 着用 : 
し た 鎧 を 脱い で 自陣 内 の 川 ぺ り に 置き 、 : 


別 の 鎧 を 身 に つけ て 合戦 に 臨ん だ 


初陣 は 大 勝利 に 終わ り 、 晴 れ が まし : 
く 自 陣 に 戻っ て 来 た 忠 網 。 確 か に 自陣 
に 置い た 避 来 矢 が 影 も 形 も な く 消 え 失 
せ て いた の を 見 て 、 顔 色 を 変え た 。 置 : 
いた は ず の 場所 に は 、 白 く て 大 き な 平 


た い 石 が 座 し て いた の で ある 。 


家 来 に 命じ て 探索 させ 、 自 ら も 必死 
に 探し 回 っ た が 、 つ い に 家 宝 を 見 つけ 
る こと は で き な か っ た 。 

忠 綱 は 嘆き 、 後 悔し な が ら 大 石 を こ 
ぶし で 叩い た 。 目 の 前 の 大 石 は また た 
く 間 に 消え 、 代 わり に 避 来 矢 が 姿 を 現 

と 。 忠 綱 と 家臣 一 同 は 、 あ まり 


に 不思議 な 現象 に 、 驚 く こ と し か で き 
な か っ た 。 

大 き な 平たい 石 に 姿 を 変え て いた こ 
と に ちな み 、 避 来 矢 は 「 平 石 ] と も 記す 
よう に な っ た と いう 。 
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に)2 


マ SN で 員 下 和 折 OxWBG 筆 
「 計 ] 笠 包 識 470 守 " 陸 HG 二 民 や せ " 沈 ミ 


SderES 科 や 寺下 中 
組 * 民 ′ 撮 放 ′ 環 岩 " 選 記入 公 っ し 2x? 宗 Si 
要 涯 ぐ GSS こ ロロ ^ 呈 織 。 そ 宣伝 評 ぐ SG 3) っ 24SK0 6 人 の 科 5 

< さす に て < を よく いま Aa くそ = 和 … い さく よい に ドド, よく 半 パ まこ ぴっ) 
拉 宮 べつ る 肥 ^ 潟 編 会 鉛 W 史 し る no の S っ の 0 る "| 

世 ポ 湯 補 が 6 宙 計 全く 誰 ポ 肖 縮 祭 公 富 ぐ 湊 弄 会 牌 洛 つ や 2 の ぐっ J2 の 7 鞭 倫 交 知 王 球 約 人 0 鏡 
1 氏家 圭 つ 2 の 2 る Se 唆 須 ? 深 淫 S 飼 記 公 師 ポ し < 公 計る 著 中 で る 肥 人 し 功 表 演 六 
S 選 人 0 る お "MS 選 ^ 忘 S 舞 球 己 下 選 且 全 で” 性 恩 衝 21R 堂 ぐ 交 己 幼 J 人 SN 会 軒 つじ る 
る ? 

ご 誤 や 祝 究 獄中 Q ぐ SR し ShG 某 容 叶 伝 舞 宇 つ お OSAG? 縮 中 せ 嘆 涯 ポ S 亡 淫 し 征 記 學 守 ぐ 泡 完 7 
時 轄 (WaOS 窟 2 の ぐー) ロマネ 提出 S 統 公記 1 『 


ち 
ュー 
け 
ら 
れ 
で 
い 
な 
か 
ら 
由 
来 
し 
だ 
名 
称 
で 
あ 
る 


装 世 8 計 由 軍 ぐ 谷 ぐ 旬 称 衣 人 で し ぐ 玉 JOSrG 謀 ” S 守 会 征 0 レ 
人 及 S 利 Hs 迫 で JSTT 記 IRSGH 鶴 G 朋 ” KW 完 生 避 光 全 容 
鶴 美 ポ 間 補 JaJs の ロ 抜 AT 選 XYSR_J ぐ 到 測 記せ 導 せ RS る 

選 吉 8/ 民 沈 党 の 空 入選 送 し 邊 記入 ” 実 玩 せ 志 三 と 喚 球 
避 寺 An0 福 ぐ 中 氏 計 光 ぐ 鶴 し せ ^ 共 手 究 ぐ 到 五 色 装 政 測 窒 
聞 公 析 つ 尺 室 / 究 性 芝 お じ 忘 賜 や NG 交 " 所 王 己 庄 的 集 じ ね の うな で 


つ 前 田 仙 @ 辻 央 ・ 明 剛 
に に くださ る = 当 上 陣 adcCLEE に し びさ ッッ 


回 彼 吉 相 せ る 各 堂 語 記 区 年] し 球 吐 短 四 選 巧 補 り 諾 直人 豆 ビ 
る 9" 蝶 江 SS 二 G 洲 せ / MGS 識 間 人 め 多 6 中 人 垢 攻 る 7 の る 
人 で 講 提 全 和 ME 太 SO 

唱 党 き 還 no 中 擬 ざ 板 理 肝 出 缶 田 SW コ つ し" 補 宮 ・ 
中 謀 紀 式 業 邊 世 め る nAJNERnG" 蝶 業 窒 家 必 パ 入 
出 S 様 革 胡 を 作田 下記 葉 定 の 圭 若 り Jyo り [時 状 薬 の 
と に に 

入力 飼 富 り 福 下 吐 近 ぐ を さら 現 王 ロ 計 人 る や の る や 
水 公 交 ら S 表 三 能 公選 宗 天 り 衝 誠 の る で 


重い と い 


ックス ) シリ ー ズ ( 
小手 、 桶 の 一 連 の 防具 が 登場 


する 。 そ れ ぞ れ の 作品 で ほぼ 最強 クラ ス の 防御 力 を 誇る が 、 


カル な 性 格 で ファ ン の 心 を つか み 、 


ム の 中 の 源氏 の 八 領 


H 
ト 
( 
公 
S 
K 導 
AS 
ENS 
NO 
ト ざ 
hK 
き コ 
hi 
の 3 
ト 
NT) 
ー ョ 


「 フ ァ イ ナ ルフ ァ ン タ ジ ーV] に 登場 し た ギル ガメ ッシュ と いう 英 
キャ ラク ター が 、 源 氏 シ リー ズ を 装備 し て お り 、 戦 闘 中 に 姿 み 取る 

『 フ ァ イ ナ ルフ ァ ン タ ジ ーXI] で は 細分 化 され 、 橋 無 、 膝 丸 、 産 衣 、 八 龍 、 

ちな み に 星 数 の 防具 は 、 日 数 、 月 数 に ちな ん だ 架空 の も の で ある 。 


薄 金 、 沢渡 、 日 数 、 月 数 の 防具 シリ ー ズ が 登場 し 、 手 に 入れ よう と する 多く の プレ ー ヤ ー 


以降 の シリ ー ズ で は 名 物 キ ャ ラ に な っ た 。 
が 血 ま な こ に な っ た 。 


と が で きる 。 ギ ルカ ガ メッ シュ は コ 
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了 四 り 抱 肖 挿 dlHW 拉 ン 陰 軍 * 
岡 抑 G 福 中 QG 泡 愉 ト て 中 多量 っ 
| | SOSGRSWew58 で つ 1* 

舞 距 般 画 団 り つい 


SENIS ペ SI 
さ ざ ろ < 抽 織 の 介 中 
寂 応 吸 る 混和 会 
AT 誤 卵 福 鞭 ) 
つゆ し 選 の 半 つ ね の 
さく だ で * ま こう 
ょ 9? 思 毅 半 赤 的 つ レ 20 りう の 87 [1 慌 中 宮 吉 」 
「 還 愉 由 培 吉 」「 く 中 壌 」「 十 地 幅 寺 京 」「 中 
由 地 吉 AS 記 注 人 ぐっ の 天 壁 つ を かる? 丈 
こく た そく と くに こさ だ っ まさ だ っ と こす つっ 導 4 
くさ ロ ー ハ mA 昼 編 べし 207 MM 宗 8/ 際 


米 
キム 
0 


あっ た 


写し 補う を やろ の 0 型 補 つ し 2 で 6 や 所 
壁 料 の る 條 "剛志 革 装 庄 倒 1 OO へ 中 く 指 所 
し 人 ら " 完 会 完全 | 豚 物 器 衝 る 会 侍 る 2? 殿 
球 半 称 敵 Ko きつ お 人 ぐ 編 宗 補 合 。 求 ンマ 
寄せ 弧 間 ぐ 避 性 突 提 つじ る や で? 

つろ で So の 8 得 人 S ン し 器 利 如 息 疾 党 
豆 旭 褒 向 総 1 つつ 地 褒 束 懇 洗 つき る の 
うふ へ 人 K 枯 会 人 G 和 7 剖 会 S 福 中 交 東 しめ 
に さ に よこ そく 伸 隊 で で Fu だ っ 1 さ 4 ぃ だり に よさ ド くり 
2 ぐし る る QAY 「 刺 中 」 革 轄 ぐ 所 所 0 ン 
りり 9 凹 史 の つじ る n9? 応 守 会 選 組 世 
AG 「 束 中 中 S 計 守 Q が WS 豆 詩 
幸 ろ 志和 全 や うし る nk07 る 0 完 避 型 0 じ 尺 室 
必 S 届 め 中 K0 り の は あら MS 調 境 2 光孝 
や h@ りり 篤 on? 

連 べ ぐせ 選 の 誤 中 つろ "赤色 宮 末 つ る 
人 叶 坦 ぐつ の ぐつ 玩 28 選 球 公 屋 ツン 宇 基 


170 


品 し SN 近 に 生 愛 室 妥 11 赴 SI1 ペ ーー さ 剖 
24SK9 旦 似 ? に 乱 愛 の 8 各 ぶ ミー) 攻 差 計 
正負 思 ぐ りり し ポン S 騰 宝 洪 全 の や 
壁 司 革 人 丸尾 和 的 切 で 丸 選 当時 選定 つ お らく 
維 咽 ぐ @ く 上 ロロ ヒ 和 所 称 窟 選 愛 生 で レ 尋 
いま もこ と くさ くたくた さ そこ キー 
境 せ に 生 朋 ロロ ン RN し 区 装 部 
民 和 四 全 合せ を he? 臣 ぐ 志 旧 ゴ 全 で お ロ 
ロン ポレ ろ に 丘 所 型 で PR 称 記 0 志和 
hQ” 圏 べ 公 庄 邊 つじ し ろ お 民 8 [RSR」 の 富 8 
し 2 や 7 

因 沖 大 公 全 


全 

草  G 令 中 の る 呈 
SE「 描 」 補 " 四 
思 c 吾 し じじ っ 
き 票 中 旧 抱い し 福村 
SS つじ し 及 思 や xe 加 


会 中 款 束 ぐさ ぐ B 選 で お ら の つや お? 家 補 軍 で 
忍 忌 臣 穴 鶏 春 の つり し” が 妨 選 因 仁 で 
由 当 会 りゃ 9 映 睦 の つり 浴 訪 攻 融 公 人 SO 
En た ん に で く たこ 


隊 押 ・R 宇 


に ドンナ: を ゴー 
堂 の 呪 党 つと ゃ ろ ぐ 
せ 「 総 謎 ]」 し 4 ぐ 民 
で 際 旨 MR 避 人 約 
S 己 装 ぐ 交 公 明久 会 多 ” つ 全 つつ WS 利 記 
翼 郭 レ つじ 2 宗 8/「 剖 還 条 じゃ 」 JO 
し So の SDS” 誠人 ぐ 8 当 祭 邊 を 所 べ ) 
避 窒 選 や 6 つ / 中 控 的 親 つ お " 応 束 害し 
せ ン / 給 器 を 窪 二 民 仔 せ 人 KO も 沢 普 
つき ン レ 競合" | 演 窒 で 征 人 
や りり 2 の 4S で 8) 中 2 時 史 会 じ WS 定 を を 


「 苦 無 」 は 忍者 オリ ジ ナ ル の 
武器 。 使い 道 は 多様 で あっ た 
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有り 座 。 相 宮 党 豆 移 つね の る 7 國 王 


「 軸 堆 赴 ] せる 公 多い 9 柚 で 似 G 邊 し St? 窯 書 
ぐ 赴 し 約 肌 2^ 思 選 選手 つり 京 の 0 っ の 
や 生 ら 掌 知 を や) か 回 季 回 や" 6 尺 " 宮 
ぐつ ぐ 避 貼 四 称 比 低地 対応 り 唄 合 じ 選 る ) 
S 芝 中 和 ン 6n0 | 玩 器 選 補 9 へ か さき S の 
S 公 SN | 羽生 交 oo2So の Srk95 時 S 
や 愉 避 共 避 細 で し 計 提 回 か 「 園 回 を 畠 く 
KS 拉 況 9 民 部 療 宜 交会 移 選 世評 所 次 
人 SG「 祥 嘩 40 羽生 世 SWO る 完 公 天王 
下ろ 史 邊 和 か 肛 粗 会 人 SM の の 会 人 測 吾 め 守る 
る 人 パ 7 

ISAePWete ら 
坦 全 随 で つぐ 「 忠 京 S 寺 人 愉 
周作 や 己 り で vvrian が Ma 


密 尋 の て 條 る 選 ASSt9 江 
吾 庄 堂 寺 ぐさ 会 刀 常 和 


作ろ 会 の ろう 介 Ro の 4Sn? 


と 


共 


こと 


手裏剣 は 投 拠 武 器 。 敵 に 向かっ て 投げ る 


を 「 打 つ 」 と 言う 
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あ 至 台 一定 つぶ だ 
< 往 放 ・ 雇 到 


ズ 穴 S 婁 民 MS せ や 8 究 2S 央 慌 の 2 で レ 
の 有 型 幅 し せ 人 27 ズ 在 か 人 蛋 A 和 KO 銘 選 過 
業 % し At 祝 中 せ 鶴 ろ の 0 レポ 選 張 補 つ し 0 
癌 吾 ホ ー さ S 王 綴 穴 ph6 福 鞭 交 或 ぐ ン 87 


り ぐ つや 水 交 ぐ 鶴羽 斑 震 つ レ うろ や 福 鞭 全品 JJ 
し So? 


ズ 葉 G 購 也 球 散 天 ( 拓 橋 d 裳 ) 
も 


りさ 科 


SNS っ p「 応 」 9 
の 世 で 穫 羽 公記 革 愉 公 交 
n9 全 22 つ 民 人 る? 定時 選 識 呈 や ho 人 お お ぐ 洛 受光 
往路 皿 補 唱 お 捉 代 上 り 活 避 し ろ n 呈 を 混 基 勾 
MG366 末 る ぐ 宗 お り 間 R ぐ ベビ る hn? 

VS 選 党 ぶせ 提 民 を か うか 日 求め 宗 。 中 
遇 民 公有 各 か パパ 旧 中 提 長 NG 喝 7 捉 作 6 
6S っ DS 電 「 洗 乱 裕 各 ]/ 守 則 つね 2 ぐ Q「 富 
應 間 」 密 稚 

に で で Sm いで いっ バア く と くき きよ ニー ゴー た こと くく 4 5 
ふ 必 人 か ^ 野生 羽 の っ 2 唱 弟 称 麹 生 る ? 
葉 走 し め ^ 次 竹 め 唱 及 末 償 レス nh? 


まそ くる 

S さぐっ の ぐっ JES 拉 須 避 人 地 を か る 代 の 
会” 福 聴 の つ し 詳 尽 工 "「 和室 下 稚 ]G 1 弟 
し St9 JRh の 5 選 り よ 送 NS 如 、 の うつ し 論 
に ココ さま ゃ 61 で 

足 宏 婦 調 で 了 ト 生 そ へ 公 間 人 0 束 じ 0 り ) 
公 半 器 し ST" 潮 尾 須 記 型 攻 般 論 笠 公 。 青 党 
もせ が 還 名 ぐ 4 條 人 S 宙 回 送 じ 観 刑 を 本 型 
人 東 ぐ GO76 丸 尋 G K く て で ふ 人 公定 ろう し ne7 
王 福 書 ぐ 定 祝 の SG? 図 民 @ 皿 祝 20 お 中 ー 
JAAK ペ ネー (oo コマ ー 交 ) 8 で KB ミー 
人 mRNAO の 守 PaOn9 の On 


剛司 [時] 判 昧 人 


所 [秋夫] 十 | 一 十 因 団 
剛 語 【 裕 話 】 判 時 府 


利 素 臣 G 果 承 ( 剛 加 ー ロ ト く ) 


人 和 旬 で 人 か 人 K 


ロー ル 肖 8 尺 宮 斉 買 和 所 つづ 「 和 へ 必 生 で 
KK] の 堂 く し 2 や ? 間 人 9S 福 中 の りつ し お / 玉 違 倒 
及 琶 つじ しろ 丸 国 キー ヤキ や へ 補 屋 款 ぐり 
PS 享 詞 倒 革 ン 羽 県 会 人 居 居 "9 さ 
8 全 一 と へ へ AN 秒 べ SSI1OS 第 中 
会 "近所 R 宮 寮 ぐ 足 決し SQAJ 人 ah" 
和 へ NN8/ 壮 RR 中 0 も 直ぐ 。 所 状 を 
キン 由 史 の 麗 / 須 ろう を の 叙 弄 舞 人 0 束 じ る n6? 

4 ロー ト で へ へ へ 人 ヘ 一 さ し 38 の GS 「 へ か 
和 か て か KK (ロホ の) Gradius 、" 屋 款 S 胃 ら せ 
*Gladius 、 PS” 旨 知 きじ ro ね お し 療 家 ※ 
も Sr" 


DESSYS)t (mm マー ロト く ) 


へ ・ ロ リー 時 
理 ウ | 
NAK 組 り SM 「 ル 


^・ ロ リー ム 1S 注 党 「 間 中 民 連 寂 」” 宜 油 も 
記 ptQR 避 の 区 表 ぐ 貴 避 肌 直 つつ ^ 記 も ぐ 寂 
REG 人 S ぐ 福 叶 SN” R 豪 の 毅 環 天 ^ 表 
温 己 選 1 倒 和 で し 人 8 10 8 や トール 定 四 
たこ た そく 9 に さこ に マナ 

さま へ KK 家人 壮 十 ぐ 記 お ルー リー か 昌 
旧 8 生 リ ーー へ 伴 選 的 つっ 2G 私 る? 豆 己 し 
家 ふ へ 電 革 や の 忌 京 公介 宗 NO の SG を” 囚 
S 宮 人 R 当 お 1110KDSO し る no2 ぐ 82 り 篤 玉 
S 気 写し SS 8 球 は OS7 宮中 6 宮 
球 称 くし 守 Ko 全 SS の る で" 


納 言 [ 暴 攻 】 固 ロ ー ロ トニ 


埋 語 [幸生 】 mー ロ トミ 
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林 選 天 n 民家 (ロー ロト く ) 


さて 3 トト 


さ ヾ KS 論 据 SheTH く NSHー ミ 8 
NNAK 押 恒 S 圧 の つじ 各 末 めじろ や お RR 
款 し SQ HG 寂 改 ロ ー 人 宮上 ぐ 嘆 宮 
びる 尺 握 党 VG 提 KK て で へ 昌 愛 7「H KK・ 
ロ く 渋 』 の 富 補 意 四 つ ^ 窒 守 へ て の ト S 思 
憧 JShK9? 思 ろ し て ふつ トト 9 誠 握 つ し 。 代 ポ y 
1 回 時 S 遂 中 じ 廿 や NAK て 区 O や 7 

演 せ ペ 鞭 ぐ 銀 弄 直 2 賠 2 衣 伝記 で 詞 人 る 

補 * 宮 人 お し 競 肌 ・ 姿 時 的 に ぐ 癖 倒 電 血 を の 
人 條 旧 S ら 4 人心 を ン 「 鶴 守 」 る 心 攻 肖 ぐ 注 
に Po まく た そこ いこ 6 く 3m で 3 9 た Le 
0 8? 


正 串 つき 内 是 ド (mー ロ トミ 


5 


親 失 笠 で 宮 束 「 よ りす て へ ・ ペ てき ( 宮 
さこ 


堂 貼 =ー の ママ ー 人 私 )】 旬 京 科 9 お 合 己 周作 


や 鶴 鞭 の の る 008 と て 公 褒 迷人 
Aa) 届 全 王 を か る" Panzerstecher ( く へ 
公 ト ー 人 本 ホリ キ ー) 、3^「 肥 県 つ ^ 明記 つ 」 
つろ 人 所 堂 的 入 0 レ 2n9 全 人 G 補 ?7 

親 定 せ 着 つや 王 下 士 会 癌 骨 つ 人 S 必 普 唱 末 る 
や 人 S 氏 会 ペ 鞭 ぐ 晶 郊 選 直 心 完 桂 @ 農 嗣 は 
に 0 放 1 5 く 3 に で だ の に と CS し くだ | 
2" 里 肖 天 S 肝 倒 包 球 つり SS や 
狼 団 やり の 人 Pa て SO 十 半 翌 訣 宗 ^ 日 
KK へ 革 紀 忌 所 人 る 丸 " 


鞭 語 [時 旋 】 ロー ロト 


六 : 【 表 察 】 十 中 ご や 判 
時 語 : [幸生 】 mー ロ トミ 
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居 中 臣 G 回 K 侍 随 ( 賠 岬 ロ ハ く ) 


に ーー 。 


7 


ル AS『 ふ へ て 人 ト 』】( 守 都 視 ) は レ ” 壮 針 
ぐ 究 寺 や 和合 「 和 ふさ で 中 ト 」 の 富江 ko 刻 式 
8 軽 六 法定 下ろ KWS 吉 民 0 
KHANA 和 と 財 人 6SG 居 中 世 ぐ 寂 革 放 1 
ー11 ペ ーー ミ の MS ネ KW 人 0 詞 会 人 Se7 AA 
さり 渡 KS さろ る 十 填 書 り ミー 思 思 己 豆 全 で 
し 貢 を 全 器 腕 二 つや お 稀 導 WS 時 株 ロ や や べ 
浴衣 ぐ 家 公 ぐ で ho 旨 己 人 時 回 " 

ふ へ て P に SG 衣 愛 せ 和 ホー ミ 衣 し claidhemoha 
mor ( ふ 選 負 和束 ・ 中 さき ) 、" 6 人 0 は [回 六 補 吉 」 の 
2 人心 劉 党 補 DSR 下 応 世 2 じ ろ お ぐ / 局 叶 
前 人 KD か て いと 圧 ・ く て へー し 4Sn? 


拘 龍 ・ 爺 衣 丹 G 随 ( 賠 還 ロト いく ) 


ーー 


9 だ ん: 下 く ル 2 
AS 看 "部 りつ の 避 浴 つ 旭 選 ホ へ 作 S 寂 " 二 
SS 歌 隊 9 人 S 人 や 移 S 人 「 く K ペ ーー ( 吉 
) ヘー シ 」 し 9? 交 選 2 正貴 。 部 吉 究 
ゃ っ J 革 居 由 し の る や 及 攻 溢 8 感 党 農 る 

り ぐ 宮 僚 尽 人 し 鶴 ぶ 所 GS | 還 1111 
きぐ く て ユー へ ドー ホロ 人 や Ko 究 2 じ Sh? 想 
違 祥 の 訪 h6 り 7 爺 ン の)110 S 甘 鵜 必 近 庫 
づつ の る 人 な? 

「 と NTASHK 一 | (KN や HK・ 日 明 公 
CDSRRAMTー TE 
せ 綱 や 懇 工 か *@ り 会 癌 る 


1 
財 語 [ 再 記 】 回 mー ロ トミ 


時 語 : 【 野 誌 】 固 ロ ー ロ トミ 


| 1 


177 


嘉 飲 己 p 記 号 ロ め ( 着 囚 有 ) 


人 K9 人 ト に 


電 へ 下 絆 " 思 民 SG ぎ 明 公 
も toK ト GS 有 農 慌 吾 S 季 ズ 明 S 各 活 
S ぐ 台詞 J っ の 上 拓 96k07 MyS 症 叶 守 叶 し 「 室 
る 宮 県 称 近 で 尺 油 所 」 の 2 で 汰 時 2S し SS で 
" 宮 姓 福 睦 りつ し SS お 色 慰 詞 人 SS 
作 MM 選 倒 Q 泡 情 療 公 湊 富 め 忌 夫人 人 ぐ 宙 
すろ で Y 

に EX アー くに = に ここだ に に ば ドー ロッ 
に に さ (た) とく も と ルド Yo さ 放 ナー 
上 り の 凍 路 の 天下 で へ 宮 唱 窒 し 
に せよ = ッ た つい エミ ミア こい < 9 た P く た まく で ー ド も こも 3 
し SC よさ バナ くい vo 


曽 中 喘 判 師 語 中 ( 悦 岡 加 ロ いく 


1 の う 3 の 


へ K (lance) つ 和 8 の 9 
の JNN へ KK 店 し 「 舞 内 党 "回 折り 棚 習 
丈 NAK つり 光 8 味 NG 往 鞭 倒 走 坦 生 h97 1 
こも: こよ た そく 用 4: コ さ だ っ 


測 束 8 鶴 球 じ せ 舞 完 で 尺 公 療 十 祥 必 公 吉 つ 
0 マル に すく あぶ 9 て ドー と oi いく JJ) 
2Jo2S で 7 

民営 ぐ の 2 ぐ 8 還 拓 SG の ぐ パ 選 窓 る 尽 否 
迄 ひし 2 や ? 肖 押 革 K 較 て ミロ 居 つ し る 民 尺 
全部 鉛 定 窟 守 22 全線 贅 つ お ぐも SAT 
紀 貴 公 窒 夫 避 理 2 丸 器 守 S 究 詩 ・ 総 1 所 只 六 
窒 W% や ^ 誠 貴 洪水 ぐ 香 惑 令 聴 じ で の 2T 


剛司 [時 】 判 昧 人 


攻 所 | 【 和 察 】 ポー 日 十 境 上 \ 十 セー| 十 幸 上 
半生 【 裕 】 岡 ロ ー ロ ト く へ 畠 mー ロ トミ 
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区 疫 宮 @ 記 事 ( 賠 加 ー ロ ト く ) 


く 信 生生 へ 


くさ 生 へ の 塵 シッ ヘ 
性 回生 G 加 る 各 吉 で へ 、 
昌典 本人 09S の TopanQ ペ の 
り し で く る 中 年 へ 8 Pe 
つつ * 居 二 半生 つっ の 出 問 つね の ぐし せき る 

十 国 憶 思 ぐ 浴 で SNNAK と で ふら トロ 人 
ろ レ ^ 二宮 上 区 表 か KG 到 下 冥 逐 つ や ね ぐ 全 くさ 
中 和 まり 2 必 S 無 S7 忌 登 う の づつ 
し GS「 く さま へ 1S 理 肖 し ST GS 窓 
AUO 

WSKH ヘー 必 A 和 とく 租 誠 前 ちせ マト マー 


更 路 'K モ ー ヘ 己 形 皿 
人 を ン ム へ グ ク 
ー- 

か キャ て へ お 選手 写生 こい) 
9 四 喧 の つり し 誠 慰 7 品 包 尾羽 准 し 皿 
B で る や 土 的 交 人 0 お し じ 台 生 お 忌 ” 誤 無 難し 束 
眉 千 年 つ ねら つや お 

親 定 各自 世 し 窒 鶴 ざ つじ 選定 定信 
ト S 壮 定 と ふさ ーー 中 選 せ 0 し 各 束 レ % 
ぐ S 穴 晶 JXSG? つ 倒 づつ” 鶴 対 世 り つじ し 往 末 め 
で 8 十 還 剖 訣 *6% セ も 式 學 部 絡 を Kー 
代 S 志 味 唱 応 間 嗣 シリ Un 

部 革 半 志紀 下 GS「 を 選 説 和 お 己 虹 困 人 SS 
倒 り S 僚 キ ンー へ も ASkG5 My 必 る 心 注 と っ の 思 


全 昌 歴 ぐ 畠中 人 9 2 谷 0 る どく ロ で し 3 | 別宮 わく 4SK9 筐 NT" 
還 | 【 隊 】 十 還 ご 十 や 判 県 半 正 : 【 察 】 密 ドコロ ハーー キ ハト 表 ジ ー 十 田 
可 : 【 譲 臣 】 財 mー ロ トミ 時 語 : 判 [時 不 】 mー ロ トミ 


| 1 
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ポ G 天 っ 「 柚 弄 」 (mー ロ N く ) 


心 祥 王 ・ く パ ルー 
is ーーーーーーー- ] 


く へ ルー (hammer) の せ ふ ミル へ 前 し 「 
し 症 代 お 福 陵 」 の 2 候 注 堂 " JS 注 掌 や S5 
6 避 選民 鞭 筐 密 " 混和 め シン ン いや の 
ぐ 生 MS 弄 据 ASKGT MS 演 完 。 思 祥 人 宋 呈 
吉田 本 h 「 詳 尻 ] 伝 型 攻 補色 引 褒 ぐ 居 天 
り 公 ふぐ の か 宗 ン 尿 で し 2s9? 

『 と NTASHKー】」 (KS かせ に ・ 昌 昌 公 
ふ K) ハーK し っ 2 紹 誠 つ ^ 購 補 刊 べ き を 音 人 
ぐろ る と 心 和 へ ふ ー 公 薄 購 Oxe"「 ト トド で ト 
きい トト へ 和 ふ 人 一 | (KN かせ に ・ 日 明信 人 KK) 
し せい 会 必 氏 誠 つつ" 箱 密 補 く ヘ へ セ ルー ぐせ と お 記 
SYO とく 


算 吾 互 こ で 名 Ne 人 ( 和 m ロ ト く 


公私 へ 生 代 忌 、 


h 選 へ へ 臣 党 補選 史 答 陵 ? NAK し 
NNAAK や の 疹 拓 pn” 四 六 癒 宮 S 交 " 
NAKR っ 2 球 己 沿 界 つ お 7? る 人 銘 @ 「 総 ] 
3 富 紅 記し hn020S ぐ "有吉 憧 員 的 つ しろ nh? 

RA で へ ホー 「 く へ と か 一 S】( く N 和 を 
Hi ふ ) し ポ 鶴 士 避 選 罰 公 下 習 じ し” 層 綴 G 交 
に こま 語 いい ES ド KEY 上 ま よい トル トバ た 
人 日 求 全 し Sn? 避 鉛 WW 玉 NN へ 生 K 天 
回 党 つ 公 必 窟 く し る wo” 装 雪 十 国 G 埋 四 
2nG22S 直 培 ロ つの 人 S*@ の る 人 心 庫 頻 保 隊 の 
仙 ぐ Pk07 AnS 愉 は NNAKG か で か 一 愛 
回 ( | 還 O 太 ) 中 畠 選 り ぐ 集 史 水 医 つり る xG? 


鞭 言 : [時 対 】 ロー ロト 


攻 正 : 【 秋 察 】 還 や 痢 旧 
時 語 : [幸生 】 mー ロ トミ 


堅 ぐ 臣 咽 (ロー ロト) 
昌一 中 へ 人 K ヘ 一 


ーー 


り ぐ 記 震 和 要 シリ と ASHKー】 (KK 
ふか HK・HIURASK) 訴 吸 る 皇 か くべ の 選 う で 
し せる 穫 O 必 会) と 僅 攻 所 肝 生じ せ 計 ン "< 
1 ミー ト 48 し SG 圭 的 癌 山 じ On6 誤 伏 は Sn" 
つ 令 つ 赦 角 ぐ 深 守 般 深 。 正 乱 "回 外 和 る 和 慰 会 
S 四 悦 刀 飼 や り 会 ぐ 澤 泉 突 避 写生 握り 2 
層 祥 GS 租 申し SO7 | 抽選 悪党 ぐ 近 称 毅 和 や 
Q り 8 己 赤 せ 襲 つ 必 5 

と で 公 握 SMongerstern ( 守 や ぐ 写 慌 ) 、 千 
神 也 密 つ お ね ゆー リリ ANK ペ ーー? 窓 朋 称 「 較 」 の 
志紀 つつ 悩 つろ X220JS 舞 諸王 振 選 時 
つゆ し 中 寺 や 唱 翼 の 下 他 宗 鶴 鞭 し ShG* 


惑 閑 申 貴 人 型 民 (mー ロ トニ ) 
守り 玉 尚 外 お S 舟 人 る ES 


0 脱 足 末 ぐ 往 中 ” 宮 閑 中 或 己 腰 称 彰 mh 
り 芯 敵 座 「 諾 型 」 の 守 光 有り 公 < ベ の 
舞っ 長 Sv" [回 時 」 せ ホロー へ 家 PS 人 ら 
彰 度 S 和 し で お 選 ” 宮 人 生じ 2 や や) 主 苦 
償 須 し St" 王宮 喘 RG 揚 2” 角 軍 G の 
S が し 綴 村 つ ? 

記 ゴ し 世 る いや 登記 坪 ン つ る 「 ま ーK ル 
AK・h い さて で さ 」 を 民 避 中 る 密 和 的 間 0「 ト 
て ル AK・h さ で さき 」 の 2 人 で 六 に 慰 填 会 民 2 
20G 公 人 SN07 月 必 軍 る 壮 豚 R 玉 40 
某 で 8 吉 と の 起 所 ペー 人 先生 0 で 慰 丸 5 


財 語 [時 対 】 ロー ロト 


埋 語 [幸生 】 mー ロ トミ 


| 半 本 元 電 つ お 拉 計 . 呈 
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誤 龍 で 叶 祥 親 R ( 剛 還 ロト く ) 


ロ へ へ 穫 か ( 辻 人 の ) 


記 注 ぐ 叶 ら ペ 和 人 競 削 う 一 
中 し SG りり 室 孔 べ S 間 衣 JS で レ 2x6" 

回 千家 定 ぐ 他 空 で 和 キー つ KSmー ル へ の 牙 況 
代 定理 中 法 首 圭 品 宏 業 称 選 お NNAK 是 
癖 士 組 送 交 回 そ S 世 人 信 や る お 守り S 和 匂 鞭 
OS7 MS や 等 写 品 じ つ 会 穴 全 の お 下 S 筐 
普 倒 ” 証 琴 刀 け 宮 鋼 江 送 つつ し 混 堅 つ お ? 

HK 守 ふ (一 oom マ ー 疫 ) の 当 党 や to)v 
S 束 本 局 2 倒 / 交 N8 宗 御 ぐ 叶 SN9 補 
心 ” 字 業 0 忌 丸 中垣 G 貼 只 会 会 選 弄 / 十 急 1 
性 @ 玖 し 洗 9 団 人 狗 半 訪 唱 | 攻 S 弄 
Motoetsiodc00 


時 相 G 加 王 宙 蜂 ( 境 昧 剤 賞 ) 


A エ 一 と 後 


寺 昧 党 守 合い の 2 の 人 ENS 守 宇宙 計 SS 
人 到 り GAmー ン 水球 ke り 梁 1 OOO 時 7 
に 鞭 秋 ぞ りお 時 は 往 電 つじ 2 や の か 穫 GS 
決 慌 王 洪 め 攻 る 江 会 司 9 団 やり の 避 7 戻 舞 
蟹 慎 を 妨 隷 呈 全 の 下 べ 会 仙 ? 

ma 

ポン am WT Se 
Chr か リ 0 
で コッ ル 3 MPN 
宗 選 GS 居 宮 めぐ つら 医 療 肖 表 かじ 
拘ら 宮東 弄 人 や NO 選 中 究 の る 心 鶴 寺 パン 


に マッ さく た の っ 


久 | 
【 暴 医 】 因 加 ロト ミ 


共に |【 革 守 】 振 十 ご 窒 十 天上 
肝 語 | 【 裕 計 】 拓 時 9 守 
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畑 百 江 牙 呈し 所 生 (ロー ロト く ) 


へ 呈 代 穫 心 ( 生 ) 


さく キル こ に で 記 ) 3 示 、 
= まこ そい だ ルッ: そく 
線 如 回 ぐ 器 症 交 所 0 おお 鶴 RS SG 
パ 忌 頑 ンマ < 京 所 し yon9 福 陵 " WWwS 据 告 英 症 久 
公 心 会 王寺 G 還 一 口 私 多 王 避 氏 全 0 丸 ? 鶴 R 
求 意 連 か Ko 補 人 中 し お 応 守 ろう 4 候補 括 
2 中 称 惣 艇 や ot 丸 社 づつ | 昌 品 1 711 尾 の 眼 
宗 mhGS 避 泌 写 会 全 会 か *OG のり 会 問 寺 号 
で こく 

36S 座 見 7 凸 攻 シ 6 ン 廿 避 生 KG「 宗 人生 へ] 
差 穫 人 宮守 心 S へ 宮 識 上 ぐ へ HK 沙 か さり つり 9 
避 m" 


ト K ユ IS 龍 中 (ペーK 了 て 届 ト )〉 


店 革 末 ぐ 介 の や を キロ 2580 0 ウ 
し 杜 つ 民 レ 26 往路 ぐ 1 0 当り SN トー 
ペ 必 AP 代 る AO 愉 人 ボー ベー 必 ら KS 
垢 要 ・ ト ポ つ 公 中 G 答 鞭 和 りう の ペー 人 っ の 突く? 
1 買 せ トー ペ XN へ 革 悦 生 る 区 で レン hG20S 
つじ 徐 響 忌 じ 2k9 倒 。 斉 じ 梨 昧 必 つ お 粗 較 
罰 ぶ べし Sn や し 88? 提 鶴 宝 り 困る ぐ 
neoS8 区 0 し り S る 7 8 知代 4Q 区 ぐし じゅ 0 尺 
べ 捉 旧 く G 補 朋 は ぐつ か 人 愉 全 ぐ 人 5 

「 と NTASHK 一 | (KN や HH ト ・ 日 明 公 
ゃ KK) ふ ユ ーK も お" 尾 ヘ ミ ー ト の り 谷 ビ 
誤 器 し ne 窒 鞭 の つり 池村 束 ビ 2 ょ 5 


鞭 語 [時 対 】 mー ロ トミ 


埋 語 | [ 裕 対 】 ネー ベー いさ ト 


| 1 
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堪 @ 観 束 正 (キト ) 


DO と っ 


『 

千 つ か ト 世 補 ^ 半 加 羽 二 ペ フ り 二 
すい 1 くさ EC くだ まい ャ だ ペー て くだ ON だ 8 
し 5 つ に 定 避 杏 2 ね 7 や り 問 座 つ めぐ 波 
た へ 生生 INAR 和 まし ST KA O6 忌 堂 全 
0 喜 し 症 べべ 肥 せ ロー ル 避 訣 く の KG が 6 
も り S 慰 民 S 空 悩 や の 吉 SS? 個 る 器 
詞 約 銘じ 回 党 必 0 訪 引 二 で レ 著 六 
叶 「 鶴 等 」 倒 財 藤 抱 時 中 本 JO ぐ し 4Sh? 

区 生生 選 公 邊 衝 [トト で さい トト へ 
人 ーー > ユ ーK ル や ^ 宮内 尽 家 報 の つじ 鍛 守 や 
hnQ” KA 且 じ SN ペコ を せら 胸 時 ベロ 家門 
人 し 尽 る 


本性 WT 鞭 状 中 」 (所 囚 剤 賞 ) 


蛋 で へ ・ 人 へ て 人 


で ささ 問 し 人 べ 齋 丸 宝 冨 球 ぐ 持 避 決 るり 
ペ し 2 で ぐね 発 的 つ し ろ や で ? 球 定 SG ぶ と SG 
り 六 唄 お K ふ で きぐ り G 避 せ 。 同 狂 し ポ 療 征 


る 丸 り ) 会 ぐ 2 の N 会 6 か ロン 
忌 江 鶴 じ 脱 琴 似 記 ビス る 

呈 攻 し ぐ 守 SSX「 窒 演 由 本 倒 隔 つ 計 人 
に が だ 2 ト さき マル ムッ くく OoC こ 3 症 に つめ 3 
ふ HK て | P/ 泊 S 暑 会 や ン 0 選 会 る で 度 
る 講 AQQ 全 の 0 ロー ミー 篤 公 か 6n0 が し 倍 聖 
We 会 革 表 光 6 中 全 0 ず JGR 


2 拓 唄 束 。 局 注 し せ 賑 虹 以 倒 導 呈 つじ 
ポン S 告 だ は 


| 
【 只 評 】 キハ ト 


# | [ 夫 】 拓 判 上 困 ご 附 
避 【 夫 臣 】 拓 時 9 党 
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終 甘 G 辻 流 品 計 閑 (mー ロ こく ) 


E 
8 合 つ 掛 和 を 宮 剖 村 和 ) 密 で や へ 
0 お 人 ぐ 令 SN 人 SA 人 マー 
へ し AS? 羽 召 は の 1 普 班 人 ド O 守 部 、 うろ 人 
恒 二 水軍 ソン ” 悪 つ つじ 8 司 電 穫 0? 

還 妹 役人 心 谷 香里 人 S 尺 生 。 個人 守 人 
さり ペー キオ キロ WS 中 杏 上 せ 決し 十 届 
さこ で こそ 0 どく た JI で コン うぶ 

で 型 @ 半 式 共 吉 回 つ ン 誤 当 人 S つ 尺 廊 や" 奈 
球 攻 宿 環 し 詞 妨 史 " 0G 間 中 称 更 6 
閣 錠 性 8 豆 ろ し じ ろ S る りう 冥 大 会 KG 元 く 
コミ コー の い 
トコ くく 


調 際 認 症 G 還 (mm ヤー ロ く ) 


り ぐ 肪 ぐ 映 椅 じ " 
ka CO よさ トマ プ く 1P く 
補 和 ハト 擬 定 さら 雇 叶 RG 豆 ゴ 9 税 合 購 つ 
恩 丸 護 人 37 て ーー トール ー( 葉 Mr6N る ) yo 
し 0 る 2 避 緒 癌 6 し 皆 室 つね 4JMMUaQNO 和 NVY 
ゃ 芝生 を りり 会 めぐ 喜 二 や my@ で ネト 物 " 
と で 公民 で 年 K 邊 る 上 著 べ で 8/ 麗 マン mー 
ロ HKS 世 雲 避 愛 0 じ り ぐ 吉 法 脱 玖 つ お 必 穫 NT? 

つ 全 つり S 入 / 移 守 つっ の 翌 補 で 8 の る 人 S 
むし せく" 梁 二 マー11 填 国生 の る 條 個人 0 避 
長 <Q” ロ A 和 へ 渋 (ーo ト マー 公 ) ぐ 纏 上 洋 
局 G 忘 難 の せ 介 208 全 08 の る 人 …? 


結語 [ 宮 対 】 mー ロ トミ 


埋 語 :[ 裕 対 】 mー ロ トミ 


| 1 
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「 理 s 雪 く 」G 妨 人 SG 団 (mm 一口 く ) 
公 さ て で ー ぐ 滞る 3 
くさ きく 8 判 G 壮 定 末 る 


デー ン ン 
ぐ で 名 県 や 填 千 堂 S 窒 くう ロ まこ 


の 弄 攻 め 味 丸 "部 守 / 億 医 表 赴 晶 牙 革 る 7 
誤 の つじ ぐ 説 上 | 可 性 案 < 章 玉 じ る や 弄 
民間 地 7 引 S ロ SG 思 間 球 お S 半 泉 振 雇 選 補 で 
計 " 壮 癌 を 田 到 「 紀 垣 ]」 の つじ 記 巣 忌 乱 志和 
己 人 Sh\Q 則 定 SR 史記 や ダン” 統 く (ーー 
ホ ペ ハー) 公 吾 回 SMe 0 の Un5 
し の 光 m KK 一 ( 里 中 無 舞 で ) つろ 必 つ る 
] 凍 忌 ぐ 澤 上 せ 側 言 筐 の 福地 上 の べ K 倒 交 
忌 ” 独 G 球 色 年 や Sye4 し 4S で 丸 " 計時 G 
屋 る 注 装 宮 り ぐ 球 り [さて ー く ささ] 人 5 


更 0 で 妹 穫 や 侍 日 尿 (一 ロミ 
レグ 
くさ ロー へ 。 


\ 
に ビュ っ の 3 ーー コ ド : っ 


へ て 宏 の 密 手 料 球 GS 深 人 弥 徹 寺 し で お の 伯 
RSk@ く さき ロー | 騰 G 守 全 必 壁 現 蛋 69 
に た こい の に さり jm に くに いよ: いこ ャ こい いこ うき ん 
し 2n0" で ふつ ト 彼 か ペ ーー トー ルー (eo 
マー 人 人) 斉 吉 ぐ 十 時 所 昌紀 ロー ロト 人 人 王 唱 江 
36 で 8 の る ろ 愉 " 

須 ぶ 守 曲 下 公 宗 ぐ 人 め 豆 じ 2k@ り ぐ 球 ” 下 宣 
将貴 俊 人 し 人 8 選 ^ 宮 定 る 0 の は 60 レタ 
AG" 887 ロ 凡 型 己 守 ろく や 得 G 黄 べ せ 8 R 寂 
野 ぐ 愉 和 宗 ら に つや 普 守 土庄 唄 6S 
巡察 2 揚 伝 / 惑 ロ で いし 人 SG 記 ビ る hG? 


棒 言 [時 話 】 ロー ロト 


柱 : 【 表 察 】 十 田 ー 十 困 拓 上 時 
時 語 : [幸生 】 mー ロ トミ 
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1 忘 素 十 G 幅 男 代 誤 中 (田口 いこ) 
似 人 か へ と ヘー ミー 
シー ペペ 


羽入 和 と ・ ハ 一 全 と 8/ 居る 堅 ぐ 
設 党 の つじ 困 く る ぐ ShQ? 芋 天 短 貴 拒 定 回 敵 
回 し 六 末 の じ 代 選 ” 福 守 及 称 記 人 の り の ぐし 
4 る | 繋ぐ 違 午 り ぐし 8 尊 凡 計 将 己 宙 9 
丸和 ふぐ ミル ハズ ポ 鶴 夫 し 四 め ン か りり 衣 の 
思 の つ ^ MS 過 め 9 折 ぐ か ダン 損 地 KG うっ の 
PCK こい 2103 BS4E も ナコ マル う トル 

心 へ 和 を () し SO りり 2 の 抽 沈 SSO し” 振 
削 間 悪 括り つ 侍 る 麗 避 AB で し 3 を ネン 
9 守谷 窟 和 る TAN A 和 を ・ ヘ ベー ミ を 光 交 で る 窒 
征矢 短 選 刀 0 し 来世 4n9 拓 生 Ke ハー ミ 
と ・ ホ ポー 人 の る 人 愉 生 り 一 へ 8 鶴 寺 の 人 S で 7 


衣 訓 己 p 記 甘 じ WON@ (一口 か く ) 


や 


渋 窒 父 06 否 究 性 多 る し 上 痢 器 球 工 心 
合 民 2 お で 尉 @ 量 "中 己 了 0 ぐ し 選 ぐ 壮 懇 称 個 
宮 選 や? 闘 選 さて で SQ ト (一 に ら マ ー 公 ) 綻 S 
羅 上 ペ ぐ 補講 個 ぐ 葉 定 は” 禄 さり 困る ぐ ? 
ふう と ハー ミー ( す ) ぐさ パロ 7 堂 O 四 公 
電 韻 0 し 選 癌 明 和 め 選 所 人 SG 余 昧 直 G 尺 
末 状 " 下 沈 むし ツン" 還 有 党 SS っ 04 ぐ GO? 

癌 肌 避 の 定 末 し OxQ? 環 ぐ 撤 く 王 中 る 察 交 
Q お る の S 公 人 交 の 選 十 半 憶 旨 己 衝 表 マー ミ ・ 
ヘル ルト よ ロ 穫 和 へ ・ の 人 KK 人 さ 架 恋人 鐘 
完 [ 宝 へ ・ か ーー ミー の る 人心 間 上 作 私 ー 
イソ コッド く だ リル 


に リー 


購 言 [中 華 ] mー ロ トニ 


埋 語 | [ 裕 対 】 mー ロ トミ 


| ET 
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トー キー 内 

ト Y ト KS 思 ぎ 

トキ さか 等 

トキ さか NGS 舟 等 
還 民 涯 

トト 

ト 衝 PA 誠 
トロ AG 測 叶 a 

ト ャ NNK ホ 還 の の 落 
信 和 二 笠 

ト 

ト NS ト AN・ ホ マー 

ト ュ ー・ で NA・ ト コー ホー ト 
ト ュ ーー 中 

ト さ Ks 一 利 遇 易 


て HK・ せ SmKー 加 見 
半 R 号 
INK 表 
1Saz 全 


キ NIKA へ en 
ホー か YA 才 交 
寺下 
ポーー ふ ユー ミ 宮 
硬 @K る 

其 田 括 区 等 

思 田 男 全 ら 
野中 年 才 

民 民 回 本 才 

ポ ら SH 交 

ホ ュ くさ ShA 人 の 
で ・ ド さき 
RMA 著 


呈 


に エニ マ た で 
に や さ う に 3 1 
ささ で Wh 所 
HK※ 合 
NASIS 8 
や SG 生 
さや さ 全 
SS へ 加 


】 
山 


1 
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ASA と 
AS ト き 
ANaN 多 
民団 き 

か キー へ を 
キミ ミド ー ロ 9 玉 窟 洛 
ミ 

吉 沿 R 記 生 

昌 舞 昌 " 全 
ARK FE 

半ば 舘 ど ま 

供 促 宮 ボ 


シ 
ョ 
1 
ト 

ポ 
ウ 

B 


民 ミ 

半 条 導 人 
ネ 間 呈 
Kー・ ト さ ・ ト で ドー さ 
K や KNNーX 名 
キネ さ ネ の ロー 剖 
KS ト 圭 
に 

久代 生 

弄 ま 8 

寺 吾 鹿内 全 
や で K 人 

矯 5 
3 
室生 呈 

本 ミミ 

nA ロ PAHH 号 

へ PAG 宣 呈 
に 


】 


ペー ゃ AKAYN き 


MTA・KTS 生 
ホキ Nd 号 
す 団 字 呈 


導く 洋 き 
丈 上 和 き 

境 競 つ 衝 

二 居 8 

よ で さき NTAN 
NNANA 2 る 
地下 区 赴 
に 加 当 
Et 

ーー ミ 9 

寺 交 < 家 
- 貫 呈 

NHNE 衝 

EN ま 

ー ト SN ハー る" る 
トーN 9 8 RE 多 
球状 当 
3 

細 R 中 | 


ト ゃ 号 

PWR 

リー くさ ASAS 別 才 
山 に こ - 挟 - 

に 3 


に に 
ミト よさ KK 
SA キキ を 
くさ ミー 生 
ト で で し 上 3 衝 
ミミ さ AS 才 
Sp 8 
に に に 
主語 合 
壮 民 鐘 人 き 
困 注 民 公 
本 和 補 
琶 所 
連 人 
家計 人 
革 各 合 
を 
邊 計 扶 で 
トト ー 和 や りさ 才 
トーxAA 和 
NMSNK・ ル へ ・BYS 多 
NASS 当 

十 G 年 き 

打 呈 全 

環 党 東 還 き 


に に 1 


半生 
宮守 
NAT 時 
=S へ か ャ ー ヘ へ 
トニ ロー ト ふ 語 
NANANTASN 叶 
NAT る 
NATS 

ト ュ ーー・ ト ー ト ドー 
マー ド や き ト 邊 
<N さき 
NNAX = 

て SYS 等 


暫く AA 吾 

ャ A・mーAH 合 
に お 末 に 
I 加 史 麗 内 "内 


ETE 表 
に に さこ 半 に 3 
二宮 を 知生 


呈 


| 


キーUANK ペ ー 計 
守っ 針 名 
キャ へ ポロ 析 
IN と ASS 部 
下 1S 際 き 


か AK ロ NO 7 導 時 
抽 前 
EATHNN 本 著 


BAHKK 計 
PArKKS 筐 人 人 
PAN ネ で 旦 
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